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江馬氏城館跡の発掘調査は早くも3年目をむかえ,毎年,真夏の暑い盛りに行な
われる発掘調査もすっかり見慣れた風景となりました。また,その調査成果が着実
にあがっていることは誠に喜ばしいことと感じております。

本年度の調査では,下館跡指定地南辺に接する地区で 7棟の掘立柱建物と,下館
跡では初例となる竪穴住居 2棟を確認することができました。また出上した漆の破

片が,漆塗りをするために容器に入れていた生漆であることがわかり,館の中心か

らやや離れた場所で,漆塗り職人が活動していた様子が明らかになりました。竪穴
住居はそういった職人たちの作業場であったようです。門前地区に立ち並んだ建物

には,館の主人に直接従う武士階級の人々が暮らしていたと考えましたが,こ れら
のことから,堀の周辺に,色々な階層の人々が集まっていたことがわかってきまし
た。当時,こ の地方で活躍した先人達の暮らしの様子が,少しずつですが具体的な
ものになってきたと言えるでしょう。

また,建物などの遺構は調査地区の南側にさらに続くものと考えられ,下館に関
係する施設は現在の指定地だけでなく,おそらくは殿段丘全体に広がる可能性が高

くなりました。一方,今年の調査では確認できませんでしたが,館の門前道路が段
丘下の旧街道である上宝道とどの様につながるのかなど,ま だまだ不明な部分も多

く,こ れからの発掘調査によって明らかになることがらへの興味は尽きることがあ

りません。

おわりに,発掘調査に際して,地元の皆様のご理解とご協力を頂いたこと,文化
庁・岐阜県教育委員会をはじめ各種専門分野諸機関の皆様からご指導・ご尽力を賜

ったこと,ま た発掘調査とまとめの報告書の作成作業に,文字どおり昼夜の区別な
く取り組んで頂いた富山大学考古学研究室の学生諸君にたいして,深甚の感謝とお
礼を申しあげます。また,今後の発掘調査と史跡整備に益々のお力添えを賜ります
ようお願い致します。

平成 9年 3月

神岡町教育長  堀本 昌義
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第 1章 調 査 の 概 要

1 調査 に至 る経緯 と目的 (第 1表 )

岐阜県の北部,旧飛騨国に位置する神岡町を流れる高原川と山田川の川筋には,中世に

おけるこの地域の豪族が築いたと伝えるいくつかの城跡が点在している。中でも高原川右

岸に広がる殿段丘上の神岡町大字殿地区は,古文書・古絵図等に「江馬氏之下館」と記し

ていること,字上井ノ内に「五ケ石 (御花石 )」 と呼ぶ 5つの大きな石が残っていること

から,地元では古くから,中世高原郷を中心に活躍した地方有力武家である江馬氏の館・

庭園跡であると言い伝えてきた。

神岡町教育委員会は1973～ 1977年にかけて,この殿地区一帯において土地改良 (基盤整

備・客土)工事に先立つ試掘調査を実施した。その結果,こ れらの伝承を裏付けるかのよ

うに庭園跡,南・西の堀跡や建物豚の一部を確認することができた。特に庭園跡は,故森

蘊庭園文化研究所所長により,室町時代の庭園として貴重なものであるという評価を受

け,1977年には岐阜県史跡「江馬館庭園」の指定を受けている。

1978年には国史跡指定を前提とした国の埋蔵文化財緊急発掘調査補助事業として,遺構

規模・館跡規模の四方向からの確認を目的として本格的な発掘調査を実施した。これらの

調査によって,当遺跡は中世武家居館跡として全国的に見ても非常に保存状態のよい遺跡

であることが明らかとなり,1980年 ,遺存状態の良い関連の 6つの城跡とあわせて「江馬

氏城館跡」として国の史跡指定を受けた。

1993年 ,神岡町教育委員会では,江馬氏城館跡は国民共有の文化遺産であるという認識

のもとに,遺跡の保護・保存は言うまでもなく,その歴史的意義をさらに追及するための

発掘調査を計画した。さらに,遺跡を広 く一般に公開・活用することも大切なことである

と考え,発掘成果に基づいた整備事業も行うこととした。

この整備事業では,史跡の公有化及び保護・保存を目的に,地元住民の意志を尊重し,

さらに科学的な調査研究結果に基づき,将来的には歴史公園としての整備復元を目指して

いる。

これらの事業は,神岡町教育委員会が事務を担当し,その基本構想を事業計画に基づい

て実施しつつある。またその過程における発掘調査の指導や助言,整備方法の提言につい

ては,それぞれの学識経験者で構成した発掘調査整備委員会・文化庁 。岐阜県教育委員会

から受けている。発掘調査整備委員会の構成は,下記の通りである。
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江馬氏城館跡発掘調査整備委員会

委員長 :牛川喜幸 (考古学 。庭園) 長岡造形大学教授

委 員 :加藤允彦 (造 園)    奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

保存工学研究室長

委 員 :吉岡泰英 (建 築)    福井県立―乗谷朝倉氏遺跡資料館

主任文化財調査員

委 員 :前川 要 (考古学)    富山大学人文学部助教授

委 員 :洞 日英夫 (地 元)    江馬遺跡保存会長

発掘調査整備委員会では,下記の実施計画を作成した。

(基本計画〉

・史跡として活用でき,歴史学習が身近にできる環境づ くり
。親しみやす く休息できる散策空間の整備

・文化遺産を保護・保全 していくための整備 を行 う

以上の計画のために以下の項目について今後検討していく。

(1)館跡は,史跡として活用できるので,調査結果に基づいて整備復元する。

修)江馬氏城館跡全体を関連づけた施設を整備する。

●)出土遺物を整理 し展示するための施設を整備する。

(41歴史学習に親しみやす くするために,散策,休憩の場としての空間を整備する。

発掘調査は神岡町教育委員会が主体 となり,発掘調査整備委員会の指導に基づ き遺跡の

保護・保全に必要な調査や,整備に必要な資料を得るための調査を,1994年度から計画的

に実施 している (第 1表 )。

1994年度は,館の三方を囲む堀跡のほtF全面の発掘調査を行った。

1995年度は,館の正面と考えられる西堀の外側地区の様相を明らかにするための門前地

区の全面調査 と,園池地区の トレンチ調査を行った。

1996年度は,前年度門前地区で確認した道路の延長,遺構の在 り方,広が りの確認を目

的として下館跡指定地南辺部での調査を行った。

なお,1994年度から1996年度の調査は富山大学人文学部考古学研究室に委託 して行って

いる。



第 1表 江馬氏下館跡の発掘調査実績表

調査年度 調査地区
調査面積

(m2)

事業費

(千円)
備  考

1976とF居圭

1977塗 F】圭

1978年度

1994塗 F】圭

19954F】圭

1996輩F】圭

庭園周辺

堀内側北東部建物群

南 。西堀端部周辺

南堀外側地区

遺跡範囲確認調査

堀跡地区

門前地区

園池地区

南辺地区

2,940

2,610

3,060

1,630

1,210

140

890

10,000

24,357

25,764

19,573

奈良国立文化財研究所 。福井県教育庁

朝倉氏遺跡発掘調査研究所の指導を受ける

富山大学人文学部考古学研究室に委託

富山大学人文学部考古学研究室に委託

富山大学人文学部考古学研究室に委託

総  計 12,480 79,694

調査の概要

2 江馬氏下館跡の現状 (第 2表 )

神岡町教育委員会では,史跡指定地全体を遺跡保存地区として公有化を計画している。

史跡指定地の総面積はおよそ24,810m2であり,そ のうち4,090m2は 1978年度以前に,約 3,

580m2は 1995年度に公有化を終えている。残り17,140m2の うち,道路水路以外の約16,190

m2はすべて民有地であり,14人の地権者が主に農地 (大半は水田)。 宅地として利用して

いる。指定地内には 3戸の住宅が建っているほか,倉庫など付属建築物や庭木などの樹木

がある。指定地内の東側の史跡内を南北に町道力、 中央部には同方向に農道が走っている。

なお,1996年度国庫補助事業として,指定地内の家屋の指定地外への移転 1件 と8,160

m2の土地の公有化を実施している。

3 調査の経過 と調査組織

神岡町教育委員会は,1996年度の国指定史跡江馬氏城館跡下館跡の史跡整備を目的とし

た発掘調査 (空中写真撮影・遺跡探査を含む)を ,富山大学人文学部考古学研究室に委託

して実施した。なお,1996年度調査地区の選定については,1996年 1月 17日 に実施した第

2回江馬氏城館跡発掘調査整備委員会において,検討している。
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第 2表 江馬氏下館跡指定地の土地買い上げ事業実績表

事業年度 離
ｍ

事業費

(千円)
備  考

1978年度以前

1995笠 F】垂

1996と F】圭

公有化済総面積

4,090

3,580

8,160

15,830

116,661

224,077

家屋移転補償 1件含む

家屋移転補償 1件含む

未公有化総面積

下館跡史跡指定地総面積

8,980

24,810

発掘調査の経過 :

1月 17日 ,神岡町役場において第 2回江馬氏城館跡発掘調査整備委員会を実地する。文

化庁増渕徹氏,委員各氏,県教育委員会大熊厚志氏の出席を得て,町関係者を交え,1995

年度調査の成果,今後の発掘調査・整備事業計画についての検討を行なう。

5月 12日 ,神岡町教育委員会事務局担当者と富山大学代表者が調査日程・内容等につい

て打ち合せを行なう。

6月 26日 ,富山大学にて発掘調査の打ち合せを行い, 日程,調査方法等を確認した。

7月 15日 ,富山大学にて発掘器材の準備を行った。

7月 16～ 21日 にかけて,富山大学理学部助教授酒井英男氏を中心とするチームが,地下

遺構の状態を確認するための磁気探査,電気探査,放射温度計探査を行った。なお, 8月

13日 からは,同チームの指導を受けた考古学研究室学生が放射温度計探査を行なっている。

7月 19日 ,現地にプレハブを設置して,発掘器材を搬入した。

7月 20日 ,調査地区予定地西辺北端と南端に試掘坑を設定し,土層の堆積を確認するた

め,人力による表上掘削を開始した。

段丘面と古道とのつなが りを確認する

ため,段丘斜面と斜面中段の畑に トレ

ンチを設定し,人力で掘削を開始した。

7月 21日 ,調査区西辺段丘端部で盛

土遺構を, トレンチ西端部分で地山面

の落ち込みと,古道に接する平坦面を

確認した。

7月 22日 ,重機による調査地区の表

土掘削を開始。掘削が完了した個所か

ら人力で掘 り下げ,遺構の検出に努め

4

第 1図 富山大学理学部チームによる
遺跡探査 (二極法電気探査 )



調査の概要

i二艤 ―i

第 2図 発掘作業風景

る。

7月 25日 ,遺構面検出がほぼ終了した。調査地区西辺中央部から斜面にかけて トレンチ

を設定し表土を手Jいだところ,石積みを検出した。地区割の設定,遺構の半我を開始した。

7月 28日 ,遺構概略図の作成を開始した。

8月 5日 ,遺構の半栽と並行 しながら,遺構の検出状況平面図・断面図の作成を開始し

た。漆器文化財研究所所長四柳嘉章氏来訪。

8月 6日 ,文化庁小池伸彦氏,茶良国立文化財研究所加藤允彦氏,一乗谷朝倉氏遺跡資

料館吉岡泰英氏,国立歴史民俗博物館小島道裕氏・千田嘉博氏来訪。現地視察後,岐阜県

教育委員会大熊厚志氏,江馬遺跡保存会長洞口英夫氏,調査担当者,町関係者が加わり,

第 3回江馬氏城館跡発掘調査整備委員会を行った。

8月 9日 午後,現地で調査成果の記者発表を行い報道関係記者 7名 ,神岡町議会議員 9

名などの参加を得た。米原町教育委員会中井均氏来訪。

8月 11日 午後,現地説明会を行い,地元の方々を中心に約 100名 の参加を得た。

8月 12日 ,国立歴史民俗博物館小野正敏氏来訪。富山大学理学部教授広岡公夫氏が炉跡

の考古地磁気測定のため,測定資料を採取した。

8月 13日 ,早朝,高所作業車による全景写真撮影およびバルーンによる空中写真撮影を

f静
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第 3図 南壁層位図の作成 (図版34参照)

第 4図 土間状遺構 S X01の 発掘 (図版44参照)



調査の概要

行った。埼玉県埋蔵文化財調査事業団浅野晴樹氏来訪。

8月 15日 ,全ての発掘調査・記録作業を終了した。保存のための遺構への砂入れ,段丘

斜面の埋め戻し作業を開始した。同夜,神岡町教育委員会主催のお別れパーティー。なご

りを惜しむ。

8月 16日 ,器材の搬出を行い,乳場での調査作業の全 日程を終了した。

8月 末～ 9月 初め,重機による調査地区全面の埋め戻しを行なった。

なお,遺跡指定地南側への遺構の広が りが想定できるため,11月 20日 ,調査地区南側で

の区画施設の有無を確認するため,田 中地質コンサルタント田中保士氏によるレーダー探

査を行なった。また同日,夏期調査期間中に完成できなかった段丘下の旧街道 (上宝道 )

の平板測量を行なった。

整理作業 :

発掘作業中の宿合夜業で,遺物洗浄・遺物取り上げ台帳の記録,遺構写真整理を行なう。

8月末から,1978年度調査S101出土遺物の計測・実測,1996年度出土遺物の注記を行なっ

た。

9月 3日 ,瀬戸市埋蔵文化財センターにて,槽崎彰一氏,井上喜久男氏,藤沢良祐氏,

岡本直久氏,河合君近氏より,1978年度調査 。1996年度調査出上の瀬戸美濃についてご教

示を受けた。

10月 上旬,遺物計測表のデータベース化を行った。遺物実測図,遺物 ドットマップの作

成を開始した。また,12月 中旬まで,指定地全体での遺物の移動状況を明らかにするため ,

前年度までの出土遺物も含めての接合作業を随時行なった。

10月 中旬,遺構の計測,遺構計測表のデータベース化を行なった。

■月下旬,石材観察表のデータベース化を行なった。遺構図版版下の作成を開始した。

第 6図  富山大学理学部チームによる
考古地磁気資料採取風景

(竪穴住居S101炉跡)

第 5図 発掘調査整備委員会の現地指導
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12月 上旬,二次元鳥嗽図の作成のため,等高線自動計算ソフト (TN― CONTOUR Ver

3)に平面図からおこした旧地形データの入力を開始した。

12月 18・ 19日 ,国立歴史民俗博物館にて,小野正敏氏・千田嘉博氏より遺物の出土状

況・接合状況等について,小島道裕氏より下館跡周辺の屋号調査について,指導を受ける。

12月 下旬,遺構図版版下, 1月 中旬,遺物図版版下の作成を開始した。

1月末,全図版版下が完成した。

2月 上旬,事実報告の文章, 2月 中旬,考察の文章の執筆を開始し, 2月 27日 ,最終的

な編集作業を終了した。 2月 28日 ,印刷所に入稿した。          (大 平愛子 )

第 7図 調査参力E者写真 (東から)



調査の概要

江馬氏下館Ltt1 996年度調査組織

調 査 員 :前川 要 (富山大学人文学部助教授)

大平 愛子 (神岡町教育委員会学芸員)

調査補助員 :近藤 美紀 (富山大学大学院人文科学研究科学生)

調査作業員 :中田 書矢,芳賀万里子,石井 淳平,井手口恵美,工藤 直子,

小林 香織,田中慎太郎,古屋 聡洋,宮崎順一郎,本村 徹,

小野 基,清水あゆ美,鈴木 悟嗣,滝沢 匡,戸田真美子,

野水 晃子,深田 亜紀,九山 浩,三浦 英俊,小幡 鮎子,

梶田亜友美,佐藤 慎,須田 雅昭,滝川 邦彦,塚田 和也,

戸簾 暢広,中島 和哉,早川さやか

(富山大学人文学部考古学研究室学生)

沖野 裕子 (敦賀女子短期大学学生)

沖野 好夫,出井 正蔵,道上 義紀,宮垣 一子,宮垣 秀雄 ,

森腰 幸―,堀辺 英臣,和仁 文子 (地元作業員)

調査協力者 :荒木 慎也,飯田 良智,機村 愛子,川良 由香,佐々木亮二,

遠野いずみ,貫井 美鈴,廣瀬 直樹,員井田宏彰,宮川 俊輔,

渡辺 樹             (富 山大学人文学部国際文化学科学生)

整理参加者 :海道 雅子,日 中 幸生,中谷 工和,平井 晶子,向井 裕知,

浅野 良治,金成 淳―,小島あずさ,宿野 隆史,鈴木 由紀,

栃谷 朋子,若名 理史,岡田 一広,高志こころ,三浦 知徳,

砂田 普司            (富 山大学人文学部考古学研究室学生)

事 務 局 :堀本 昌義  神岡町教育委員会教育長

村井 充佳  神岡町教育委員会教育課長

古宿  稔  神岡町教育委員会社会教育係長

大平 愛子  神岡町教育委員会学芸貝



第 2章 遺跡の立地と歴史的環境

1 遺跡の立地

(a)神岡町の地勢と遺跡立地 (図版 2・ 3,第 8・ 9図 )

神岡町は岐阜県北部,旧飛騨国吉城郡高原郷に位置する。その人口は約13,000人 ,面積

は312.34廠であり, うち耕地面積8.72跡,宅地面積2.32km2,山 林面積221.52貯である。そ

の広い土地のほとんどは山地・森林であり,標高差が700mも ある複雑な地勢である。町

や集落は山々の間を流れる谷や川に沿って立地し,神岡町市街地は河川の浸食により幾階

層かに分かれた河岸段丘状の土地に成立している。市街地中心部の標高は約400mを 測る。

この地域は,1950年 (昭和25年)に舟津町・阿曽布村・袖川村が合併し,町制を施行した

ものであり,江馬氏下館跡の所在する殿地区は,古 くは阿曽布村に属していた。

江馬氏下館跡は高原川中流域にある殿段丘の中央部,標高約455mに 立地する。殿段丘

は北アルプス連峰に源を発する小谷および蒲田川,双六川が合流し山峡を北流して日本海

に注ぐ高原川 (神通川水系右支)と ,神岡町東北端に位置する北アルプスの支脈二十五山

(標高1,327m)お よび天蓋山 (標高1,527m)付近に源を発する和佐保谷の浸食により形

成された河岸段丘である。

遺跡の背後にあたる東側は二十五山から南に向かって伸びる支脈が屏風のように段丘を

さえぎり,尾根の商端頂および稜線延長には「高原諏訪城」がある。現在は二十五山に発

電所の導水菅が通ったためその水量は減ってしまったが,かつては山麓裾部に豊富な湧水
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第 0図  江馬氏下館跡の位置
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第 9図  江馬氏下館跡と周辺の城跡・遺跡 縮尺1/100,000
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第11図 江馬氏下館跡付近地籍図 (明治21年 )
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や谷水があり, この地域への水源となっていたようである。

遺跡西側は西堀跡から約55m西の付近において, 旧高原川が南から北西に蛇行し段丘を

分断して形成した標高差約 7mの崖が自然の要害をなしている。その対岸の段丘を向野と

呼び,現在は神岡鉱業の社宅街・一般住宅地となっている。

遺跡南側は,和佐保谷が二十五山から延びる支脈を浸食・切断して形成した低位段丘が

南約 l kmの付近まで広がっている。この地区はかつては耕地であったが,現在は工業団地

や運動公園となっている。

北側の段丘野尻には東町城が位置している。この遺跡は『飛州史』に「江馬之御館」と

記すものであり,現在の神岡城である。この館跡北側は段丘上で最大の広がりをもち,農
耕地として利用していたが,第 2次大戦後,神岡鉱業の社宅拡張や都市計画による住宅地

化,学校建設等によって市街地化している。東町城から眺望できる最下位段丘上は江戸時

代,舟津町村として周辺農村の商業地として発展し,現在も市街地が広がっている。

また,乳左の神岡町・上宝村である旧飛騨国吉城郡高原郷の中心をなす集落は,いずれ

も高原川およびその支流に形成された段丘上に位置している。高原殊卜に活躍した中世地方

豪族に関係すると伝えられる城館跡は,下館跡の東側背後にある高原諏訪城のほか,高原
郷では東町城 (「江馬之御館」)。 洞城 。石神城・寺林城 。政元城・土城 。尻旨城・手生茂

城・天元城などがあり,こ れらの河岸段丘上の集落の背後に立地しているものが多い。な

お,荒城郷 (現在の古川町)の梨打城,越中の中地山城なども江馬氏との関係が伝えられ
ている。

(b)古絵図・古文書から見た下館跡の土地利用の変遷 (第 10・ 11図 )
殿地区に現存する土地に関する最も古い記録 として元禄検地水帳 (元禄 7年,1694年 )

がある。しかしこれに付随するもしくは同時期の絵図がないため,水帳にあげている孫字
名の正確な位置を知ることができない。

第10図は江戸時代末～明治初年の江馬氏下館付近の絵図のトレース図である。この図を

見ると「土井ノ内」・「土井ノ上」・「田ノ下」。「ほりはた」などの字名の地区を畑として利

用していることから,周辺の田よりもやや高い地形であったことが予想される。明治初年

頃は, このように僅かではあるがかつての館の地形・施設の名残を留めている。

館跡内郭部に当たるであろう字「土井之内」には庭園遺構が遺存していたと推定できる

が,江戸時代末期の文化年間 (1804～ 1817)に ,江馬氏と関係の深い臨済宗瑞岸寺12世陽
堂泰旭がこの地区を再開発した。そして文化末年に再建した瑞岸寺本堂の境内拡張に際し

て,その石垣として庭園の景石を利用したようである。

第11図は明治21年の地籍図であるが, これをみると明治初年には畑があった字中通リー

帯が,すべて水田になっていることがわかる。ここには掲載しなかったが,昭不H初年頃に
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撮影した当地の写真をみると,日の畦畔にかつては池の景石であったであろう巨石を用い

ていることがわかる。

このように後世の耕地化等によって,地形に残っていたかつての館の痕跡は次第に失わ

れつつあり,明治の中頃には字名にその名残を残すだけになったようである。

(C)遺跡周辺の現地形と原地形

神岡町大字殿地区一帯は1972年から実施した土地改良事業によって,その地形が大きく

変わっている。土地改良事業施行前の地形 (原地形)は ,「土地改良事業計画概要書」(昭

和47年 10月 31日付,岐阜県知事平野二郎宛,神岡町営土地改良事業施行認可許可申請書)

には,「旧来の回場は極めて小さく,そのうえ起伏夕き複雑な地形をなしている。地形は

東西1/60。 南北1/350の傾斜で,地質は洪積層に属する。地質は地表から0～ 30cmま では

茶褐色粘質土質腐食土壌,30～ 80cmま では黒色泥質土壌で花商岩礫が混っている。80cm以

下は責褐色礫層で径30cmの礫および玉石が混じっている。」としている。

このように中通リー帯は南北に細長く緩傾斜で広がり,東側山麓から河川敷跡までの幅

は南北に比して狭く,傾斜が急な地形であった。そして土地改良事業の施行に伴い,山麓

の起伏が多い高地を削り取り,その上砂によって段丘野尻の低地を埋めた。その結果,館

跡西部の外郭部分は土砂の著しい移動がなされ原地形は失われた。また中通リー帯,江馬

氏下館跡を南北に縦断している町道周辺の変貌は著しく,土地改良事業とあいまって埋立

て,宅地化,工場敷地等の開発が進み,市街地近郊として様オロを一新し,かつての地形と

はその姿を大きく変えてきている。

2 歴史的環境 (第 9図 。第 3表 )

高原川水系の河岸段丘上には古くから人々の営みがあったようである。石神・麻生野・

殿・小萱・釜崎・朝浦・吉田など,高原川・吉田川によって形成された河岸段丘上や,山

田など山田川沿いの河岸段丘上では縄紋時代の上器・石器が出土している。麻生野地区か

らは縄紋時代草創期の有舌尖頭器が出土し,ま た同地区の遊幡石神神社は,縄紋時代中

期の硬玉製大珠をはじめとする石器類を保管している。石神地区からも縄紋時代中期の赤

色顔料付有孔鍔付土器や石器・石棒などが出上した。上小萱の立石遺跡は縄紋後～晩期の

ものであろう環状列石遺構であり,周辺から土器・石器なども出上している。遺球の範囲

やその変遷等,不明な点は多いものの,縄紋時代を通してこれらの河川沿いに人々が暮ら

していたようである。

一方,高原郷からは弥生式上器の出土はほとんど確認されていない。

飛騨における古墳の確認例は国府・古川を中心とする古川盆地と,高山盆地の宮川水系

に集中している。これに対して本遺跡が立地する高原川水系の高原郷では,山田川沿いの

14
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柏原古墳が唯―の確認例である。

古代から中世鎌倉時代にかけての高原郷については,確認できる遺跡や史料が少なく,

明らかではない。

中世室町時代に至ると,江馬氏下館跡から13世紀以後の遺構・遺物が出土するようにな

る。また江馬氏が高原郷一帯を治めるようになったことを史料から知 りえるようになる。

江馬氏関連の史料については,葛谷鮎彦氏の詳細な考察 (葛谷1970),小島道裕氏の論考

がある (小島1996)。 葛谷 。小島氏の研究を第 3表にまとめ,以下に簡略に示す。

高原郷の江馬氏は,13世紀中頃に伊豆国田方郡江馬庄 (現伊豆長岡町付近)を領有して

いた鎌倉幕府執権北条氏か,その在地御家人である伊豆の江馬 (江間)氏のいずれかの一

族が飛騨に所領を得て高原郷に入ったもののようである。その後,南北朝の内乱を経て左

地頷主として成長して行ったと推定できる。

高原郷の江馬氏が史料上に現われるのは14世紀後葉以後のことであり,「山科家文書」応

安 5年 (1372年)の記録がその初見である (岐阜県教育委員会1969)。

「山科家文書」の応安 5年 (1372年)か ら嘉慶 2年 (1388年)ま での記録では「江馬但

馬四郎」,「江馬能登二郎」,「江馬民部少輔」の名前が確認できる。この 3人の出自,系譜,

また高原郷で伝えられる江馬氏と同族なのかも明らかではない。しかしすでに14世紀末に

は,高原郷にいた江馬氏の一族が室町幕府と直接結びついてその公務を執行したり,逆に

反抗する力をもっていたことがわかる。

「山科家礼記」の文明 3年 (1471年 )。 同 4年 (1472年 )の記録からは,江馬氏が室町幕

府の有力者と強い繋がりを持ち, また認められるだけの力を持つ地方豪族であったことが

わかる。

「梅花無尽蔵」の延徳元年 (1489年)の記録からは,江馬氏が高原郷から荒城郷近辺,
つまり高原川流域に留まらず,既に古川盆地にまでその勢力を拡大していたことがわかる。

戦国時代になるとその動乱の中の江馬氏の活動が記されている。北飛騨高原郷は次節で

も述べるように,信州・美濃を介して太平洋側と日本海側を結ぶ交通路の分岐′ミとして戦

略上の重要地である。江馬氏は甲州の武田氏と越後の上杉氏という二大勢力の間でその双

方から圧力を受けつつも,越中に進出するだけの力を蓄えていたようである。

天正10年 (1582年)本能寺の変によって織田信長が没すると,江馬輝盛は飛騨の支配権

をめく
｀
る南飛騨の三木自綱との戦いに敗れて討死にし,高原諏訪城も落城した。このよう

にして,中世の北飛騨に雄飛した江馬氏は,近世への転換期に領主としての姿を消すこと

となった①
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・〈江馬氏に関する記述がみられる古文献〉

[1]『山科家文書』,[2]『山科家礼記』,[3]『梅花無尽蔵』
・16世紀中葉以降の記事は『岐阜県史』通史編年中世 1969 岐阜県,『岐阜県史』通史編近世 1968
岐阜県による。
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第 3表 江馬氏関係年表
暦年代 江馬氏の動向 日本史上の動き
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北条氏の一円または伊豆の江馬氏の一族 ,

高原郷に入る。
鎌
倉
時
代
　
　
一

南
北
朝
時
代

室
町
時
代

戦
国
時
代

「江馬但馬四郎」

広瀬氏を通じ,管領細川頼之から
室町幕府の指示実行命令を受ける。 [1]

「江馬但馬四郎」
伊勢貞長を通じ,管領斯波義将から

室町幕府の指示実行命令を受ける。 [1]
「江馬能登二郎」
山科家領飛騨国江名子・松橋を押領する。 [1]

「江馬民部少輔」
室町幕府の指示実行命令を受ける。    [1]

1321 後醍醐天皇 建武の新政 |

1336 足利尊氏 京都に入る。
南北朝の分裂。

1378 足利義満
室町殿 (花の御所)に移る

1392 南北朝の統一。

「江馬左馬助」伊勢貞宗,飯尾為信・之種から
室町幕府の指示実行命令を受ける。[2]

「江馬左馬助」管領細川勝元から
山科家に忠節を尽くすよう指示を受ける。[2]

万里集九,高原郷・荒城郷を訪れ
「江馬氏」の饗応を受ける。[3]

1467 応仁の乱始まる。

甲州武田氏,越後上杉氏の両勢力から圧力を受ける
この頃の江馬氏の当主は「左馬介時盛」であるが ,
息子「常陸介輝盛」と対立する。
この頃,越中まで勢力を伸ばす。

「輝盛」,父「時盛」を殺害。本城高原諏訪城支配。
上杉氏の軍勢,飛騨侵攻。輝盛,上杉氏に降伏。
「輝盛」,織田信長を後盾とした

南飛騨の三木自綱と対立。
「輝盛」,吉城郡荒城川で三木自綱軍に敗れ,討死。
高原諏訪城落城。

1551 第1回川中島の戦い。

本能寺の変。

関ヶ原の戦い。
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3 中世の街道 と高原郷 。江馬氏 (第 12図 )

江馬氏城館跡の所在する高原郷は飛騨国の最北端に位置し,越中・信州と接しているこ

とから古くより交通の要所となっていた。ただ中世における街道の史料は必ずしも多くは

なく,その詳しい経路については近世以後の記録によるところが多い。しかし次節で示す

ように,中世における館・城の立地は,これらの街道と密接な関係にあったと推定できる

ことから,街道の名称や正確な道筋はともかく,ほぼ同様の経路の交通路があったと推定

して大過はないであろう。

中世鎌倉時代において交通上最も重要であったのは,幕府が所在する政治の中心地鎌倉

との交通である。この鎌倉への道を鎌倉街道と呼ぶ。飛騨のみならず,北陸諸国から鎌倉

のある関東方面に向かうには, 日本アルプスを越え,信州・甲斐に抜けるのが最も近道で

あり,飛騨の鎌倉街道は北陸諸国と鎌倉とを結ぶ道としても重要であった。

有峰街道 :越中有峰から高原郷を抜けて信州に至る道であり,鎌倉街道の一つであった。

越中有峰から和佐府・下之本・森茂・山吹峠・双六を通り中山から高原川にそって長倉・

今見に至り,そのまま高原川に沿って一重ケ根・平湯と進み,安房峠を越えて信州に抜け

るもの (安房越え)と ,そ こから蒲田川沿いに栃尾・神坂・中尾を通り,中尾峠を越えて

信州に抜けるもの (中尾越え)であった。鎌倉街道と呼ばれるものには,高山盆地から益

田川水系を遡り,野麦峠辺りを越えて信州に抜けるものもある。鎌倉幕府が倒れると,こ

れら鎌倉街道は鎌倉へ上る道としての役割は失うものの,飛騨・北陸諸国を信州と結ぶ道

として信濃街道 。信州街道と呼ばれるようになった。

飛騨と越中を結ぶ街道は越中街道と呼び,主要なものは越中東街道・越中中街道・越中

西街道の 3つである。

越中東街道 :高山から上広瀬 。今村峠・八日町・大阪峠 (十二墓峠)を越えて高原郷に

入り,巣山・山田・寺林を通り,舟津から高原川東岸沿いに東漆山 。東茂住・横山を通り

加賀領東猪谷に至る道である。

越中中街道 :舟津で越中東街道から分岐するものであり,高原川西岸を割石・西漆山・

西茂住 。中山を経て,谷で“篭の渡し"で宮川を渡り,越中蟹寺に至る。

越中西衛道 :下 山中道とも呼ぶ。宮川沿いに高山・広瀬 。古川・裂裟九・野口。大無

雁・林 。三河原 (文道寺峠)。 打保・杉原・小豆沢・加賀沢を通り越中蟹寺に至るもので

あり,室町時代になると飛越を結ぶ交通路として重要視されるようになった。

上記の主要街道の他にも,下記のような脇街道があり,信濃 (有峰)街道と越中東街道

とを連絡している。

有峰道 :土から跡津・佐古・大多和を経て大多和峠を越え越中有峰に至る。
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上宝道 :鹿間から殿・麻生野・数河・浅井田・桃原を経て中山に至る。

山之村道 :山之村で信濃 (有峰)街道に連絡する道。坂巻から殿・和佐保・伊西峠を越

え森茂に至るものと,土から跡津 。佐古・青木峠を経て下之本に至るものがあった。

吉田街道 :山田から杉越峠を越えるものと,寺林から寺林峠を越えるものがあり, とも

に吉田に出て,釜崎に至った。

高山街道 :山 田から神原峠を,数河街道は西から袈裟丸を経て杉崎を結んだ。

この様に中世の飛騨国高原郷は飛騨・越中・信州を結ぶ主要街道が通るだけではなく,

それらを連絡する脇街道も通る交通上の重要な地域である。

江馬氏下館跡は,越中東街道と信濃 (有峰)街道とを結ぶ上宝道沿いの河岸段丘上に位

置する。さらに館の南には山之村道と吉田街道の分岐′ミがあり,こ れらを通 じても街道と

連絡がとれる。また江馬氏城館跡に指定されている城跡は,こ れらの街道沿いやその分岐

点など交通上の重要地に位置している。江馬氏にとって,軍事 。商業の両面において大切

な意味をもつ交通路を掌握することが,高原郷を支配する上で重要な意味をもつことであ

ったのだろう。
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中世の城館跡

1 江馬氏下館跡
2 高原諏訪城跡
3 東町城跡
4 入幡山城跡
5 傘松城跡
6 洞城跡

石神城跡

寺林城跡

政元城跡

土 城 跡

梨打城跡  13
尻高城跡  14

第12図

7

8
9
10

11

12

10km

天元城跡

芋生茂城跡

中・近世の吉城那の交通路 縮尺1/500,000

越中西街道

有峰街道

安房越え
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4 周辺の中世城跡 (第 12・ 13図 。第 4表 )

第 4表に下館跡周辺の中世城館跡を一覧表にまとめ,下館跡からの距離関係を第13図に

示した。第12図には街道と城跡との位置関係を示している。

高原諏訪城跡 :江馬氏下館の東側背後,二十五山から南に向って延びる尾根の南端頂お

よび稜線延長上,保木戸平 (城山)山頂に位置する。周囲の山々の峰はいずれも高く,包

囲された印象をうけるが,南方は水かさの分い高原川の急流に臨んでおり,比較的攻撃し

にくい位置にある。高原諏訪城の南裾において山之村道が上宝道から分岐し, 山之村で鎌

倉 (有峰)街道と連絡する。高原諏訪城は江馬氏の本城であると伝えるが,築城年代・築

城者ともに不明である。

本九は南北30m。 東西16mの長方形の平場であり,その下には幅 6～ 10mの腰曲輪があ

る。本丸北側尾根の延長に竪堀や堀切を設け,尾根筋からの攻撃を防いでいる。本九の南

方,直高12m下に東西の方向に山地を掘 り切った長さ42m・ 幅18mの堀切がある。この堀

切より5.5m下った所に,東西9.6m。 南北20mの二の丸 (出九)があり,幅 5m前後の腰

曲輪がめぐる。二の丸の南端も竪堀と堀切で防御している。

洞城廟 :神岡町の中心地からやや高原川をさかのぼった麻生野地区の山上にある。『飛

州志』には,城主は麻生野右衛門大夫直盛と記しており,築城者はこの直盛であると考え

られる。また彼は永禄 7年 (1564年 )に 55歳 (一説には57歳)で没しており,築城は天文

頃と考えられる。直盛の跡を継いだ慶盛が本家の輝盛と不和になり天正 6年 (1578年 )8
月18日 夜,輝盛の軍勢に攻められ,慶盛は自害し,城 も焼け落ちたという。

山頂に東西42m,南北13mの長方形の本九を設け,本丸西側に東西33m,南北14mの 曲

輪がある。この曲輪から南側・北側それぞれの斜面に 1本ずつの竪堀を設ける。また,本

丸北側は堀切で尾根筋を防御している。

石神城跡 :神岡町石神地区にある。洞城と石神城は共に,高原郷と鎌倉 (有峰)街道を

結ぶ上宝道沿いに立地し, また二つの城の間に広がる河岸段丘の平坦面を守るように立地

する。江馬時経の築城とされる。

本丸は東西27m。 南北19mの楕円形の平場であり,東側に南北方向の堀切,西側南北そ

れぞれの斜面に 1本ずつの竪堀を設ける。この竪堀の西に平担面があるが,送電線の設置
によって地形がかわっている。この平場の南西端部に東西方向の堀切を設けている。

寺林城跡 :神岡町寺林,玄蕃山の頂部に立地する。高原郷の主要街道である越中東街道

沿いである。本九は東西23m。 南北10mの方形の平場であり, 3段の平場が連なるが,堀

切,竪堀はない。

政元城ptl:神 岡町西にある。高原郷の主要街道である越中東街道はこの地で巣山・十三
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墓峠を越える本道と,数河峠を越える脇道 (数河街道)に分かれ,政元城はその分岐点の

押えであったと推定できる。江馬氏の家臣吉村政元の居城 とも,正本主馬の居城とも伝え

る。本丸は東西20m。 南北10mの楕円形の平場であり,幅 4～ 10mの 腰曲輪がめ ぐる。西

側に東西16m。 南北10mの曲輪がある。その南に堀切を設け,尾根筋への防御 としている。

上城跡 :神岡町牧,高原川と跡津川の合流点の岩山である牛首城山にある。高原郷の主

要街道である越中東街道と,鎌倉 (有峰)街道を結ぶ脇街道である有峰道はこの城の麓の

大字上より分岐して大多和峠を経て有峰・富山に至る。土城はその分岐点にあり,北方に

備えると共に,江馬氏との関係が伝えられる越中中地山城 (富山県上新川郡大山町)と の

連絡にあてられたものであろう。江馬氏の家臣一ノ瀬清四郎の居城であったとも伝えられ

ている。頂部に二段の平場がある。

東町城 :現在の神岡町東町,江馬氏下館の北方,殿段丘の段丘野尻に位置する。『飛州

志』には「江馬之御館」と記され,江馬氏が武田氏に属した後,武田信玄の越中侵攻のた

め,そ の家臣山県昌景の縄張 りで造 り,後の金森長近の入国の際には,そ の家臣山田小十

郎が入れ置かれたとされている。

梨打城跡 :吉城郡国府町八日町,古川盆地を流れる宮川の支流荒城川が東の山峡に入っ

てまもなく,北岸の桐谷と十二墓の両峡谷に挟まれた標高749mの 山頂にある。越中東街

道はこの城の東裾を抜けて大阪峠から高原郷に入るが,梨打城はその守 りであった。『飛

州志』には高原諏訪城城主江馬常陸介輝盛の持ち分 と記され,北飛騨の雄であった江馬氏

が南方を固めるために造った出城であろうが,築城者,築城年共に不明である。天正10年

の荒城川の合戦で輝盛が三木氏に破れた時,本城高原諏訪城と共に落城している。

本九は南北36m,東西24mの不整三角形の平場であり,幅 4～ 8mの腰曲輪がめ ぐる。

本九を中心に三又状に伸びる尾根上に曲輪を設け,堀切,竪堀で防御 している。

その他江馬氏との関係が伝わる城跡には「八幡山城」
。「傘松城」(神岡町),「尻高城」・

「天元城」。「苧生茂城」(上宝村),「中地山城」(富山県上新川郡大山町)な どがある。

(大平愛子 )

第 4表,第 13図の参考文献

1 大山町教育委員会 1994『大山の歴史』

2 神岡町教育委員会 1979『 江馬氏下館跡発掘調査既報』

3 神岡町教育委員会 1981『 江馬氏下館跡保存管理計画策定報告書』

4 神岡町教育委員会 1981『神岡の文化財』

5 神岡町教育委員会 1994『飛騨の神岡』

6 神岡町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室 1995『江馬氏城館跡―下館跡発掘調査
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7 神岡町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室 1996『 江馬氏城館跡 H―下館跡門前地

区と庭園の調査―』

上宝村『上宝村誌』

森本一雄 1987『定本飛騨の城』 郷土出版社

吉岡 勲・村瀬一郎・横山 泰 1979「 岐阜県」『日本城郭大系』第 9巻 新入物往来社

佐伯哲也氏提供の縄張図を参考にした。

1.江馬氏下館跡 2.高原諏訪城 3.東町城 4.入幡山城 5.傘松城
6.洞城 7.石神城 8.寺林城 9.政元城 10.土城 11.梨打城
12.尻高城 13.天元城 14.手生茂城  (図 中の番号は第4表と対応する)

第13図 下館跡 と周辺城跡の位置・距離図 縮尺1/160,000



第 3章 発掘調査の成果

1 調査 前の知見

江馬氏下館跡は北飛騨の高原郷を治めた中世武家である江馬氏の居館跡であり,1980年

に国の史跡指定を受けた江馬氏城館跡の中心遺跡である。

1973年度に江馬氏居館跡 。庭園跡との伝承をもつ神岡町大字殿地区において土地改良工

事に先立つ試掘調査を行い,広範囲にわたる遺構の存在を確認している。この調査によっ

て庭園遺構の概要をほぼ確認し,園池に隣接した建物跡,館を囲む堀藤の存在も明らかに

なった。以後,1978年にかけて,調査区を拡大しつつ館内外の発掘調査を行い,建物跡 ,

館の西・北・南の二方を囲む堀跡などを検出している (神岡町教育委員会 1979)。

1994年度にはそれまでの調査によって部分的に確認していた館の三方を囲む堀跡につい

て,その規模 と年代を確認することを主目的とする調査を行った (神岡町教育委員会・富

山大学人文学部考古学研究室1995)。

1995年度は,館の門前の利用のあり方と館内外を結ぶ道路を確認するための門前地区の

調査 と,館内部の園池地区の トレンチ調査をおこなった (神岡町教育委員会・富山大学人

文学部考古学研究室 1996)。

(a)館内部の調査 (第 14図 )

館の規模は,東西114m,南北97m程であり,東側は山を背にして残 りの三方を堀で囲

んでいる。建物配置と薬研堀の位置からみて,正面は西を向く。

北堀 :幅約 4m,深 さ約 lmの箱堀である。堀の内側に接 して,幅 3m,高 さ0.5～ 0。 8

mの上塁状の高まりがある。

南堀 :幅約 4m,深 さ約1.lmの箱堀であり,角度をやや東に振って新たに掘 り直して

いる。掘 り直した新堀は幅約 5m,深 さ約0,7mの 箱堀である。掘 り込みの土層の検討か

ら南堀は新旧 2時期, 6段階の変遷をたどることが半」った。旧堀の埋土には館内側からの

流れ込み層があり,上塁を伴っていたと考えられる。新堀にはこのような層が堆積しない。

また旧堀西方には園池の排水路が接続する。南堀では旧堀の東側部分をいったん埋め戻し

整地した後,そ の南側に新堀を掘 り直しているが,こ の排水路以西では旧堀跡をそのまま

利用している。

西堀 :館の正面であり,館への導入部 となる二つの土橋がある。北側の土橋 1は幅約 3

m,南側の土橋 2は幅約 7mであり,南側が主門である。堀は,土橋 1の北側では,幅約

4.4m,底幅約1.8m,深 さ約1.4mの箱堀であり,南側では幅約4.5m,底幅約 0。 2m,深さ
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発掘調査の成果

約 3mの薬研堀である。その埋土は自然の堆積ではなく,整地土で一度に埋め戻 している。

この堀埋上の流れ込みの方向から,西堀の内側に上塁の存在が想定できる。これらの堀は,

わずかに水が溜まる程度であり,基本的には空堀であったようである。出土遺物からみて

16世紀前葉には埋めていたと考え得る。

庭園 :館の南西隅に位置する。1995年度に行なったトレンチ調査により東西約28m,南

北約14mの規模であり,中央部には東西約 7m以上,南北2.5m以上の中島を築 くもので

あったことが判明した。池底は素掘りの状態であり,地山層まで削った後に,掘削土を用

いて池の汀部と中島に盛土している。池辺の施設や付属する建物の配置,石材の使い分け,

景石の据え方などから,京都の庭園様式にならって造ったものであると推測している。園

池からの排水溝が南旧堀に接続していること,層位観察による南堀・盛土との関係から,

園池は館の造成時に旧堀・土塁と一体の施設として成立したことがわかる。出土遺物から,

16世紀前葉には埋まったと考え得る。

建物 :館内部には 3つの遺構面があり,館の成立期を含めて 3回の整地を行ったと考え

得る。最上層遺構面で検出した館内の建物跡には,礎石建物 9棟,掘立柱建物 1棟,柵列

4列,溝跡等がある。これらの建物群はその主軸方位の違いから2時期あったことを確認

し,報告書中ではこれをA期・B期にわけて整理している。両者の新旧関係については一

部の礎石の抜き取り穴の重複 (S B03。 S Bll)や ,礎石の検出レベルから,A期 (SB

01～ S B07)がB期 (S B08～ SB■)に先行することが判明している。A期建物は遺構

の残存状態が良好で平面規模も推測できるが,B期建物については削平を受け,平面規模

は明瞭ではない。建物と南堀との主軸方位をみると,古いとされるA期建物と南堀新堀の

主軸方位が一致し,南堀新堀段階にA・ B両時期の建物が伴うことが指摘できる。これら

各期の遺構には,建物跡の主軸方位,堀の重複状況,庭園と堀の関係等にみられるように

前構築工法の踏襲の意識が強くうかがわれる。

(b)館外部の調査 (第 15図 )

1978年度調査では遺構の広がりを確認するため,堀の外側でもトレンチ調査を行ってい

る。館の北側 。南側では南北に長軸をとる十字型のトレンチをそれぞれ 4本・ 1本設定し

た。西側は西堀から段丘端部まで伸びる東西 トレンチを 1本,段丘端部に東西方向に 2本 ,

南北方向に 1本のトレンチを設定した。各 トレンチでは柱穴・土坑・竪穴住屋等を検出し

たようであるが,1978年度概報では,館外での明確な遺構の広がりは確認できなかったと

報告している。

1995年度には館の正面にあたる門前地区の調査を行ない,掘立柱建物 8棟,柵列 3列 ,

井戸10基,竃跡 1基などを検出し,大きく3時期の変遷をたどることが明らかになった。

門前地区第 1段階は館を整備する前であり,総柱式掘立柱建物 (S B01・ 06～ 08)が故在
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する。門前地区第 2a段階は館の整備に伴って建物を建てる時期であり,門前を柵列 (S

A01)で南北の区画に分け,南側の区画では建物が建ち並ぶ景観が出現する (S B02,03・

05・ S A02)。 問前地区 2b段階は,館内部 と共に建物を建て替える時期であり,門前地

区は広場状になっていたことが明らかになった (S B04,S A02)。 この成果から,館の

周辺部にも夕くの施設が存在する可台Z隆が高 くなった。

なお,本年度調査地区については,1976～ 1978年度調査時の調査地区と広い範囲で重複

しており,竪穴住居などの多くの遺構が確認されていたようである。当時の調査範囲は第

15図 に示したとおりであるが,こ のうち1976。 1977年度地区の記録類は所在不明である。

(C)出土遺物の概要

中世の遺物は土師器皿を中心として5000点 ほどが出上しており,その出土量は堀の内側

地区に多く,門前地区では極端に少ない。出土土器・陶磁器の種類は,上師器,瓦器,中

国陶磁器, 自査系陶器,瀬戸美濃,珠洲,八尾,常滑などである。13世紀後半から16世紀

中葉にかけての各時期の遺物から構成され,15世紀前半の遺物量が最 も夕く,館の最盛期

と考えられる。また,全体的な量は少ないものの16世紀中葉まで遺物が見られる。
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発掘調査の成果

(d)江馬氏下館跡の変遷

以上の調査成果に基づ き,江馬氏下館全体の変遷を,次の I～ Ⅲ期に時期区分している。

江馬氏下館 I期 (13世紀後半～14世紀):一定の遺物が出土するようになり,こ の地の

利用が始まる。総柱式建物が散左し,堀はまだ造っていない段階である。1994年度報告の

江馬氏下館 1期,1995年度報告の門前地区第 1段階に相当する。

江馬氏下館Ⅱ期 (14世紀末～16世紀初め):方約一町の館を整備した段階である。建物

主軸の方位の変化に基づき,HA期 ・HB期に細分できる。

江馬氏下館ⅡA期 (14世紀末～15世紀前半)には堀・庭園を造成し,館 としての機能が

出揃う。1978年度報告のA期建物の時期である。遺物の出土量は最も多く,館の最盛朗で

ある。1994年度報告の江馬氏下館 2-al期 ,1995年度報告の問前地区第 2a段階に相当

する。

江馬氏下館IB期 (15世紀後半～16世紀初め)には建物の主軸方位が変化し (1978年度

報告のB期建物),門前地区には馬屋が出現する①1994年度報告の2-a2期 ,1995年度

報告の問前地区第 2b段階に相当する。

江馬氏下館Ⅲ期 (16世紀中頃～16世紀末):江馬氏が下館の堀を埋め,その機能を他に

移してから,1582年に三木氏に敗れ領主としての江馬氏の歴史が終わるまでの時期である。

1994年度報告の江馬氏下館 2-b期 と3期の一部に相当する。地籍図や縄張図等の検討か

ら江馬氏下館Ⅲ期には,東町城・高原諏訪城が本拠であつた可能性が高い。 (大平愛子)

2 調査の方法 (図版 6,第 16図 )

以上の知見に基づき,1996年度は下館跡周辺の状況をより詳しく把握することを目的と

した発掘調査を実施した。調査地は史跡指定地の南辺にあたる部分であるが,この地域の

大部分は1976～ 1978年度調査時にすでに掘削している。そのため,発掘で得られる遺構・

遺物データには原状を保っていないものが分く,その解釈には調査期間を通じて細心の注

意をはらった。

遺跡の標示 :岐阜県遺跡台帳に登録されている遺跡番号はG07K00093である (岐阜県

教育委員会1989)。 遺跡略号は,Gifu Emayakataを あらわしたGEと し,調査年度を組

合わせてG E96と標示した。

調査区の設定 :基準点網の設定は,1978年度調査時に使用したグリッドをもとに行った。

これは当時の保存原点である杭 1(国土座標X=35878。 577,Y=13064.049,Z=455.555)

と杭 2(国土座標X=35913.142,Y=13■6.680,Z=455.653)を結ぶ線を基準とする

ものである。すなわちこの軸線をY軸 とし,杭 1を通りこれに直交する軸線をX軸 とした。

杭 1が原点 0であり,座標は lmを単位とした数値によって表示している。なおこの座標
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の方向は館内のA期建物の軸線にあわせたものであり,X軸 が磁北から西へ約25度振って

いる。

調査区は現在の田地の区画に合わせて設定した。X座標が-72～ -96m,Y座標が-6～

-36mの範囲であり,更に調査区西端から段丘下までの斜面部分に試掘坑を拡張した (1

T～ 3T)。 発掘調査面積は約890m2であり,移動した土砂の体積は約445maと なる。

なお調査区内の杭は 6mご とに設定し,遺構実測・遺物取 り上げの基準として用いた。

調査の方法 :ま ず調査区予定地の北端と南端に層位観察用の試掘坑を設定して,表土,

旧表土から地山層に及ぶ基本層序を確認した。その後,調査区全体を重機を使用して旧表

土層まで掘削し,それより下層は人力により発掘した。検出された遺構には,奈良国立文

化財研究所の標示方法に準じて,以下の記号を用いた遺構番号を付 した。

SB:建 物 SA:柵 ・柱列 SI:竪 穴住居 SD:溝

SK:土 坑 SP:穴 。柱穴 SX:不 明遺構

個々の遺構調査では,柱穴は柱痕跡や抜き取 り跡を平面的に観察 しながら最終的には半

我している。各種土坑は三分法,あ るいは四分法を用いて発掘した。土坑は半我の後,残
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発掘調査の成果

り半分の土壌をとりあげて,微細な遺物の水洗選別 を行なっている。

斜面の盛土層や石積みについては適宜試掘坑 を設けて地山まで掘 り下げた (4T～ 10

T)。 ただし調査期間中にその性格 。年代を明確にできなかったため,全体的な掘削は行

っていない。

実測・記録 :遺構の平面図・断面図は全て縮尺二〇分の一で,割 り付け実測を行なった。

なお小さな柱穴・土坑の断面図は主要な建物や柵列に伴うものと,堆積に層位があるもの

について作成した。ただし全ての遺構は,埋土・断面形・法量等を記録した遺構観察表か

ら断面図の作成が可能なようにしている。調査区西端で検出された石積みについては,使

用石材の岩石種と寸法 (長径・短径 。控え)を石材観察表にまとめた。このうち岩石種の

同定では神岡町文化財審議会委員長・若田俊一氏より多くのご教示をいただいた。

出土遺物の取 り上げは,前述した座標を用いてX・ Y・ Z座標を少数点以下 2桁まで記

録して行なった。取 り上げた遺物は台帳登録した後,座標値をもとに全″点をドットマップ

化している。

写真撮影は遺構検出状態,土層断面,遺物出土状態,遺構完掘状態等を中心に行なった。

調査区全体の発掘後全景写真は高所作業車を用いて撮影し,あわせてバルーンによる空中

写真撮影も行なった。

3 段丘上面の調査

(中 田書矢)

(a)層  位 (図版23～ 25・ 34～ 36)

1996年 度調査地区は史跡指定地の南辺に位置し,段丘端部にあたる。そのため,調査地

区の東西端では,遺構面を検出した地山面で約 lmの比高差がある。また,1995年度調査
の門前地区よりやや高いところに立地しているようであり,0。 8m程の標高差がある。調

査地区内のY座標-20mと Y座標-30m付近にある2つの段差については,後世の耕地化

による削平と考えられる。

段丘上面の層位は,南壁,東壁,北壁の 3方向で観察した。基本層序は,上層から表土,
土地改良土 (盤土),旧耕作土,地山に大別できる。表土は第 1層オリーブ褐色砂質土お

よび第 2層暗褐色砂質土であり,現在の耕作上である。第 3層明責褐色砂質土は盤上であ

り,以上の上層は1972年度の土地改良工事の際の客上である。旧耕作土は第■層暗褐色砂

質土および第25層黒褐色シル ト,第29層暗赤褐色砂質土が相当する。土地改良以前の耕作

上であり,中世～近世までの遺物包含層である。第29層は耕作に伴って沈着した鉄分の層

(戸田真美子 )である。地山は暗灰責色砂質上であり,こ の面上で遺構を検出した。
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(b)遺  構 (図版 7～ 22・ 26～ 33・ 37～ 47,第 16～ 32図 ,第 5～ 7表 )

発見した主な遺構は,掘立柱建物 7棟,竪穴住居 2基,上坑22基,盛土,石積みなどで

ある。また調査区中央にほとんど遺構のない帯状の部分があり,東西方向にはしる道路跡

であったと考えられる。本地区はこの道路を境として, 2つの居住区画にわかれており,

道路に沿う柵列 S A02は 空間を区分する性格のものであった。

本文では,道路・柵列の東側部分を区画 1,西側部分を区画 2と 呼称している。なお区

画 2の西側は河岸段丘の斜面となっており,その中位に確認できた平坦面は区画 3と 呼称

した (第 16図 )。 また,文中における「南辺地区」とは区画 1～ 3の総称である。

以下で主な遺構について報告していくが,こ こでは各遺構を種類ごとに記すにとどめ,

時期別の組合わせやその変遷については第 4章考察で扱うこととする。 (中 田書矢 )

掘立柱建物 。柵列跡 (図版 9～ 11・ 14～ 16・ 33・ 39～ 42,第 17～ 24図 。第 5～ 7表 )

本年度の調査では福井県立朝倉氏遺跡資料館・吉岡泰英氏のご指導を受けつつ,掘立柱

建物 7棟,柵列 3列 を復元した。これらの柱穴数は110基 を数えるが,調査区全体での柱

穴数は525基であり, さらに多くの建築活動があったことが推定できる。なお,こ のうち

の249基については,1976～ 1978年度調査時に一度完掘しており,埋上の状況・柱痕跡の

有無を確認できなかった。

第17・ 18図には区画ごとでの建物の立地を示した。区画 1の建物は平坦な場所に立地し

ていることがわかる。区画 2では西に低 く,ゆ るやかに傾斜した場所に建物が立地してい

る。なお南辺地区全体の地形復元については第 4章で詳しく扱っている。以下,各建物に

ついて記すが,文中に示す尺は, 1尺 を0.303mと して計算したものである。また,遺構

番号は1995年度調査門前地区からの通し番号とし,それぞれS Bll・ SA■から数えた。

S Bll(図 版 9の 1・ 39の 1):区画 1の南寄り,X座標-91.2～ -86.9,Y座標-16.8

～-10。 2の範囲に位置する。南北 2間,東西 3間の東西棟の側柱式建物である。この建物

の東側には,桁行に柱筋をそろえた柱間1.7m(5.8尺 )前後の柱穴が 5基あり,東側に 2

間×2間の張り出しがある可能性がある。主軸方位はN-61.5° 一Eであり,座標にほぼ

一致する。桁行は総長6.59m(21.8尺 )であり,柱間は約2.2m(7.3尺 )等間である。梁

行は総長4.21m(13.9尺)であり,柱間は2。 lm(6。 9尺)前後である。なお北側柱穴列の

東から第 4柱穴は検出できなかった。柱穴は円形・楕円形を中心とし,長径28～ 42cm,深

さ 8～ 35cmを測る。埋上は黒褐色土を中心に層をなす。 S P177か らは直径12cm程の根石

を検出している。 S B12と 重複しているが,直接切り合うS P200・ S P201を 1976・ 1977

年度調査時に完掘しており,新旧関係は不明である。またS B13と も重複しているが,直

接切 り合っていない。遺物はS P225か ら土師器皿が 1点出土している。

S B12(図 版 9の 2・ 39の 1):区画 1の南寄り,X座標-91.8～ -85.5,Y座標-16.4
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～-10。 2の範囲に位置する。南北 3間,東西 3間の東西棟の側柱式建物である。西側には
北側柱穴列・南側柱穴列 と柱筋をそろえ柱間が等しい柱穴列があり,西側に 2問分張 り出
す可能性がある。主軸方位はN-62.5° 一Eであり,座標にほぼ一致する。桁行は総長
5。 95m(19.6尺 )であり,柱間は約2.Om(6。 6尺)等間である。梁行は総長5.83m(19。 2
尺)であり,柱間は約2.Om(6.6尺 )等間である。柱穴は円形を中心に長径27～ 50cm,深
さ13～ 42cmを 測る。埋土は黒褐色土を中心に層をなす。 S P148。 S P171・ S P212・ S

P222か らは根石を検出し,直径は10～ 18cm程 であった。 S P148。 S P212。 S P222では
柱痕跡を確認しており,直径は16cm前後,深さは18～ 32cmを 測る。 S Bllと 重複 している
が,直接切 り合 うS P200。 S P201を 1976。 1977年度調査時に完掘 しており,新旧関係は
不明である。 S B13と も重複するが,直接切 り合わない。遺物は S P222か ら土師器皿が
2点出上している。

S B13(図 版39の 1):区画 1の南寄 り,X座標 -89。 9～ -85.0,Y座標 -18。 1～ -11.4
の範囲に位置する。南北 2間,東西 3間の東西棟の側柱式建物である。建物中央に土間状
遺構 S X01を伴う。西側に北側柱穴列・南側柱穴列と柱筋をそろえ柱間が等しい柱穴列が

あり,西側に 2間 × 1間の張り出しがある可能性がある。また,北側に柱間が等しい柱穴
列があり,北側に 3間 × 1間の張り出しがある可能性がある。主軸方位はN-62.0° 一E
であり,座標にほぼ一致する。桁行は総長6.22m(20。 5尺)であり,柱間は約2.2m(7.2
尺)等間である。梁行は総長4.35m(14.4尺 )であり,柱間は約2.lm(6.9尺 )等間であ
る。なお,北側と西側柱穴列の東から第 2柱穴は検出できなかった。柱穴は円形を中心に
長径34～ 50cm,深 さ 8～ 33cmを 測る。埋土は黒褐色上を中心に層をなす。 S P144で は柱

痕跡を確認しており,直径12伽,深さ20cmを測る。なお, S P534と S X01が近世溝SD
03に壊されている。 S Bll・ S B12と も重複しているが,直接切 り合わない。遺物は出土
していない。

S B14(図版10の 1・ 40の 1):区画 1の北西寄り,X座標-83.0～ -75。 7,Y座標-1
7.8～ -13.3の 範囲に位置する。南北 3間,東西 2間の南北棟の総柱式建物である。南側
第 1・ 第 2柱穴列の西側に柱筋をそろえ柱間が等しい柱穴があり,西側に 1間分張り出す
可能性がある。主軸方位はN-27.0° 一Wであり,座標にほぼ一致する。桁行は総長7.22
m(23.8尺 )で,柱間は2.4m(7.9尺 )前後である。梁行は総長4.23m(14.0尺)で,柱
間は2.lm(6.9尺 )前後である。柱穴は円形を中心とし,長径31～ 52c/m,深 さ6～ 31cmを
測る。埋上は黒褐色上を中心に層をなし,一部地山ブロックが混じる。遺物は出土してい

ない。

S B15(図 版10の 2・ 40の 2):区画 2中央よりやや南西寄 り,X座標-92.3～ -85.9,
Y座標-38.5～ -30。 2の範囲に位置する。南北 3間,東西 4間の東西棟の側柱式建物であ

つ
０
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り,東側から 2間 目の梁行方向に問仕切 りをもっている。主軸方位はN-61.5° 一Eであ

り,座標にほぼ一致する。桁行は総長8.04m(26.5尺 ),梁行は総長6.16m(20.3尺)で

ある。桁行・梁行共に柱間は約2.Om(6.6尺 )等間である。柱穴は円形を中心 とし,長径

23～ 65cm,深 さは15～ 42cmを 測る。埋土は暗茶掲色上と黒褐色土を中心に層をなすが,建

物の南東隅付近の柱穴埋土は灰責褐色上が中心である。 S P401・ S P455か らは根石を検

出し,そ の直径はそれぞれ1lcm,10cmを 測る。 S P394・ S P418・ S P420・ S P422で は

柱痕跡を確認し,直径は16cm前後,深さは15～ 35cmを測る。 S B16・ S B17と 重複してい

るが直接切 り合わない。遺物は S P420か ら鉄製品 1点,S P428か ら土師器皿 1点, SP

455か ら銅滓 1点が出土している (図版51の 83)。

S B16(図版41の 1):区画 2の南東寄 り,X座 標 -93.2～ -86。 9,Y座 標 -30。 7～ 二

24。 3の範囲に位置する。南北 3問,東西 3間の南北棟の総柱式建物である。北側に東側よ

り第 1・ 第 3・ 第 4柱穴列に柱筋をそろえ柱間が等しい柱穴列があり,北側に 1間分張 り

出す可能性もある。また,北東隅には,柱間の狭い柱穴列が 1間 × 1間分あり,庇である

可能性がある。主軸方位はN-31.5° 一Wであり,座標よりやや西へ振る。桁行は総長6.02

m(19。 9尺),梁行は総長 5。 92m(19.5尺 )である。桁行・梁行共に柱 間は約2.Om(6.6

尺)等間である。柱穴は円形・楕円形を中心 として,長径24～ 70cm,深 さ16～ 51cmを測 る。

埋土は暗茶褐色土と黒掲色上を中心に層をなし,一部,地山ブロックが混 じる。S P413・

S P416。 S P419で は柱痕跡を確認し,直径は16cm前後,深さは14～ 34cmを 測る。S B15。

S102と 重複するが,直接切 り合わない。また, S B17と も重複しており,切 り合う柱穴

の新旧関係はS P411→ S P410,S P443→ S P442,S P513→ S P417,S P563→ SP

447であり, S B16→ S B17であることが判る。遺物はS P395か ら瀬戸美濃重瓶類 1′く,

S P406・ S P411・ S P443か ら土師器皿各 1点が出土している (図版51の 84・ 85)。

S B17(図版42の 1):区画 2の南寄り,X座標-95.4～ -87.1,Y座標 -34.1～ -24.1

の範囲に位置し,調査区南外に拡張すると考えられる建物である。調査区内においては,

南北 2間,東西 5間の東西棟の総柱式建物であり,北辺東側に 2間 ×2間の張り出しがあ

る。主軸方位はN-64.5° 一Eであり,座標にほぼ一致する。桁行は総長9.75m(32。 2尺 ),

梁行は総長4.03m(13。 3尺)である。桁行・梁行共に柱間は2.Om(6.6尺 )前後である。

なお,南側より第 3柱穴列の東から第 3柱穴は検出できなかった。柱穴は長径26～ 70cmの

円形を中心としており,深さは10～ 58cmを測る。埋土は暗茶褐色土と黒褐色上を中心に層

をなし,一部,地山ブロックが混じる。 S P439。 S P459。 S P 461・ S P 465か ら本艮石を

検出し,その直径は 7 cm前後である。 S P404・ S P407・ S P410・ S P431では柱痕跡を

確認し, 直径は12～ 21釦 , 深さは24～ 40cmを測る。 S P407が S102の一著るを壊 し, SP

525が S K12に 壊されている。 S B15と 重複するが,直接切 り合わない。また, S B16と

34
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重複しており,切 り合う柱穴の新旧関係はS P410← S P411, S P 442← S P443, S P41

7← S P513,S P447← S P563で あり,S B17← S B16で あることが判る。遺物はSP

409か ら骨片 1点, S P410か ら鉄製品 1点, S P431か ら土師器皿 2点 と種子 1点,SP
442か ら青磁椀 1点, S P478か ら土師器皿 2点が出上している (図版51の 86～ 89。 102)。

S All(図版11の 1・ 39の 2):区画 1の南寄り,X座標 -93.0～ -92。 9,Y座標-17.3

～-9.1の範囲に位置する東西方向の柵列である。調査区外の南に建物として伸びる可能

性がある。主軸方位はN-66.0° 一Eであり,座標にほぼ一致する。総長は8.2m(27。 1尺 )

である。柱間は,東から第 1柱穴―第 2柱穴と第 3柱穴―第 4柱穴の柱間が約1.8m(5。 9

尺)と 等間である。また第 2柱穴―第 3柱穴と第 4柱穴―第 5柱穴の注間は約2.3m(7.6

尺)等間である。柱穴は長径35～ 60cm,深 さ6～ 15cmを測り,平面形は一様でない。埋土

は暗茶褐色土と黒褐色上を中心に層をなし,一部地山ブロックが混じる。遺物は出上して

いない。

S A12(図版11の 2・ 41の 2)i区画 1の西寄り,X座標-90.2～ -80.5,Y座標-19.7

の範囲に位置する南北方向の柵列である。主軸方位はN-25。 5° 一Wであり,座標にほぼ

一致する。総長9.63m(31.8尺 )であり,柱間は約2.4m(7.9尺 )等間である。柱穴は円

形もしくは楕円形であり,長径33～ 59cm,深 さ9～ 54cmを測る。埋土は黒褐色土を中心に

して層をなす。遺物はS P156・ S P179か ら土師器皿が各 1点ずつ出上している (図版48

の 2)。

SA13(図版41の 3):区画 2の北西寄 り,X座標-83.2～ -75.2,Y座標-34.9～ ―

34.6の範囲に位置する。南北方向にのびる4間の柵列である。主軸方位はN-27.5° 一W
であり,座標にほぼ一致する。総長7。 95m(26。 2尺)であり,柱間は約2.Om(6.6尺 )等

間である。柱穴の平面規模は長径34～ 45cmの 円形もしくは楕円形であり,深さは24～ 59cm

を測る。埋土は黒褐色土を中心に層をなす。 S P314では柱痕跡を確認し,直径23帥,深

さ49cmを測る。 S P336が S101と 重複するが,1978年度調査において完掘しており,新

旧関係は不明である。遺物は出上していない。

その他の柱穴列について (第 19図):今回の調査で確認した掘立柱建物 7棟及び柵列 3

列を構成する柱穴は,総数525基のうち110基であるが,残 りのいくつかの柱穴についても

調査時において建物あるいは柵列を形成する可能性のあることを注意していた。しかし,

最終的に,①柱穴が直線上に並ばない,②柱穴力朔 さヽすぎる,③柱穴列が調査区外に拡張

し,建物になる可能性が高い,な どの理由から,建物及び柵列として図化しなかった。以

下,このようなものについて記述する。

区画 1の南寄り,X座標-94.6,Y座標-13.5～ -8.0の範囲に位置するS P244か らS

P267は柱間が等間である。主軸方位はN-64.5° 一Eであり,座標にほぼ一致する。東西
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SP10(西から)

Hue7 5YR2/2黒褐色シルト
Hue5YR3/1黒 褐色ンルト

発掘調査の成果

SP144(封しから)

Huc7 5YR1 7/1黒色シルト (柱痕跡)
Hue10YR?/1黒 色砂質上

Hue5YR3/1黒 褐色ンルト 礫混
Hue7 5YR3/1黒褐色砂質土 炭混
Hue5YR2/1鼻 褐色シルト

Hue10YR2/3黒 4B色砂質■

礫混 (柱痕跡)
Hue5YR3/1黒 褐色砂質土
HuciOYR3/2黒褐色砂質土

(柱痕跡)

SP148(】 しから)

l Hue10YR2/3黒 褐色砂質土 (柱痕跡)
2 Hue7 5YR3/2黒 褐色砂質土
3 Hue10YR2/2黒 褐色砂質土
4 Hue10YR6/2灰 黄褐色砂質土

Hue7 5YR2/1黒 色砂質上 (柱痕跡)
Hue10YR2/2黒 褐色砂質土
Hue10YR2/2黒 褐魯砂質土

SP223

SK09<SP109(西 から)

Hue7 5YR3/2果褐色砂質土
Huc7 5YR2/3極 暗褐色砂質土
Hue5YR2/2黒 褐色砂質土 礫混
Hue10YR2/2黒 褐色砂質上
Hue10YR2/3黒 褐色砂質土

SK09 6 Hue7 5YR3/2黒 褐tンルト

SP153(西 から)

斡
l Hue7 5YR3/1黒褐色砂賓±  l Hue10YR2/1黒 色砂質i  SP218
(継痕跡)            (柱 痕跡)
2 Hue10YR2/2黒褐色砂質■  2 HueiOYR2/2黒 褐色砂質土 SP219

l HueiOYR2/3黒色砂質土 炭混 (柱痕跡)
2 HueiOYR3/2黒褐色砂質土
3 Hue10YR3/3黒褐色砂質土
4 Huc10YR3/2黒褐色砂質主

SP500>SP211(封 しから)

Hue10YR?/2黒 褐色砂質土

Hue10YR2/1黒 褐色砂質土

(柱痕跡)

Hue10YR2/3黒褐色シルト (柱痕跡)
Hue7 5YR3/2黒褐色砂質土

SP285

SP498

SP500

SP211

礫混

礫混

Hue5YR3/1黒 偶色砂質土

SP516(西 から)

1

Hue5YR3/1累 褐色砂質土 (柱痕跡)
Hue7 5RY3/1黒 褐色砂質土

基準標高値456m

0                   2m

SP149(西 から)

SP218>SP219(1し から) SP223<SP222(南 から)

Hue10YR2/3黒褐色砂質土
Huc7 5YR3/1黒褐色ンルト
Hue10YR2/2黒 褐色砂質土
Hue10YR3/2黒褐色砂質土

5YR3/2黒褐色ンルト (柱痕跡)
5RY2/1黒色ンルト 礫混

SP212(ヨしから)

SP531(西から)

第20図 区画 1の柱穴土層断面図 縮尺1/40
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SP304(西 から)

1
~甥

蒻 霧 甥

l Hue10YR3/2黒 褐色シルト
2 Hue10YR2/3黒 褐色ンルト

__  SP321(西 か ら)

1

l Hue10YR2/3黒 褐色砂質土
2 Hue2 5Y3/2黒掲色砂質土
3 HueiOYR3/3暗 掲色砂質土

SP394(東 から)

Hue10YR4/2灰 黄褐色砂質土 (柱痕跡)
Hue10YR2/8黒 褐色砂質上

SP404(西 から)

甥
1 ■ue10YR3/4暗褐色ンルト
2 Hue10YR3/2黒掲色砂質土

SP395(西から)

‰
l Hue10YR3/2黒褐色砂質
2 Hue10YR3/4暗 褐色砂質

SP405(東 か ら)

SP363

(西から)

l Hue10YR4/2灰 黄褐色砂質土 (柱痕跡)
2 Hue10YR3/3暗 福色砂質土
3 Hue2 5Y5/3黄褐色砂質上

(柱痕跡)

SP399(西 から)

I Hue10YR4/2灰 黄色砂質上
2 Hue2 5YR4/4オ リーブ福色砂質土
3 Hue2 5YR3/1黒 褐色砂質主

SP407(西 か ら)

3 Hue10YR3/2黒 褐色砂質■

SP419(西 から)

SP315(西から)~~

Hue10YR2/2黒褐色ンルト(柱痕跡)
Hue2 5Y5/2暗 灰黄色砂質土

SP386(西から)
2

Hue10YR2/3黒 褐色シルト
Hue10YR3/2黒 褐色砂質上

SP403(西から)

(柱痕跡)

Hue10YR2/2黒褐色砂質土
Hue10YR5/3によい黄褐色砂質土

SP408(西から)

土

土

:モ才!゛,生§SSチどこ
】詈露群吾:チ,量福色予化1催

痕朋

SP412(西から)   SP527≠ SP413(東から)

胎 留銹

R2海黒褐色砂質土 sP527 1 
泄 震訴
R2/3黒掲色砂質上

Hue10YR3/4暗 褐色砂質i SP413 2 HueiOYR3/4暗 掲色シルト
(柱痕跡)

HueiOYR3/3暗掲色砂質土 (柱痕跡)
Hue2 5Y5/3黄褐色秒質土

SP416(南から)

甥
Huc10YR〃 3黒褐色砂質上 (柱痕跡)
Hue10YR2/2黒褐色砂質上

SP420(西から)

ユ Hue10YR4/2灰黄褐色シルト (柱痕跡)
2 Hue10YR3/8晴褐色砂質土

SP410 1 HueloYR3/3暗 褐色砂質■ (崖痕跡)
2 Hue10YR3/2黒 褐色ンルト

SP4■  3 Hue10YR2/3黒褐色ンルト
4 Hue10YR2/2暴 掲色砂質土

SP513<SP417(南 か ら)

SP417 1 Hue10YR2/2黒 褐色砂質上
SP513 2 Hue10YR5/3に よい黄褐色砂質土
3 Hue10YR2/3黒 褐色砂質土
4 Huc2 574/2晴灰黄色砂質土

基準標高値4553m

Hue10YR3/3暗 褐色砂質と
Hue10YR3/4嗜 褐色砂質主
Hue2 5Y3/2黒褐色VJ7質 土

SP418(東から)

Hue10YR4/2灰黄褐色砂質■ 1
(柱痕跡)
Hue2 577/1灰 白色砂質■  2

SP308(西から) SP314(西 から)

督呂籐豊跳だ侯伐撃語をあ讐至
腕 j督選鮮遜先量亀と傷巻埜

柱痕朋

0                   2m

区画 2の柱穴土層断面図 (1)縮 尺1/40

SP411<SP410(南 から)

第21図



Hue10YR3/3暗 褐色砂質土 (柱痕跡)
Hue2 5Y5/2暗灰黄色砂質土

発掘調査の成果

SP427(西から)

2 1

■  l Hue10YR3/3暗 褐色ンルト(柱痕跡)
ワ Huc2 5Y5/2暗 灰黄色砂質土

Hue2 5Y4/2暗 灰黄色砂質主

SP437

SP514>SP431(南 から)(西 から)

SP514 1 Hue10YR2/3黒 褐色シルト
SP431 2 HueiOYR3/2黒 福色砂質上
9 Hue10YR4/2灰黄褐色砂質土 (柱痕跡)
4 Hue10YR4/31こ よい黄褐色砂質土

SP563<SP447(南 から) SP449(南 から)

１

　

　

２

　

　

一

Hue10YR5/31こ ぷい黄褐色ンルト 1
(柱痕跡)           2
Hue10Y烹4/2灰黄褐色砂質■

SP423<SP529(南 から)

l Hue10YR3/2黒褐色シルト(柱痕跡)
2 Hue10YR5/2灰黄褐色砂質土

l Hue10YR2/3黒褐色砂質■ l Hue10YR2/3黒 褐色砂質土 (柱痕跡)
2 Hue10YR3/3暗 褐色砂質± 2 Hue10YR3/2黒 褐色砂預土
3 Hue2 5Y4/1黄灰色砂質± 3 Hue10YR4/2暗灰黄色砂質主

SP439(南から)    SP443<SP442(西 から)

Hue10YR3/2黒褐色シルト
Hue10YR2/2黒褐色ンルト

SP450(南から)

HueiOYR3/2黒 褐色ンルト (柱痕跡)
Hue10YR3/3黒 褐色砂質土

SP462(西 か ら )

SP442 1 Hue10YR2/2黒 褐色シルト
2 HueiOYR3/2黒褐色砂質土
3 Hue2 5Y3/2黒 褐色砂質土

SP443 4 Hue2 5Y3/3暗 オリーブ偶色砂質土

Hue10YR3/4暗 褐色砂質土
Huc2 5Y5/3黄褐色砂質土
Hue10YR2/3黒褐色砂質土
Hue10YR2/2黒褐色砂質土

SP454(西から)

Hue10YR3/2黒禍色シルト(柱痕跡)
Hue2 5Y4/2暗 灰黄色VJP質上

Hue10YR4/2灰 黄栂t砂質上
Hue10YR3/2黒 褐色砂質土

SP460(南から)

Hue10YR3/2黒褐色シルト(柱痕跡)
HueiOYR2/2黒褐色砂質土

SP477(西から)

l Hueワ 5Y4/2暗灰黄色砂質土 (柱痕跡)
2 Hue2 5Y5/2暗灰黄色砂質土

Ｐ４

い

Hue10YR2/3黒 褐色砂質■
Hue10YR3/3暗 褐色砂質と

Hue10YR2/2黒 褐色砂質土 (柱痕跡)
Hue10YR2/3黒 褐色砂質土

SP478 1 Hue7 5YR4/3褐 色砂質土
2 Hue10YR3/4暗褐色砂質土

SP524 3 Hue7 5YR5/3に よい褐色砂質土

Hue10YR2/3黒褐色シルト(柱痕跡)
Hue2 5Y3/3暗オリーブ褐色砂質土

SP528<SP494(南 から)

SP491 l HuerOYR3/3暗 褐色砂質土 (程痕跡)
2 Huc107R3/2黒褐色ンルト

SP528 3 Hue10YR2/3黒 褐色シルト

2m

Ｋ‐２

Ｐ５２６

Ｐ５２５

SP429(封ヒから)

SP451(南から)

SP466(西から) SP468(西から)

Hue10YR5/2灰 黄褐色砂質土
Hue2 5Y6/2灰 黄色砂質土

SP524<SP478(南 から)
SP525<SP526<SK12(Jし から)

Hue10YR3/2黒褐色砂質土
HueiOYR3/3暗褐色砂質土
Hue7 5YR3/1黒褐色砂質土
Hue7 5YR2/2黒褐色砂質土
Hue7 5YR4/2灰褐色砂質土
Huc5YR5/2灰褐色砂質土

基準標高値4553m

第22図 区画 2の柱穴土層断面図 縮尺1/40



江馬氏城館跡Ш

方向にのびる3間以上の柵列または北側柱間 3間以上の掘立柱建物である可能性がある。

区画 1の南寄り,X座標-94.7～ -90。 0,Y座標-17.0～ -6.5の範囲にS P162か らS
P218で構成する5間の東西方向の柱穴列と,その南側にこれと柱間をそろえたS P233か

らS P283で構成する5間の東西方向の柱穴列がある。 2列の柱穴列はほぼ平行しており,

主軸方位がN-64.0° 一Eで座標にほぼ一致する,南北 2問,東西 5間の東西棟の掘立柱

建物である可能性がある。また,柵列である可能性もあるが断定できない。

区画 1の南東寄り,X座標-93.8～ -89.5,Y座 標-8,6～ -8.3の範囲に位置するSP
164か らS P242は柱間が等間である。主軸方位はN-30。 4° 一Wであり,座標よりやや西
へ振る。南北方向にのびる2間以上の柵列である可能性がある。また, S P164の 東側の

S P161は ,この柱穴列に直交する柱穴列の一部と考えることができ,南北 2間以上,東

西 1間以上の掘立柱建物である可能性もある。

区画 1の 中央よりやや南,X座標-87.5～ -86.9,Y座 標-15,0～ -7.7の範囲に位置
するS P127か らS P178は柱間が等間である。主軸方位がN-62.9° 一Eであり,座標に

ほぼ一致する。東西方向にのびる4間以上の柵列である可能性がある。

区画 1の西寄り,X座標 -88。 1～ -80,4,Y座 標-20.1～ -19。 9の範囲に位置するSP
87か らS P180は柱間が等間である。主軸方位はN-25.1° 一Wであり,座標にほぼ一致す

る。南北方向にのびる3間の柵列である可能性がある。

区画 2の中央よりやや南西寄り,X座標-91.4～ -85。 1,Y座標-34.9～ -29。 1の範囲
に位置するS P 368か らS P375と S P375か らS P431は柱間が等間である。この 2列は直

交しており,主軸方位がN-33.6° 一Wで座標よりやや西へ振る,南北 3間,東西 3間の

南北棟の掘立柱建物である可能性がある。

柱穴について (図版14～ 16,第 20～ 24図,第 5～ 7表):第 20～ 22図は,堆積に層位の

ある柱穴の上層断面図である。このうち柱痕跡を確認できた柱穴は49基であり,柱痕跡の

直径の平均値は15cmである。このうち建物を形成するものは16基であり,柱痕跡の直径の

平均値は16cmである。なお,柱 を抜いたと考え得る柱穴は確認できなかった。柱痕跡のな

い柱穴の上層は,水平に堆積している場合が多く,片側から流れ込むように堆積 している

例 もみられる。埋土は黒褐色上が主体をなし,一部には炭・礫が混じるものもある。

また本地区の柱穴については,断面形態をもとに大きく4つの類型に分けることが可能

であった。ここでは,そ の集計結果について記述する (第 23。 24図・第 5～ 7表 )。 調査

区内において,断面形態の分類が可能であった柱穴は,総数525基のうち489基 を数える。

第23図 では区画毎の柱穴の分類別比率を示した。全体 としてA・ B類が大半を占め, C

類が少ないことがわかる。区画 1は A類が過半数を占める。区画 2は A類・ B類がほぼ同

数であり,あ わせて97%を 占めている。
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第 5表 柱穴の断面形分類表

発掘調査の成果

形態・分類

Cl類 C2類

備  考

。底面が平坦で、断面形が方形を呈する

もの。

・底面が丸 もしくは尖 り、断面形が方

形・三角形を呈するもの。

Ｕ

ｓＰ

Ｖ
ｓ
VV

UA類

・底面に段を有するもの。

(昼尋:奮 jそ子写患ЯキFI彗 :1類
)。

UB類 ЧM翌類
計

区画 1

区画 2

柱痕跡有

第23図 区画毎の柱穴分類別組成

症 痕 跡無 不明

件
　
　
　
件

14% 45%

計                            503%        487件

区画 1

区画 2

第24図 区画毎の柱痕跡検出状況
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第 G表 区画 1柱穴の分類別集計表
A類 B類 C-1類 C-2類 計

柱痕跡有

柱痕跡無

不  明

8

39

108

0

0

5

4

2

12

15件 (5。 2%)

87件 (30.5%)

183件 (64。 2%)

計
155千牛

(54.3%)

107件

(37.5%)

5件

(1,7%)

18イ牛

(6.3%)

285イ牛

江馬氏城館跡m

分類不明 5件 を含む総数290件

表 区画 2柱穴の分類別集計表
A類 B類 C-1類 C-2類 計

柱痕跡有

柱痕跡無

不  明

1

1

0

2

1

1

33件 (16.3%)

107件 (52.9%)

62件 (30。 6%)

計
97f4

(48.0%)

99f4

(49.0%)

2件

(0,9%)

4件

(1.9%)

202イ牛

分類不明23件を含む総数225件

第24図は区画毎の柱痕跡検出状況の比率である。不明としたものは,1976～ 1978年度調

査時に完掘した柱穴である。柱痕跡を確認できた柱穴数は区画 2がやや多い。

(清水あゆ美・小野 基 )

竪穴住居 (図版 12。 13・ 43)

区画 2において 2棟の竪穴住居を検出した。このうちS101は ,1978年度に既に調査 。

完掘しており,遺物も全て取り上げた状態であった。当時の出土遺物については,後に詳

しく報告したい。

S101(図 版12・ 43の 1):区画 2中央西寄 り,X座標 -85。 1～ -81.7,Y座 標-34.6

～-31.5の 範囲に位置する。後世の耕地化に伴う削平により,上部は失われている。1978

年度調査の際に完掘しているため,重複している柱穴との切り合い関係は不明である。

平面形は一辺320cmの方形であり,主軸方位は東辺でN-25.5° 一Wである。竪穴住居の

四隅には柱穴 S P328, S P329, S P330, S P332が あり,上屋を支えていたと考えられ

る。また,北辺西寄りの部分を除いた壁面にそって溝があり,こ こに壁板を立てる構造で

あったと考えられる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。北辺西寄りの溝がない部分には,竪穴

内に向かって緩やかに傾斜する張り出しがあり,幅90cm,検出長50cmを測る。床面は地山

を直接ほぼ平坦に掘り込んで用いており,叩 き締めや貼床は行っていないようである。遺
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発掘調査の成果

構検出面から床面までの比高差は15cmで ある。この床のほぼ中央に炉 S X02が あり,長径

60cm,短径40帥,深さ 7c/mの規模である (図版12の 2)。

S102(図 版 13。 43の 2):区画 2南東寄 り,X座 標 -91。 2～ -88.0,Y座 標 -25.8～

-22。 8の範囲に位置する。後世の削平により,上部のほとんどを失っている。南・北・東

辺で確認した溝と,四 I品にあたる位置にある柱穴 S P386・ S P 403・ S P408・ S P506と

の配置が S101と よく似ており,一辺300cm前 後の竪穴住居と判断することができた。主

軸方位は東辺でN-27.0° 一Wである。床面は削平を受けており,壁 も残存していない。

竪穴住居の中央部にあたるところで炉 S X03を検出した。直径40cmの 円形であり,深さは

7 cmを 測る (図版13の 2)。 S P386と S P408で は柱痕跡を確認した。柱痕跡は円形であ

り,直径は20cmである。 S102南辺の溝が S P407(S B17)に 壊される。遺物はS P408

から土師器皿 1点, S P386か ら土師器皿 1点が出上している (図版51の 99)。

なお,炉跡S X02・ 03の被熱強度については,広岡公夫氏が炉跡の熱残留磁化測定 と帯

磁率測定を実施しており,そ の結果を付章で報告している。

上 坑 (図版 17・ 18・ 44・ 45。 第25～ 28図 )

今回の調査では,上坑23基を検出した。このうちS K01～ 08, S K15。 16・ 19'20・ 21

は1976～ 1978年度調査時に完掘している。残り10基のうち,遺物が出上した土坑は 8基で

ある。区画 1の S X01については,掘立柱建物との配置関係から建物に伴う土間状遺構と

推定した。

S X01(図 版17・ 44,第 25。 26図):区画 1の 中央より南寄 り,X座標-89.3～ -85。 5,

Y座標 -19。 3～ -11.5の 範囲に位置する。S B13と 主軸方位がほぼ一致し, S B13に 伴う

土間状遺構と考えられる。平面規模は長径682cm,短径238cmの長方形を呈している。床面

はほぼ平坦であり,壁はゆるやかに立ち上がる。遺構検出面から床面までの比高差は32cm

を測る。床面は地山を直接掘り込んでそのまま使用しており,叩 き締めや貼床は行なって

いない。埋土は炭化物を多く含み,黒褐色土を中心として 7層に分層できる。ただし,上

坑の東側半分は1976・ 1977年度調査で完掘しており,土層の観察ができなかった。いずれ

の層にも多くの礫が混入しており, S X01全体では140個近 くを確認した。礫は遺構底面

の南東隅から北西隅にかけて,多 く出土している。石材には船津花南岩,閃緑花蘭岩,花

筒岩,花南斑岩,砂岩があり,中 には被熱している石もみられた (第25図 )。 大きさは 5

～15cm大のものが分いが,60伽大のものもある。遺物は石・礫が比較的少ない南西側から

分く出上しており,礫と同じように被熱している破片が多かった。なお,南西隅からは同

一個体と考えられる奄器系陶器の甕が集中して出土している (第26図 )。 土層の堆積状況

から,この遺構は人為的に短期間で埋められたものであることが判る。S P516。 S P517・

S P531'S P533(S Bl跡主穴)を壊し, S D03。 S P296・ S P 5071こ壊されている。19
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77年度調査時に完掘された部分で重複するSB■柱穴との新旧関係は不明である。土師器
58点,瀬戸美濃20Jく,珠洲 3点,瓦器 4″ミ,青磁 2点,査器系陶器17点,縄紋土器 1点 ,
鉄製品11点が出上 している (図版48の 3～ 25,49の 26～ 38)。 土師器皿が15世紀後半の年

代を持つものであり, S X01の廃棄は館の本拠が移動する江馬氏下館跡 HB期末であると

考えられる。また古瀬戸後 I～ H期にあたる梅瓶破片が区画 2の盛土出土品と接合してい

る。なお,被熱した礫については,広岡公夫氏が熱残留磁化測定をしてお り,結果は付章
に記している。
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江馬氏城館跡Ⅲ

S K06(図版45):区画 1の東寄 り,X座標-79.5,Y座標-7.2に位置する。平面形は

直径106cmの 円形であり,深さ1lcmを測る。底面の北寄り部分では, 5～ 25cm大 の礫が折

り重なるように集石していた。1976・ 1977年度調査で完掘しているが, これらの礫は取 り

上げずに,そのまま埋め戻していたようである。

S K09(図 版45):区画 1のやや西寄 り,X座標-82.2,Y座 標 -19。 3に位置する。平
面形は直径120cmの 円形であり,深さ20cmを 測る。底面はほぼ平坦であり,埋土は黒褐色

土である。 S P109に壊される。遺物は土師器皿 1′ミが出上した。

S K10・ 11(図版18の 1・ 45,第 27図):区画 2の調査区南壁際,X座標-95.2,Y座

標-20.5に位置する。南半分は調査区外に伸びており,全体の形は不明である。後世の削

平によって上部が失われており,平面プランからS K10と SK■の新旧関係を確定するこ

とができなかった。しかし,調査区南壁の観察からはS Kllの埋上が S K10の上に流れ込

むように堆積しており, SK■が S K10よ り新しいと判断することができた。 S K10は ,

直径172cm,深さ22cmを 測 り,埋土は黒褐色土である。 S Kllの平面規模は不明であるが,

深さ24cmを測る。埋土はわずかに自色土粒が混じる黒褐色上である。 S K10・ ■ともに底

面はほぼ平坦である。 S K10の底面直上には, 5～ 20cm大の礫がいくつかみられた。SK
llの底面直上からも礫を検出したが,調査区南壁にかかるため,大きさは不明である。遺

＼て引  /
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●国産土器
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▲鉄製品

□その他

0                   3m

第27図  SK10。 11の遺物出土状況 縮尺1/60



発掘調査の成果

物は特に S K10の 北端からの出土が多い (第 27図 )。 S K10か らは土師器皿 7点,瀬戸美

濃瓶類 1点,青磁椀 1点,銅津 1夕点が出上しており, SK■からは土師器皿 1′ミが出上し

ている。また, S K10と S Kllの切 り合 う部分からは,珠洲甕 1点,石臼 1点が出上して

いる (図版52の 105～ ■4)。 遺物の年代は14世紀末～15世紀後半にわたってお り,江馬氏

下館跡の存続期間に対応している。なお,二次被熱 した遺物は出上していない。

S K12(図版18の 2。 45,第 28図 ):区画 2の南西寄 り,X座 標 -93.5,Y座 標 -33.9

に位置する。平面形は直径74cmの 円形であり,深さは 9 cmを 測る。埋土は黒褐色上である。

S P525(S B17柱穴)。 S P526。 S K13を壊 している。遺物は珠洲 1点,自奄系陶器椀

1点,自磁椀 1点が出土した。

S K13(図版18の 2・ 45,第 28図 ):区画 2の南西寄 り,X座 標 -93.9,Y座 標 -33.1

に位置する。平面形は一辺約120cmの 方形であ り,深 さは12cmを 測る。断面形はす り鉢状

を呈する。埋土は上層から,黒褐色砂質上,暗褐色砂質土,暗茶褐色砂質土の 3層 に分層

でき,南側から流れ込むように堆積している。底面直上に15～ 25cm大の礫をいくつか検出

した。 S P484を壊し, S K12に壊される。遺物は遺構の上層付近から多く出土しており

(第 28図 ),その内訳は土師器皿 5′点,瀬戸美濃盤 1点,珠洲壼 1点,青磁椀 2点,青磁盤

2′ミ,鉄製品 4′点である (図版51の 90～ 95)。 年代を知ることのできる遺物の大半は15世

紀前半のものであった。

S K14(図版18の 2・ 45,第 28図):区画 2の南西寄 り,X座標-95.2,Y座 標-32.7

に位置する。平面形は長径104cm,短径88cmの楕円形であり,深さ12cmを測る。底面はほ

＼  | ア

銀

●国産土器

■国産陶器

○中国陶磁器

▲鉄製品

□その他

8K14 SX13

3m

＼
＼ ====壁 三 二:こニコ 伊

″

91 瀬戸盤

第28図  SK12・ 13・ 14の遺物出土状況 縮尺1/60
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江馬氏城館跡 III

瞬 :剤 盛± 1

簾鶉嚢躙 盛± 2
o         3m

ぼ平坦であり,埋土は暗茶褐色上である。

遺物は土師器皿 1点,珠洲す り鉢 1点が出

上している。

S K18(図版45):区画 2の 東寄 り,X

座標 -87。 8,Y座標 -24.9に 位置する。平

面形は長径87伽,短径62cmの 南北に長い楕

円形であり,深さは20cmを 測る。断面形は

す り鉢状を呈する。埋土は黒褐色土と暗褐

色上を中心 とする 5層 に分層でき,こ のう

ちの 1・ 4層には地山土ブロックが混入し

ていた。この上坑はS102の一部を壊す。

遺物は土師器皿 1点が出上した。

(深田亜紀 )

盛 土 (図版19～ 22・ 30～ 33・ 37・ 38,

第29～ 31図 ):段丘の西端部分において,

広範囲に及ぶ盛土地業面を確認した。盛土

は段丘端部の地山傾斜部分をほぼ平坦に埋

めて,段丘の平面部分を拡張している。そ

の範囲は調査区の南北壁際で広く,中央部

分では石積みの削平を受けてやや狭くなっ

ている。なお,盛土面上の調査ではほとん

ど遺構を検出できなかった。

盛上の厚さと堆積については,い くつか

の試掘坑を設けて土層観察を行っている

(5T～ 10T)。 その結果,こ の盛上が土質

の異なる2層からなっていることが判 り,

下層の黒褐色土層 (盛± 1)と ,上層の地

山ブロックを多く含む層 (盛± 2)に分類

することが可能であった (第29図 )。 盛土

1と 2の厚さはそれぞれ lTで 0.25mと

0.4rn, 3T ・ 5T ・ 8T 。 9T<30.06-0。 12

mと 0,4～ 0.55m,2Tで 1.2mと lmである。

南端部では地山が中央部分と比較して少し

9T北壁

48

第29図 盛上の上層堆積図 縮尺1/120



発掘調査の成果

落ち込んでいるため,0。 3m程度厚 くなっている。北端部は地山が大きく落ち込んでお り,

特に盛上が厚い。盛上の上層は基本的には水平に堆積 しているが,北端部分だけは大きく

落込む地山面に沿って,傾斜 して層をなしている。

なお,調査区内で確認し得る盛上の土量を概算すると,調査範囲内で盛± 1が約57m9,

盛± 2が約18m3,合 計約75∬ となる。

遺物は盛土面上 とトレンチから多数出土しており,その出土地′ミは大きく3ヵ 所に分れ

てまとまっている (第30図 )。 今回の遺物整理作業では, これらの遺物群 をそれぞれグル

ーピングし,ブロック 1～ 3と 呼称することとした。ブロック 1は調査区南寄 り隅に位置

し,東西 8m,南 北12.5mの範囲に広 く分布 している。このまとまりは更に調査区の南区

域外に広がる可能性がある。ブロック 2は 中央部分に径およそ 6mの範囲で不整円形状に

まとまってお り,ブロック 1に 比して遺物の分布密度がやや高い。ブロック 3は北端の盛

X= -72 X= -78

日
..V       B      .

0国産上器   ▲鉄製品
■国産陶器   □その他
○中国陶磁器
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岳
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0                           15m

第30図 盛土周辺の遺物出土状況 縮尺1/250
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発掘調査の成果

上が広がる部分に位置しており,径およそ 6m程の範囲から更に調査区外に広がる可能性

がある。盛土面上, トレンチ共に土師器の出土数が多く,陶磁器類の出上点数は僅かであ

った。各 トレンチにおける出土遺物の垂直分布は第31図のようになる。 2ト レンチでは土

層の堆積に添うように遺物が分布する状況がみられる。また出土する遺物は盛± 1か らの

ものがほとんどであり,盛± 2出上のものは少ない。盛± 1か ら出土している遺物は,14

世紀半ばから15世紀半ばの物が夕く,最も新 しい遺物は古瀬戸後Ⅳ期の天目茶椀 (図版53

の120)である。盛上 2か らは年代のわかる遺物が出上していない。

なお盛± 1出土の瀬戸美濃梅瓶が区画 1の S X01出土片と接合 しており,盛上の地業と

土坑の廃棄がほぼ同時期に行われた可能性が考えられる。 S X01の廃棄年代は館の本拠が

移動する江馬氏下館 HB期末であり,盛上の地業もほぼその頃に行ったものと理解できる

であろう。

石積み (図版26～ 28・ 29。 46・ 47,第 32図 )

(戸 田真美子 )

今回の調査では調査区の北西部で石積みを確認した。南北方向に並ぶものを石積み 1,

東西方向に並ぶものを石積み 2と 呼称する。いずれの石積みも,段丘端部を盛土ごと削平

して平らな面を造り,そ こに石と裏込め土を積み上げるものであった。以下,それぞれに

ついて記述する。

石積み 1(図版26～ 28'46,第 32図):段丘斜面のX座標-75.0～ -84.0付近に位置す

る。検出長8。 30m,遺存高は残りの良いところで0.92mを測る。段丘斜面のX座標-89.0

付近に 4ト レンチを設定し石積みの南延長部分を探したが確認できなかった。積み方では,

南端の船津花商岩のみを使ったもの(a)と ,それより北にある複数の石材を使ったもの(b)が

明瞭に分れている。

石積み 1の (a)は船津花蘭岩のみを三段に積んでおり,正面では下の二段が長径26cm以上,

最上段が長径17.0～ 21.Ocmを 測る。最上段には直方体の石を控えが長くなるように並べて

いた。この石積みの裏込め内からは土師器皿 2点が出上している。

石積み 1の (b)に は閃緑花蘭岩,花商班岩,班励岩,ホルンフェルスなども用いているが,

量的には船津花南岩が多い。積み方は長径25cm程のものを横長に積んでおり,長径13cm以

下のものを隙間を埋めるための詰石として使用している。崩れて落下している部分が多く,

前者との切合い関係は不明であった。

石積み 2(図版29・ 47の 1,第32図):区画 2の北辺西側隅,Y座標-33.4～ -39.4付

近に位置する。石積みは崩壊が著しく基底部の大部分が未検出であるが,検出長6.08m,

遺存高0。 70mを測る。石積みが調査区外の東へ延びる可能性もある。使用石材は船津花筒

岩が最も多い。遺物は裏込めの範囲にも分布しているが,全て盛土や旧耕作土層に伴うも

(滝沢 匡)のである。
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発掘調査の成果

(C)遺  物 (図版48～ 55。 57～ 65・ 67・ 68,第33～ 41図,第 8・ 9表 )

遣物の出土状況 (第 33～ 37図):下館跡南辺地区から出土した遺物は,中世の上器・陶

磁器片のほかに鉄製品,鋼製品,石製品など総数 736′ミであった。ここでは,こ れら遺物

の分布状況と接合関係について若子の検討を加える。なお,こ の成果を含めた遺跡全体の

出土状況については,第 4章で考察することにしよう。

第33図 には中世遺物の水平・垂直分布を示すが,本地区の垂直分布については,後世の

土地改良によって包含層のほとんどが失われていたため,遺構内や遺構面上にかたよるも

のであった。水平分布については,遺構内出土品が夕く,特に区画 1の S X01や 区画 2の

盛上部分に ドットが集中している。調査区東部や S101周辺での出上が少ないのは,1976

～1978年度調査で一度遺物取 り上げを行ったためであろう。この範囲に示される僅かな ド

ットも原位置を保つものではない。

以下第34図～第37図において,各種類ごとの出土状況を示 しながら,遺物の接合関係に

ついて記述してお く。

第34図には土師器皿の出土状況を示した。小破片の個体識別が難しいことにもよるであ

ろうが,出土量に比べて接合する例が少ない。またその関係も,同 じ遺構やブロックごと

でまとまるものであり,ほぼ同一地点で出土していることが判る。

第35図は珠秒H・ 資器系陶器の出土状況である。珠洲については, トレンチから出土した

盛上下層のものと,段丘斜面の出土品に接合関係が認められた。登器系陶器甕では, SX

01内に同一イ固体片のまとまる例があるが,一イ団体を復元するには破片が不十分であった。

第36図の瀬戸美濃では,盛上下層とS X01出上の梅瓶が接合しており,区画を越えて分

布する例として注目できる。他に,区画 2の地山面と盛土面とに別れて出上した天目椀が

あるが, これ以外は全て,ほぼ同一地点で接合関係が認められた。

なお第37図に示すように,中国陶磁器の接合関係は確認できなかった。

遺物各説 (第38図,第 8。 9表):1996年度調査地区からは,594破片,口縁部15.14イ固

体分の中世土器・陶磁器が出土した。まず,得られた食器資料について,種類別組成・用

途別組成の比率を算出した (第 8・ 9表 )。 南辺地区では土師器食膳具が高い比率を占め

ていて,他の館外地区の一般的な状況と異なる傾向を認めることができた。出土量は l m2

あたり0.66片 を数え,1995年度門前地区に比べるとかなり多くの食器が出土する区画であ

った。この他には漆塗膜が出土しており,付章において四柳嘉章氏が分析した結果では,

漆塗作業に用いた容器片だったようである。これは区画 2で検出された竪穴住居とともに,

下館跡南辺の性格を考えるうえで重要な資料となるものである。

なお本年度の調査区は,道路を境として 2つの居住区画に別れており,遺構出土品の整

理はこの区画を単位として行うこととした。また遺構外出土品であっても,集中してまと
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江馬氏城館跡Ⅲ
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発掘調査の成果

第 8表 1996年 度調査地区出土食器の種類・器種別組成表

(13世紀後半～16世紀初 )

種 類     器 種     破片数     個体数

土 師 器 12.07(100,0%)

12.07〔 79.7%〕計

器瓦 火鉢・風炉

/」  ヽ   計
7

7

0(※ %)
0〔 ※ %〕

甕

鉢

計

壼

甕

・・
り

壷

す

小

か珠 3

15

17

16

51

0(※ %)
0(※ %)
0(※ %)
0。 12(100.0%)

0。 12〔 0.8%〕

査器系陶器 0。 じ3(100。 0%)

0.03〔  0.2%〕/Jヽ

瀬 戸 美 濃 嘲

椀

皿

盤

『

呻

蜘

皿

炉

瓶

蜘

明

計

天

　

　

　

一電
す

卸

卸

香

花

そ

不

小

15

7

8

10

33

1

5

8

5

2

1

6

101

0。 14( 7。 7%)

0.12( 6。 6%)

0.17( 9。 3%)

0.12( 6.6%)

0。 25(13,7%)

0(※ %)
0.07( 3.9%)

0。 72(39.6%)

0,23(12.6%)

0(※ %)
0(※ %)
0(※ %)
1.82〔 12,0%〕

白金系陶器 ％

％

※
　
※

椀

/Jヽ

中国陶磁器 青磁

自感

椀

郭

盤

椀

皿

計/Jヽ

38

1

6

2

8

55

0.67(60。 9%)

0.09( 8.2%)

0(※ %)
0(※ %)
0,34(30,9%)

1。 1〔  7.3%〕

594破片 15.144Elうにう併

(個体数は全て日縁部計測法による。※は破片が存在するが個体数が数値として表れないもの。)
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江馬氏城館跡Ⅲ

第 9表  1996年度調査地区出土食器の用途・種類別組成表

(13世紀後半～16世紀初 )

用 途     種 類     破片数 個体数

食 膳 具 土 師 器
瀬 戸 美 濃

白金系陶器

中国陶磁器

小   計

12,07(88.0%)

0.55( 4.0%)

0(※ %)
1.1( 8.0%)
13,72〔 90.6%〕

貯 蔵 具 珠   洲
瀬 戸 美 濃

登器系陶器

小   計

0(※ %)
0。 25(89.3%)

0.03(10,7%)

0.28〔  1.9%〕

調 理 具 珠    洲
瀬 戸 美 濃

小   計

0。 12(13.2%)

0。 79(86.8%)

0。 91〔  6.0%〕

そ の 他 瓦   器
瀬 戸 美 濃

小   計

0(※ %)
0。 23(100.0%)

0.23〔  1.5%〕

587破片 15。 14個 体 分

(個体数は全て日縁部計測法による。※は破片が存在するが個体数が数値として表れないもの。)

まる遺物群については,それぞれを廃棄ブロックとしてグルーピングしている。一連の作

業は国立歴史民俗博物館助教授・小野正敏氏のご教示を頂きつつ,一乗谷朝倉氏遺跡第36

次発掘調査の遺物整理方法を参考にして行った (福井県教育委員会・福井県立朝倉遺跡資

料館1983)。

ここからは出土遺物の諸特徴を述べるが,中世陶磁器については,中国陶磁器を国立歴

史民俗博物館集成の分類に,瀬戸美濃を藤澤良祐氏の編年に,珠洲を吉岡康暢氏の編年に

それぞれ依拠して記述した (国立歴史民俗博物館1993・ 藤澤1996。 吉岡1994)。 また最 も

多く出土している土師器皿については,1994年度調査報告書で示した分類に沿って記述し

ている (第38図,神岡町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室1995)。

各遺物の詳細データは別表10に まとめてあるので, こちらもあわせて参照されたい。
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江馬氏城館跡Ⅲ

区画 1出土遺物 (図版48～ 50。 57～ 59・ 63の 1～ 63)

S B14出 土品 (S P42,図版48・ 57の 1):1は 土師器皿である。T-5類 に属 し,日

径は約7.5cmを 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。体部外面に指押え痕が残る。

色調は黄褐色を呈する。

S A12出土品 (S P156,図版48。 57の 2):2は土師器皿である。T-1類 に属 し, 口

径は約■.5cmを 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は淡黄色を呈する。

S X01出 土品 (図版48。 49・ 57・ 58・ 63の 3～ 38):3～ 21は土師器皿である。いずれ

も胎上は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。 3は T-2類 に属し,ロ

径は約 8 cmを 測る。休部外面に指押え痕が残る。色調は灰黄色を呈する。 4は T-5類 に

属 し, 日径は約 9 cmを 測る。胎土は少量の砂粒を含み,色調は責自色を呈する。 5は T類

に属する。口径は約 10cmを 測 り,色調は灰白色を呈する。 6は T-5類 に属する。口径は

約10cmを測 り,色調は黄自色を呈する。 7は R-1類 に属する。日径は約7.5cmを 測 り,

色調は責白色を呈する。 8は分類不明である。口径は約mcmを測 り,色調は灰白色を呈す

る。 9は T-8類 に属 し, 口径は約■cmを 測る。色調は責白色を呈する。10は T類に属す

る。日径は約 1lcmを 測 り,色調は灰白色を呈する。11は T-5類 に属する。国径は約■cm

を測 り,色調は灰白色を呈する。12は分類不明である。口径は約12cmを測 り,色調は責白

色を呈する。13は T-1類 に属する。日径は約11.5cmを 浪1り ,色調は浅責橙色を呈する。

14は T-2類 に属 し, 口径は約12cmを測る。色調は灰白色を呈する。15は T類に属する。

日径は約12cmを測 り,色調は灰白色を呈する。16は T類に属し, 口径は約13cmを測る。色

調は黄白色を呈する。17～ 19は R-5類 に属する。17は 口径約15cmを測る。胎土は砂粒を

含み,色調は責白色を呈する。18は 口径約15cmを測る。色調は灰白色を呈する。19は 口径

約14cmを測る。色調は責白色を呈する。20は T-8類 に属し,口径は約20clnを 測る。胎土

は砂粒を含む。色調は黄白色を呈し,外面が黒 く変色している。21は R-4類 に属し,日

径は約20cmを 測る。色調は責白色を呈する。

22～ 24は珠洲のす り鉢の体部破片である。22は年代不明である。胎土は白色の砂粒を含

んで密である。焼成は遠元硬質である。色調は青灰色を呈する。23は珠洲 V期に属する。

胎土は自色の砂粒を含んで密である。焼成は還元軟質である。色調は灰白色を呈する。24

は珠洲 V期に属する。胎土は砂粒を含んで密である。焼成は還元軟質である。卸目は摩耗

が著しい。色調は外面が灰色,内面は灰白色を呈する。

25は 査器系陶器の甕である。越中八尾窯の製品であり,酒井重洋氏の分類による第 2群

甕A類に属する (酒井 1990)。 口径は約40cmを 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。

色調は灰色を呈する。

26は瀬戸美濃の平椀である。日径は約17.5cmを 測る。胎土はやや粗 く色調は淡責色を呈
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発掘調査の成果

する。焼成は良好である。内外面に淡黄色の灰釉を施す。古瀬戸後 H期に属し,15世紀初

頭のものである。27,28は瀬戸美濃の卸皿であり,同一個体である。口径は約18cmを測る。
日縁部は内側に折 り返し,小突起を形成する。口縁部内外面に灰釉を施すが,二次被熱を
受けて明緑灰色を呈する。胎土は密であり,色調は灰白色を呈する。古瀬戸中Ⅳ期に属 し,
14世紀中頃のものである。29は瀬戸美濃の無頸壼である。日径は約 5 cmを測る。内外面に

黄褐色の鉄釉を施す。おはぐろ壼に使用したと推定できる。胎土は密であり,浅責色を呈

する。焼成は良好である。古瀬戸中 I～ H期に属 し,14世紀前半のものである。30は瀬戸

美濃の椀形鉢の体部破片である。胎土は密であり,灰白色を呈する。焼成は良好である。
内外面に浅黄色の灰釉を施す。古瀬戸後 I～ H期に属 し,14世紀後半～15世紀初頭のもの

である。31～ 33は瀬戸美濃の瓶子の体部破片である。同一個体と推定できる。いずれも外

面に灰釉を施すが,二次被熱を受けて浅黄色を呈する。胎土は密であり,灰白色を呈する。
古瀬戸後 I～ H期に属し,14世紀後半～15世紀初頭のものである。34は瀬戸美濃の梅瓶で

ある。外面に浅責色の灰釉を施している。胎土は密であり,灰自色を呈する。古瀬戸後 I
～H期に属し,14世紀後半～15世紀初頭のものである。

35は瓦器の火鉢の休部破片である。外面に 1本の隆線を持ち,その下部に雷文を印文す

る。胎土は砂粒をわずかに含み粗い。焼きが悪く,色調は明黄褐色を呈する。
36～38は鉄釘であり,部分的に錆が付着している。36は長さが3.4cm,頭部の下幅は0.5
cmを測り, 重さは1。 2gを量る。37は長さが3.4cm, 中呂は0.4cmを測り, 重さは1.2gを量る。

381ま長さが2.8cm, 幅は0。 7cmを測り, 重さは1.8gを量る。

S D03出 土品 (図版49・ 58の 39～ 41):39～ 41は土師器皿である。いずれも胎土は密で

あり焼成は良好であるが,色調には差異がある。39は T-6類 かT-7類 に属し,口径は
約10cmを測る。色調は淡黄色を呈する。40は R-5類 に属し, 口径は約15cmを測る。色調
は灰責色を呈する。41は R-5類 に属し, 口径は約14cmを測る。胎土は砂粒をわずかに含
み,密である。焼成は良好であり,色調は責白色を呈する。この他,細片のため図示しえ
なかったものに近世磁器の椀がある。

S P46出 上品 (図版49。 58の42):42は瀬戸美濃の腰折皿の底部破片である。高台径は

5 cmを 測る。内面に浅責色の灰釉を施す。胎土は砂粒を含んでやや粗 く,灰白色を呈する。
古瀬戸後Ⅳ期 (新)に属し,15世紀後半のものである。

S P214出 土品 (図版49・ 58の43):43は土師器皿の底部破片であり,R-1類 に属する。
底径は約 4 cmを測る。底面に回転糸切り痕が残る。胎土は密であり,焼成は良好である。
色調は責自色を呈する。

S P218出土品 (図版49・ 58の44):44は土師器皿であり,T-2類 に属する。日径は約
10cmを測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は浅責橙色を呈する。
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S P229出土品 (図版49・ 58の 45):45は土師器皿であり, R類に属する。日径は約■cm

を測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は責白色を呈する。

S P273出土品 (図版49・ 58の46):46は土師器皿であり,T類 に属する。口径は約1lcm

を測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は灰褐色を呈する。

S P296出 土品 (図版49・ 58の47):47は土師器皿であり,T-6類 に属する。口径■cm・

器高2.7cmを 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は淡黄色を呈する。

S P285出 土品 (図版49・ 58の 48。 49):48は 土師器皿であり,T類 に属する。口径は約

12cmを測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は灰褐色を呈する。

49は珠洲の壺甕類の体部破片である。外面に 3 cm幅に 8条の平行叩き目を施す。胎上は

密である。焼成は遠元硬質であり,色調は青灰色を呈する。

S P507出 土品 (図版 49・ 58の50):50は瀬戸美濃の卸皿である。口径は約 18cmを 測る。

口縁部は内側に折 り返し,小突起を形成する。口縁部内外面に灰釉を施すが,二次被熱を

受けて明緑灰色を呈する。胎土は密であり,灰白色を呈する。古瀬戸中Ⅳ期に属 し,14世

紀中頃のものである。

S P286出土品 (図版49。 58の 51):51は瀬戸美濃の盤類である。口径は約32cmを測る。

口縁部外面に淡責色の灰釉を施す。胎土は砂粒をわずかに含んでやや粗 く,灰自色を呈す

る。焼成は良好である。古瀬戸後H期に属し,15世紀初頭のものである。

区画 1遺構外出土品 (図版50。 59。 63の52～ 63):52～ 57は土師器皿である。いずれも

胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。52は T-5類 に属し,日径

は約10cmを測る。色調は灰黄色を呈する。53は T-5類 に属し, 口径は約1lcmを 測る。日

縁部にタールが付着している。色調は責白色を呈する。54は T類に属し, 口径は約1lcmを

測る。全面にタールが付着しており,色調は黒色を呈する。55は T-6類 かT-7類 に属

する。日径は約1lcmを測り,色調は浅黄色を呈する。56は T-6類 かT-7類 に属する。

日径は約 12cmを測 り,内面にタールが付着している。色調は淡黄色を呈する。57は T-5

類に属し, 日径は約14cmを 測る。色調は浅責橙色を呈する。

58は珠洲の甕の体部破片である。休部外面には 3 cm幅に10条の平行叩き目を施す。胎土

は砂粒が混じり,密である。焼成は逮元硬質であり,色調は灰色を呈する。年代は不明で

ある。59は珠沙Hのすり鉢の体部破片である。体部内面に2.5cm幅に 9条の卸目が 1帯確認

できる。胎土は砂粒を多く含み,やや粗い。焼成は還元硬質であり,色調は灰色を呈する。

年代は不明である。

60は瀬戸美濃の天目茶椀である。口径は約12cmを測る。休部は直線的に開き,日縁部は

ほぼ直立して,端部はやや くびれている。黒色の鉄釉を施しているが,底部付近は露胎で

ある。胎土は密であり,灰白色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸後 I期に属し,14世
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紀後半頃のものである。61は瀬戸美濃の盤類である。口径は約34cmを 測る。全面に浅責色

の灰釉を施す。胎土は砂粒をわずかに含み,灰白色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸

後 H期に属 し,15世紀初頭のものである。

62は 白磁椀の体部破片である。体部内面に櫛描 きの花文を持つ。胎土は密であり,白色

を呈す。内外面に浅黄色の釉を施す。白磁椀 V-4b類 に属 し,11世紀中頃～12世紀初頭

のものである。

63は古銭である。直径は2。 2cmを測 り,重 さは1.4gを量る。表裏面とも摩耗が著しく,

判読不能である。

1976～ 1978年度調査埋め戻 し上出上品 (図版50・ 59の64～ 82)

1976～ 1978年度調査終了後に遺構を埋め戻した土から出上した遺物である。64～ 71は土

師器皿である。いずれも胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。64

はT類に属し, 口径は約 8 cmを 測る。外面の胎上が千J落しており,調整は不明である。色

調は黄白色を呈する。65は T-5類 に属し,日径は約 8 cmを測る。口縁部にタールが付着

している。色調は灰白色を呈する。66は T-4類 に属し, 口径は約 8 cmを 測る。色調は灰

責色を呈する。67は T-5類 に属し, 口径は約 9 cmを 測る。口縁部にタールが付着してい

る。色調は橙色を呈する。68は T-6類 かT-7類 に属し, 口径は 9 cmを 測る。体部外面

に指押え痕が浅 く残る。色調は浅責色を呈する。69は T類に属し,日径は約■cmを測る。

色調は灰白色を呈する。70は T類に属し, 口径は約12cmを測る。色調は黄橙色を呈する。

71は分類不明である。口径は約14.5cmを 測り,色調は黄橙色を呈する。

72は瀬戸美濃の天目茶椀である。口径は約13cmを測る。体部はやや丸みをを帯び,口縁

部はほぼ直立して,端部は短く外折する。内外面に黒色の鉄釉を施す。胎土は密であり,

灰自色を呈する。焼成は良好である。大窯第 1段階に属し,16世紀初頭のものである。73

は瀬戸美濃の天目茶椀の体部破片である。外面にはにない褐色の錆釉を施し,内面には黒

色の鉄釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。焼成は良好である。大窯第 2段階に

属し,16世紀前半のものである。74は瀬戸美濃の九皿の底部破片である。付高台であり,

高台径は約 6 cmを測る。高台周辺には浅黄色の灰釉を厚 く施す。胎土は密であり,灰白色

を呈する。大窯第 1～ 2段階に属し,16世紀初頭～前半のものである。75は瀬戸美濃の皿

の底部破片である。底径は4.5cmを 測る。底面に回転糸切 り痕が残る。外面は露胎であり,

明褐色を呈する。内面には浅責色の灰釉を施す。灰釉は部分的に黒U落している。古瀬戸前

期に属し,13世紀代のものである。76は瀬戸美濃の水注の口縁部破片である。日径は約6.5

cmを 測る。頸部上方はゆるやかに外反し,口縁部は内傾する器形になると推定できる。内

外面に灰釉を施すが,二次的に被熱し浅黄色を呈する。胎土は密であり,灰自色を呈する。

古瀬戸中期に属し,14世紀前半のものである。77は頼戸美濃の梅瓶の体部破片である。体
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部外面に印花文を施す。窯焼けしており,釉調は不明である。古瀬戸中 I～ H期に属し,

14世紀前半のものである。78は瀬戸美濃の小重の底部破片である。底径は約 6 cmを 測る。

底面に回転糸切 り痕が残る。外面は露胎であるが,内面には黒褐色の鉄釉を施す。胎土は

密であり,灰白色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸後期に属 し,14世紀後半～15世紀

後半のものである。79は瀬戸美濃の香炉の体部破片である。底径は約 8 cmと 推定できる。

外面に灰釉を施すが,二次的に被熱し浅黄色を呈する。胎土は密であり,灰白色を呈する。

古瀬戸後 I～ H期に属 し,14世紀後半～15世紀初頭のものである。80は瀬戸美濃のすり鉢

の体部破片である。内外面に黒褐色の錆釉を施す。古瀬戸後 H～ Ⅲ期に属 し,15世紀前半

のものである。81は瀬戸美濃の盤類である。口径は約31.5cmを 測る。体部は直線的に開き,

口縁部はわずかに肥厚する。内外面に灰釉を施すが,外面の釉は二次的に被熱 し,手J離し

ている。釉調は浅責色を呈する。胎土は密であり,灰 白色を呈する。古瀬戸後Ⅲ期に属 し,

15世紀前半のものである。

82は珠洲のす り鉢の体部破片である。胎土は砂粒をわずかに含み,密である。焼成は還

元硬質であり,色調は黄灰色を呈する。年代は不明である。   (鈴 木悟嗣・野水晃子)

区画 2出土遺物 (図版51～ 55,図版60～ 65の 83～ 187)

S B15出 土品 (S P428,図版51・ 60の83):83は土師器皿の底部破片である。 R-5類

に属し,底径は約 6 cmを 測る。胎土は砂粒を含んでやや粗 く,焼成は良好である。色調は

灰責色を呈する。

S B16出 土品 (S P406,S P443,図 版51・ 60の 84・ 85):84・ 85は 土師器皿である。

共に胎土は密であり,焼成は良好である。84は S P406か ら出上 し,T-2類 に属する。

口径は約 9 cmを測る。色調は黄白色を呈する。85は S P443か ら出上 し,T-6類 かT―

7類に属する。口径は約 12cmを 測る。色調は灰白色を呈する。

S B17出 上品 (S P431, S P478, S P442,図 版51・ 60の 86～ 89):86～ 88は土師器皿

である。いずれも焼成は良好であるが,胎土 。色調が異なる。86・ 87は S P431か ら出土

している。86は T-4類 に属 し,日経は約 8 cmを測る。胎土は密であり,色調は黄白色を

呈する。87は T-6類 かT-7類 に属し, 口径は約Hcmを測る。胎土は砂粒を含みやや粗

い。色調は灰褐色を呈する。88は S P478か ら出土し,T-2類 に属する。口径は約13cm

を測る。胎土は密である。色調は灰褐色を呈する。

89は青磁椀である。 S P 442か ら出上 している。口径は約15cmを 測る。体菩る外面に衝描

きの蓮弁文を持つ。内外面に明緑灰色の釉を施す。年代は不明である。

S K13出 土品 (図版51・ 60・ 63の 90～ 95):90は土師器皿である。T類に属 し,日径は

約 9 cmを 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は灰褐色を呈する。

91は瀬戸美濃の盤類の底部である。底径は約 14cmを 測る。胎土は密であり,焼成はやや
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不良である。内面に緑灰色の灰釉を施す。古顔戸後Ⅲ～Ⅳ期 (古)に属 し,15世紀中頃の

ものである。

92は珠洲の軽幅壼である。胎上には砂粒が混じり,焼成は遠元硬質である。色調は暗灰

色を呈する。年代は不明である。

98は小札である。長さ 6 cm,幅 2 cmの長方形鉄板である。厚 さは0。 2cmを 測 り,重 さは

9gを量る。錆のため塞がっているものもあるが直径約 0。 2伽ほどの穴が約0.5cm間 隔で 4

～ 5箇所, 2列 に並ぶ。94は鑑である。長さは 6 cm,幅は2.4cmを 測 り,重 さは12.4gを

量る。95は鉄釘である。長さ 4 cm,頭の下の幅 0。 3cmを測 り,重さは1.4gを量る。

このほかに細片のため図示 し得なかったもので,年代がわかるものとして,龍泉窯系椀

BO類に属する青磁椀がある。13世紀後半から14世紀初頭の遺物である。

S K15出 土品 (図版 51・ 60の96):96は土師器皿の底部破片である。 R-5類 に属 し,

底径は約 6c/mを測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は灰白色を呈する。

S K17出 土品 (図版51・ 60の 97):97は土師器皿の底部破片である。 R-5類 に属 し,

底径は約7.5cmを 測る。胎土はやや粗 く,焼成は良好である。色調は灰白色を呈する。

S P402出土品 (図版 51・ 60の 98):98は土師器皿である。 R-5類 に属し, 口径は約 14

cmを測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は灰白色を呈する。

S P408出土品 (図版 51・ 60の99):99は土師器皿である。T類に属 し,日径は約 8 cmを

測る。胎土は砂粒をわずかに含み,密である。焼成は良好であり,色調は灰白色を呈する。

S P437出土品 (図版51・ 63の 100):100は 開元通宝である。直径は2.5cmを 測る。重さ

は1.8gを量る。一部が欠損する。初鋳年は621年 である。

S P405出土品 (図版51・ 63の 101):101は 鉄釘である。全体に錆が付着する。長さは3.7

cm,頭の下の幅は 1。 lcmを 測る。重さは5。 6gを量る。

S P410出 上品 (図版 51・ 63の 102):102は 鉄釘である。長さは 4 cm,頭の下の幅は0.5

cmを測る。重さは1.8gを量る。

S X08出土品 (図版51・ 60の 103・ 104):103は 青磁椀である。口径は約16cmを 測る。口

縁端部より1.8cm下がった内面に 1条の沈線がめ ぐる。釉調は明緑灰色を呈する。胎土は

密であり,灰白色を呈する。同安窯系の椀であり,12世紀末から13世紀前半のものである。

104は 珠洲の甕の体部破片である。外面には 3 cm幅に 9条の平行叩き目を胞 し,内面に

は当て具痕が残る。砂粒をわずかに含み,密である。焼成は還元硬質である。色調は暗灰

色を呈する。年代は不明である。

S K10・ 11出土品 (図版52・ 60。 61'63の 105～ ■4):105～ 110は 土師器皿である。い

ずれも胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。105は T-5類 に属

し,口径は約10cmを 測る。色調は橙色を呈する。106は T-6類 かT-7類 に属 し,日径
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は約12cmを 測る。色調は浅黄橙色を呈する。107は T-6類 かT-7類 に属する。日径は

約12cmを 測る。内面全体にタールが付着する。色調は黄褐色を呈する。108は 底部破片で

ある。 R-4類 に属する。色調は淡責色を呈する。109は R-5類 に属 し,日 径は約14cm

を測る。色調は淡黄色を呈する。■0は R-5類 に属 し, 口径は約15cmを 測る。色調は灰

白色を呈する。

lHは 青磁椀である。日径は約14cmを 測る。外面は無文であり,内底付近に 1条の沈線

がめ ぐる。内外面に明緑灰色の釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。年代は不明

である。

112は 珠洲の甕の底部である。底径は約此cmを 測る。外面には 3 cm幅 に 9条の平行叩き

目を施す。胎土は砂粒を含んでやや粗い。焼成は還元硬質であり,色調は灰色を呈する。

年代は不明である。

113は 石臼である。上自の破片であり,直径約33cmを 測る。上面は直径約25cmの 範囲で

窪みがあるが,上縁が欠損しており,窪みの深さは不明である。中央よりやや寄ったとこ

ろに円形の孔が貫通する。下面中央には芯棒孔があり,底面には放射線状の刻み目が入る。

114は 銅滓である。重さは15。 2gを量る。

このほか細片のため図示し得なかったものに,古瀬戸後期の瀬戸美濃の壷瓶類が出上し

ている。

盛土出土品 (図版 53・ 61～ 63の 115～ 130):115～ m8は土師器皿である。いずれも胎土

は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。115は分類不明である。口径は

約 10c7mを 測 り,色調は黄褐色を呈する。116は T類に属 し,日径は約10cmを 測る。色調は

責白色を呈する。117は T-6類 かT-7類 に属 し, 口径は約1lcmを 測 る。口縁部内面に

タールが付着する。色調は浅黄橙色を呈する。118は T-7類 に属 し,日径は約 12cmを 測

る。体部外面にタールが付着し,指押え痕が残る。色調は浅責色を呈する。

119は 白磁皿である。日径約1lcm,底径約 5 cm,器高約 3 cmを測る。白色の釉を全体に

施すが,高台とその周囲は露胎である。胎土は密であり,灰責色を呈する。白磁皿16類に

属 し,15世糸己前半のものである。

120～ 124は瀬戸美濃である。120は天目茶椀の体部破片である。外面上半と内面全体に

黒色の鉄釉を施す。高台付近は露胎であり,淡責色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸

後Ⅳ期に属 し,15世紀中頃～後半頃のものである。121は 縁釉小皿である。口径は約1lcm

を測る。口縁部内面に緑灰色の灰釉を施す。胎上は密であり,暗灰色を呈する。焼成は良

好である。古瀬戸後Ⅲ期に属 し,15世紀前半のものである。1221よ小壷の底部である。底

径は約 6 cmを 測る。内面には暗褐色の鉄釉を施し,外面に黒色の鉄釉の釉だまりがある。

底面に回転糸切 り痕が残る。胎土は密であり,黄褐色を呈する。焼成は良好である。古瀬
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戸後期に属 し,14世紀後半～15世紀後半のものである。123は 平椀である。回径は約16cm

を測る。全体に灰釉を施すが,二次被熱のため灰責色を呈する。胎土は密であ り,暗灰色
を呈する。古瀬戸後 I～ H期に属 し,14世紀後半～15世紀初頭のものである。124は 卸皿

である。口径は約 15cmを 測る。内外面ともに上半には緑灰色の灰釉を施す。下半は露胎で

あり,灰責色を呈する。内面には16条の卸目が確認できる。古瀬戸後Ⅲ期に属 し,15世紀

前半のものである。

125は 古銭である。直径は2.2cmを 測 り,重 さは1.6gを 量る。表面の磨耗が著 しく,銭
種を判別することは困難である。

126は全器系陶器の壼甕類の休部破片である。外表面は茶褐色を呈 し,胎土は灰色を呈

する。焼成は良好である。

127～ 129は珠洲である。127は珠洲の機墟この休部破片である。外面に波状文が 2帯確

認できる。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は青灰色を呈する。珠洲 I～ H期に

属 し,12世紀後半～13世紀前半のものである。128は甕の体部破片である。外面には 3 cm

幅に 6条の平行叩き目を施 し,内面には当て具痕が残る。胎土は密であり,焼成は良好で

ある。色調は灰色を呈する。年代は不明である。129は甕の体部破片である。外面には 3

cm幅に 8条の平行叩き目を施 し,内面には当て具痕が残る。胎土は密であり,焼成は良好
である。色調は暗灰色を呈する。

130は 石臼である。下臼の破片であ り,直径は約30cmを 測る。上面は磨耗が著 しいが ,
刻み目が確認できる。

遺物廃棄ブロック 1出 土品 (図版 54・ 64の 131～ 160):131～ 144は 土師器皿である。い

ずれも胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差具がある。131は T-1類 に属
し,日径は約 9 cmを 測る。色調は浅責色を呈する。 132は T-6類 かT-7類 に属 し,日
径は約 9 cmを 測る。色調は浅黄色を呈する。133は T-6類 かT-7類 に属 し, 日径は約
9伽を測る。色調は黄白色を呈する。134は T-6類 かT-7類 に属 し, 口径は約10cmを
測る。色調は淡責色を呈する。135は T-1類 に属 し,日径は約10cmを 測る。色調は浅責
色を呈する。136は T-1類 に属 し, 口径は約1lcmを 測る。色調は灰黄色を呈する。137は
R-1類 に属 し, 口径は約 7 cmを 測る。口縁部にタールが付着している。色調は灰 白色を
呈する。138は T-5類 に属 し, 口径は約1lcmを測る。色調は灰自色を呈する。139は T―
6類かT-7類 に属 し,日径は約1lcmを 測る。色調は灰褐色を呈する。140は T類に属 し,
口径は約 12cmを 測る。色調は淡責色を呈する。141は T-6類 かT-7類 に属 し, 口径は
約12cmを 測る。色調は灰褐色を呈する。 142は T-6類 かT-7類 に属 し,日径は約12cm
を測る。色調は灰褐色を呈する。143は T-8類 に属 し,口径は約13cmを 測る。色調は浅
黄色を呈する。144は T-8類 に属 し, 日径は約15cmを測る。色調は灰黄色を呈する。
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145～ 147は青磁椀である。145は 口径約14cmを 測る。内外面は無文であり, 日縁端部は

外反する。全体に緑灰色の釉を厚 く施す。胎土は密であり,灰 白色を呈する。龍泉窯系椀

D類に属 し,14世紀後半のものである。146は 日径約15cmを 測る。内外面は無文であ り,

日縁端部は外反する。明緑灰色の釉を全体に施す。胎土はやや粗 く,灰 白色を呈する。龍

泉窯系椀 D類に属 し,14世紀後半のものである。147は 日径約 15cmを 測る。内外面は無文

であり,緑灰色の釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。年代は不明である。148

は青磁盤の底部破片である。底径は約12cmを 測る。高台内まで緑灰色の釉を施すが,外底

の釉を輪状に削 り取る。内底には模様を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。年代は

不明である。149は 青磁椀の底部破片である。底径は約 10cmを 測る。緑灰色の釉を高台内

まで施 し,外底の釉を削 り取っている。見込みには 2条の沈線を施す。胎土は密であ り,

灰白色を呈する。年代は不明である。

150は 自磁皿の底部破片である。底径は約 6 cmを 測る。白色の釉を施すが底部付近は露

胎であり,灰白色を呈する。自磁皿 1類に属 し,13世紀代のものである。

151～ 154は瀬戸美濃である。151は天 目茶椀の体部破片である。内面 と外面の上半には

黒色の鉄釉を地 し,高台付近には暗赤褐色の錆釉を施す。胎土はやや粗 く,灰黄色を呈す

る。焼成はやや不良である。古瀬戸後Ⅳ期に属 し,15世紀中頃～後半のものである。152

は香炉である。口径は約12伽 を測る。内外面に鉄釉を施すが,二次被熱を受けて暗緑灰色

を呈する。胎土は密であり,灰白色を呈する。古瀬戸中 I期に属し,14世紀初頭のもので

ある。153は卸皿である。日径は約14cmを 測る。体部上半に緑灰色の灰釉を施すが,内面

下半は露胎である。胎土はやや密であり,灰黄色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸後

H期に属 し,15世紀初頭のものである。154は梅瓶の体部破片である。外面には印花文 を

施す。灰釉を施すが二次被熱のため,ほ とんどキJ落しており,緑灰色を呈する釉がわずか

に残るのみである。古瀬戸中 I～ H期に属 し,14世紀前半のものである。

155は瓦器の体部破片である。器種は不明である。胎上はやや粗 く,焼成は不良である。

色調は浅責橙色を呈する。

156・ 157は瀬戸美濃の卸目付大皿である。156は 日径約30cmを 測る。口縁端部を水平に

折 り曲げており,責灰色の灰釉を全体に施す。胎土はやや粗 く,灰白色を呈する。焼成は

良好である。古頼戸後 m～ Ⅳ期 (古)に属 し,15世紀中頃のものである。157は 口径約 32

cmを測る。口縁部は内側に折 り返して突起を形成する。全面に浅黄色の灰釉を施す。休部

外面は競輯目が顕著である。胎土は密であり,灰白色を呈する。焼成は良好である。古瀬

戸後Ⅳ期 (古)に属 し,15世紀中頃のものである。

158は珠洲のす り鉢である。口径は約28cmを 測る。胎土はやや粗 く,灰色を呈す る。焼

成は良好である。珠洲Ⅳ期に属 し,14世紀代のものである。

68



発掘調査の成果

159は登器系陶器の甕の休部破片である。口縁部付近を外反させているが, 日縁端部は

残存していない。外面は茶褐色を呈し,内面は褐灰色を呈する。胎土はやや粗 く,焼成は

良好である。

160は珠洲の壼甕類の体部破片である。外面は 3 cm幅 に 9条の平行叩き目を施 し,内面
には当て具痕が残る。胎土はやや粗 く,焼成は良好である。色調は灰色を呈し,一部断面
のみが暗赤褐色を呈している。

遺物廃葉プロック 2出土品 (図版 55。 63・ 65の 161～ 173):161～ 168は 土師器皿である。

いずれも胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。161は T-5類 に
属 し, 口径は約 7 cmを 沢1る。体部外面に指押え痕が残る。色調は灰白色を呈する。162は

T-5類 に属す。日径約 8 cm,器高約 l cmを 測る。色調は淡黄色を呈する。163は T-5
類に属す。口径約 8 cm,器高約1.4cmを 測る。口縁部にタールが付着している。色調は黄

自色を呈する。164は T類に属 し, 口径は約 8 cmを 測る。色調は灰責色を呈する。165は R
-1類 に属 し,口径は約 9 cmを 測る。色調は黄白色を呈する。166は T-5類 に属 し, 日
径は約10cmを 測る。色調は責白色を呈する。167は T-6類 かT-7類 に属 し, 口径は約
10cmを 測る。色調は灰褐色を呈する。168は T-2類 に属 し,回径は約■cmを 測 る。内面
にタールが付着している。色調は灰褐色を呈する。

169～ 171は瀬戸美濃である。169は天 目茶椀である。口径約12cmを 測る。内面 と外面上

半には黒色の鉄釉を施すが,高台付近は露胎である。二次被熱を受けている。胎土は密で

あ り,灰白色を呈する。古瀬戸後皿期に属 し,15世紀前半のものである。170は平椀であ
る。口径は約16cmを測る。灰釉を施すが,二次被熱のため灰黄色を呈する。外面下部は露
胎である。胎土は密であり,色調は灰白色を呈する。古瀬戸後 I～ H期に属し,14世紀後
半～15世紀初頭のものである。171は梅瓶の体部破片である。外面に浅責色の灰釉を施 し,

3条からなる波状文 と2条からなる平行沈線を施す。また体部の上部は二次被熱を受けて

いる。胎土は密であり,灰責色を呈する。古瀬戸後 I～ H期に属し,14世紀後半～15世紀

初頭のものである。

172は珠洲の甕の体部破片である。外面に 3 cm幅 に 8条の平行叩き目を施 し,内面には

当て具痕が残る。胎土は密であり,焼成はやや良好である。色調は灰色を呈する。年代は

不明である。

173は鉄釘である。長さは7.5cm, 頭の下の幅は0.6cmを 測 り,重さは7.2gを量る。

遺物廃棄ブロック 3出土品 (図版55・ 65の 174～ 178):174は 土師器の受け皿であり, 日

径は4.5c14を 測る。胎土は密であり,焼成は良好である。色調は浅責橙色を呈する。14世

紀後半のものである。

175は 自磁皿の底部破片である。底径は約4.5cmを 測る。内面には釉を施すが,二次被熱
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を受けて灰白色を呈する。高台に扶 り込みがはいる。胎土は密であり,灰白色を呈する。

白磁皿16類に属 し,15世紀前半のものである。

176は土師器皿である。R-5類 に属 し,日径は約15cmを 測 る。胎土は密であり,焼成

は良好である。色調は灰褐色を呈する。

177は瀬戸美濃の卸皿である。口径は16cmを 測る。内面に浅責色の灰釉を施 し, 3条の

卸目が斜行 して入る。胎土は密であり,色調は暗灰色を呈する。焼成は良好である。古瀬

戸中Ⅳ期に属し,14世紀中頃のものである。

178は珠洲の変の体部破片である。外面に 3 cm幅 に 9条の平行叩き目を施 し,内面には

当て具痕が残る。胎土は密であり,色調は青灰色を呈する。年代は不明である。

区画 2遺構外出土品 (図版55。 65の 179～ 187)i179～ 183は 土師器皿である。いずれ も

胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。179は T-1類 に属 し,日

径は約10cmを 測る。色調は浅黄色を呈する。180は分類不明である。口径は約10cmを 測 る。

日縁部にタールが付着 し,色調は浅黄橙色を呈する。 181は T類に属する。口径は約1lcm

を測る。色調は灰褐色を呈する。182は R-5類 に属 し,口径は約 15cmを 測る。口縁部に

タールが付着し,色調は淡黄色を呈する。183は底部破片である。R-5類 に属 し,底径

は約 6 cmを測る。色調は淡責色を呈する。

184は青磁椀である。口径は約14cmを 測る。口縁部はまっす ぐに立ち上が り,外面に雷

文を施す。やや粗い胎土に明緑灰色の釉を施す。龍泉窯系椀 C2類に属 し,14世紀末～15

世紀初頭 ものである。185は 青磁の小杯である。口径は約12cmを 測る。口縁部は強 く外反

し,明緑灰色の釉が厚 くかかる。体部外面には衝描きの細い蓮弁文を施す。龍泉窯系杯Ⅲ

類に属 し,13世紀後半～14世紀中頃のものである。

186は瀬戸美濃の花瓶の体部破片である。浅責色の灰釉を外面に施す。胎土は密であ り,

灰白色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸後 I～ H期に属 し,14世紀後半～15世紀初頭

のものである。

187は珠洲の甕の体部破片である。外面は 3 cm幅に 8条の平行叩き目を施す。胎土は密

であり,焼成は良好である。色調は青灰色を呈する。年代は不明である。

(三浦英俊・九山 浩 )

(付〉1978年度調査におけるS101出 土の遺物 (第 39～ 41図,図版67・ 68の 1～ 53)

区画 2で検出された竪穴住居 S101は ,1978年 度に既に調査・完掘してお り,遺物 も全

て取 り上げた状態であった。しかし,当時の出土遺物は神岡町教育委員会で保管してお り,

それらの注記等からS101出土品の多くを特定することが可能であった。この中には近世

以降の陶磁器類もみられたが,こ れについては当時の調査に携わった都竹清隆氏のご教示

から,全て遺物取 り上げ時の混入と判断することができた。この資料は下館跡南辺の遺物
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様オロを考えるうえで,基礎的な資料として提示できるものであり,本稿において,その概

要を報告することとする。

出上遺物実測図は第39・ 40図に示しているが, この他にもS101周辺出土として取り上

げている遺物があり,参考資料として第41図に示した。なお詳細な計測データは別表11に

まとめ,巻末図版67・ 68に遺物写真を掲載している。

出土遺物の概要 (第39・ 40図,図版67・ 68の 1～ 41):出上した遺物には土師器,珠洲,

瀬戸美濃,青磁, 白磁などがある。

土師器皿 (第39図 。図版67の 1～ 16):37点出土しているが,そのほとんどが手づ くね

成形品であった。このうち主要な形態について記述すると,体部がやや屈曲ぎみに立ち上

がる6, 7は T-1類 に属する。口縁部を浅く一段撫でする3～ 5な どはT-5類 であり,

日縁部の調整を省略している8・ 11は T-6か T-7類 にそれぞれ分類することができる。

15は 口縁部を薄くし,強 く外反させて段をつけるもので, 日径も16cmと 大なりである。T

-3類に分類できる。なお 4・ 8の 内面にはタールが付着していた。

中国陶磁器 (第39図 。図版67の 17～ 24):17～ 20は 青磁であり,器種は椀が多い。17は

内外面無文の端反椀で,龍泉窯系椀D類にあたる。18。 19は いずれも龍泉窯系椀 C類に属

する雷文椀である。20は龍泉窯系椀Bl類の底部破片であり,高台が断面方形を呈してい

る。高台部の畳付とその内部は露胎である。また内底見込みには花文様をスタンプしてお

り,・ 外面体部には蓮弁文がみられた。21は 中国製の天目茶椀である。22～ 24は 自磁であり,

器種には椀と皿がある。22は椀18類にあたる端反椀であり,23・ 24は破片が小さいものの

皿17類に分類できるであろう。

瀬戸美濃 (第40図・図版68の 25～ 38):色々な器種が出上している。皿類や瓶類がやや

多く,天目茶椀や卸皿はあまりみられない。25。 26は灰釉を施す縁釉小皿である。いずれ

も古瀬戸後皿期の製品である。27～ 29は大窯第 1～ 2小期の皿である。灰釉を全面施釉し

ており,高台内には輪 トチン痕が残っている。30は天目茶椀の底部破片である。削り込み

の深い内反り高台で,周辺を露胎にしている。古瀬戸後Ⅳ期のものである。31は古瀬戸中

期後半の梅瓶,32は 古瀬戸中期前半の花瓶である。施される釉薬は,31が灰釉で32が鉄釉

である。なお31は二次被熱していた。34は鉄釉の筒型香炉である。古瀬戸後Ⅳ期 (古)で

ある。35も 同じく,鉄釉香炉の底部破片である。胴部下部に脚が付されている。古瀬戸後

期である。36は卸皿の口縁部破片である。日縁部の内側に小突起がめぐるが, 日縁部上面

は若千凹む程度である。鉄釉が施されており,古瀬戸後期の製品である。37は灰釉を施す

直縁大皿である。古瀬戸後Ⅲ期のものであり,二次被熱のあとが明瞭にみられた。38はす

り鉢の口縁部破片である。黒褐色の濃い錆釉を施しており,古瀬戸後Ⅳ期 (新)の もので

ある。
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第39図  1978年度調査におけるS101出上の遺物 (1)
(1～ 16土師器,17～ 20青磁,21中国製天目茶椀,22～ 24白磁)縮尺1/3
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第40図  1978年度調査におけるS101出 上の遺物 (2)
(25～ 38瀬戸美濃,39～ 41珠洲)縮尺1/3
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第41図  1978年度調査におけるS101周辺出土の遺物
(42青磁,43～ 45白磁,46～ 50瀬戸美濃,51～ 53珠洲)縮尺1/3

珠洲 (第40図 ・図版68の39～ 41):甕 とす り鉢が出上しているが,甕については細かい

体部破片がほとんどであった。39～ 41はす り鉢である。39は 口縁を水平にして面をとって

おり,さ らに端部を外方向につまみ出している。珠洲Ⅳ期でも後半のものであろう。40・

41は いずれも内傾した口縁端面に,櫛 目波状文が胞されている。珠洲 V期のものである。

なお図示していないが,登器系陶器の甕や, 自奄系陶器椀の体部破片も出上している。

まとめ :以上で述べたS101出 土遺物の概要を,江馬氏下館全体の時期変遷に沿って整

理しておこう。江馬氏下館跡 I期 (13世紀後半～14世紀)の遺物としては,T-1類 土師
器皿,青磁の連弁文椀,自磁の端反椀,古瀬戸中期の瓶類などが出土しているが,量的に
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まとまるものでなかった。出土品のほとんどは,方約一町の館が成立した江馬氏下館 HA

期からⅡB期 までのものであり,夕 くの種類の食器が出上している (14世紀末～15世紀後

半)。 細かい年代観についてみてみると,瀬戸美濃では古瀬戸後 H～ Ⅳ期のものが多く出

土していた。土師器皿もT-5'6・ 7類やT-3類 が多くを占めており,瀬戸美濃の年

代観 ともよく対応している。

出土遺物の下限年代を示すものは大窯第 2お 期ヽの灰釉皿であり,遺構の埋没年代が江馬

氏下館 HB期の終末 (16世紀初頭)であることがわかる。これはまた,江馬氏が館 と堀を

廃棄 し,本拠を移動するのと同じ時期でもある (神岡町教育委員会・富山大学人文学部考

古学研究室 1995)。 したがって, S101は そうした江馬氏の本拠地移動の過程で,廃棄さ

れたと考えてよいであろう。

(d)小  結
(中 田書矢・石井淳平)

1996年度江馬氏下館跡の発掘調査により,館の周辺利用についてより多く知見を得るこ

とができた。ここでこれらをまとめておきたい。

調査した地″ミは,館中心部からやや南に離れた河岸段丘の端に位置している。発掘の結

果から, この地域が,道路や柵によって区割りした中に,建物や上坑を配置する居住空間

であったことが半」った。出土する遺物には14世紀末からのものが多く, この区画の成立を

ほぼその頃に求めることができるであろう。これは館全体を整備する時期と一致するもの

である。1995年度門前地区の調査成果から,館外での営みが殿段丘のかなり広い範囲に及

んでいたことが明らかになっているが,南辺地区もまたその景観の一部をなすものである

と理解できた。館周辺の整備は,居館の堀や庭園の造成にあわせて行われたものであり,

ここにみられる館内外の変化は,当時の武家権門の新しい動向として位置づけられるもの

である (宇野1994b,刻 島ヽ1996)。

15世紀の最盛期をへて16世紀になると,南辺地区では遺構や遺物の廃棄を盛んに行った

ようである。館の堀の廃棄もこの頃であり,江馬氏の本拠移動にあわせて,遺跡全体がそ

れまでとは全 く異質な景観へと変化した。

次に,本年度調査地区と館門前との相違点を明らかにしておきたい。その主要な点は,

館門前の建物が全て堀立柱式であったのに対して,南辺の本調査地区には竪穴住居を伴う

区画があったことである。中世の竪穴住居は職人工房である可能性が考えられており (高

椅1992),本書付章において四柳嘉章氏が分析を行っている漆液容器の出土は,その性格

を端的に示すものであった。

以上のような職人 。工人の営みを,居館周辺の景観として復元できたことは,非常に大

きな成果であった。そしてこのことは,当時の武家館周辺の遺跡構造を理解するうえでも,

(大平愛子・中田書矢)大きな手がかりになるものである。
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4 段丘斜面の トレンチ調査

飛騨国高原郷は, 日本海側と太平洋側を結ぶ交通の要所である。高原郷を通過する中近

世の主要街道としては,越中と信州を結ぶ有峰街道,越中と飛騨を結ぶ越中東街道があり,

これらを連絡する脇街道があった。高原郷の中世城館跡がこれらの街道を意識して立地し

ていることは,既に本書第 2章で述べたとおりである。

下館が立地する殿段丘の段丘斜面中位,段丘端部から約 4m下には,かつての脇街道の

一つである「上宝道」が通っている。現在は段丘下の国道が生活道路となってお り,幅約

1.8mの この旧街道は周辺に居住する方々が時々徒歩で利用する程度であるが,かつては

周辺地域の商業地であった船津の町と上宝村方面を結ぶ高原郷の主要道であった。地元の

古老の話によると,段丘面の耕地を広げるために段丘斜面を埋めてからは道幅も狭 くなっ

たが,往時は牛馬が曳く荷車も通行するほどの規模であったようである。

本年度の調査では,調査区の西端から段丘下までの斜面部分に試掘坑を拡張して,耕地

化する以前の旧斜面を検出した。現在,段丘上端部と旧街道との中位に畑が一面あるが,

調査に際してはこの畑の西辺まで調査区の 3つの上層観察壁を延長し,幅約1.5mの試掘

坑とした。試掘坑はそれぞれ南側を 1ト レンチ,北側を2ト レンチ,中央を3ト レンチと

呼称する。 (大平愛子 )

(a)層  位 (図版31の 3・ 4。 32・ 34～ 36)
1～ 3ト レンチで地山面を検出したところ,段丘端部とI日街道の間に幅 3mほ どの平坦

面を確認した。段丘斜面には,段丘端部に盛られている畦の上が流れ込んでいるが,層 を

なしていない。旧街道面は,後世の耕地化に際して平坦面を拡張するため,西に幅2.5m

ほど土を盛 り,近世以降,段丘上面と同じく耕作地として利用している。そのため,平坦

面は段丘上面と同じ基本層序 (表土,土地改良土,旧耕作土,地山)が確認できる。

1ト レンチ・ 2ト レンチでは,第 1層 オリーブ褐色砂質土および第 2層暗褐色砂質上が

表土であり,現在の耕作土である。第 3層明黄褐色砂質上は盤土であり,以上の層は1972

年の土地改良時の客土である。第11層,第25～ 29層は土地改良以前の耕作上であり,中世

～近世までの遺物を包含する。第29層は耕作に伴って沈着した鉄分層である。この層が平

坦面と拡張部分にまで伸びていることから,平坦面の拡張が耕地化によるものと判断した。

3ト レンチでは, a層およびb層が表土, C層が土地改良土にあたる。旧耕作土は g層 ,

j層, k層 ,m～ r層が相当し, k層が鉄分層である。なお,各 トレンチとも鉄分層より

以下の土層は,耕地を広げる際に段丘斜面を埋め立てた上である。 (戸 田真美子 )

(b)遺  構 (図版30・ 31の 1・ 2。 33)

1～ 3ト レンチそれぞれにおいて確認できた段丘斜面の旧地形は,その中位に二段の平
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坦面を開削するものであった。段丘上面を上段とし,現在の畑に対応する中段の面を「平

坦面」,十日街道に対応する下段の面を「街道面」として,以下にその概要を記述 していく。

なお段丘端部と平坦面との比高差は約 3mであり,段丘端部と街道面との比高差は約 4～

5mである。

平坦面 (区画 3):各 トレンチで確認した平坦面の規模は,南北約25m,奥行 きは南か

ら順に 1ト レンチ3.06m, 3ト レンチ3.16m, 2ト レンチ5.86mを 測るものであった。北

西方向にやや張り出すようであり,南東から北西にかけて緩やかに傾斜している。この平

坦面の面積は現在の畑の面積とは対応しておらず,耕地化する以前の段階,すなわち中世

期の造成面であると考えることができる。またこの面においては, 1ト レンチで柱穴 3基 ,

2ト レンチで溝 1本 (S D08), 3ト レンチで柱穴 4基 を確認している。前後の時期の遺

跡の性格を考えると,これらの遺構は江馬氏下館跡の段階のものと推定できるであろう。

なお,平坦面の面上からは漆の塗膜が 1点出上している。

S D08:2ト レンチ平坦面の中央に位置する東西方向の溝である。検出長 4。 36m,幅

0.36～ 0.68m,深さ約0.20mを 測る。後世の削平によって溝の東側は残っていない。溝は

街道面に盛られた土と切 り合っているが,新旧関係は不明である。この溝内には柱穴が 4

基掘り込んであり,布堀り溝であったと考えられる。遺物は青磁椀 1点,珠洲す り鉢 1点 ,

土師器皿 1点などが出土している。

街道面 :1。 3ト レンチの西端部で確認した削平面である。調査区西に旧街道が隣接し

ていることから「上宝道」の一部であると判断した。街道面の東端から況存する旧街道西

端までを本来の幅とするならば,その幅は 1ト レンチで約 6m, 3ト レンチで約 7mであ

る。後世の耕地の拡張に伴って街道の東側部分を平坦面の高さまで埋め立ててお り,その

埋め立て土から土師器皿 7点,青磁椀 1点, 自磁皿 2′く,瀬戸美濃の折縁中皿 1′点・壼 2

点,珠洲の甕 1点・す り鉢 1点が出上している。

(C)遣  物 (図版56。 63・ 66)

(滝沢 匡 )

区画 3出土遺物

1ト レンチ出土品 (図版56。 63・ 66の 188～ 201):188～ 193は 土師器皿である。いずれ

も胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差異がある。188は T類に属 し,日径

は約 8 cmを 測る。内面にタールが付着している。色調は灰白色を呈する。189は分類不明

である。口径は約10cmを測 り,色調は浅黄橙色を呈する。190は T-6類 かT-7類 に属
する。口径は約1lcmを 測り,色調は黄褐色を呈する。191は T-6類 かT-7類 に属する。
口径は約12cmを測り,色調は浅黄橙色を呈する。192は T-6類 かT-7類 に属する。日

径は約12cmを測り,色調は浅責橙色を呈する。193は R-5類に属 し, 口径は約 15omを 測
る。色調は灰責色を呈する
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194は 青磁椀である。口径は約14cmを 測 る。体部外面に線描きの粗略な蓮弁文を持つ。

胎土は密であり,褐灰色を呈する。全面に くすんだ緑色の釉を施す。龍泉窯系椀 B2類 に

属 し,14世紀後半～15世紀前半頃のものである。195は青磁椀である。口径は約15cmを 測

る。休部外面に線描きの蓮弁文を持つ。胎土は密であり,灰色を呈する。全面に緑灰色の

釉を施す。龍泉窯系椀 B4類に属 し,15世紀後半～16世紀前半頃のものである。

196は 白磁口禿皿である。日径は約1lcmを 測る。口縁部はゆるく外反し,端部が口禿に

なる。胎土は密であり,灰白色を呈する。釉調は灰責色を呈する。自磁皿 1類に属 し,13

世紀中頃～14世紀中頃のものである。

197は 瀬戸美濃の水注であり,注目部つけ根の破片である。外面全体 と内面下方に浅黄

色の灰釉を施す。胎土は密であり,灰黄褐色を呈する。焼成は良好である。古瀬戸中期に

属し,14世紀前半のものである。198は 瀬戸美濃の直縁大皿の底部破片である。底径 は約

14cmを 測る。胎土は砂粒を含んでやや粗 く,灰責色を呈する。底部外面周辺は露胎である

が,体部内面上半には浅責色の灰釉を施す。古瀬戸後期に属 し,14世紀後半～15世紀後半

のものである。

199は 瓦器の火鉢の体部破片である。外面に 1本の隆線を持ち,そ の下部に雷文 を施文

する。胎土は石英・雲母片を多く含み,灰黄色を呈す。内外面は明褐色を呈す。焼成はや

や悪い。

200は全器系陶器の甕の体部破片である。外面を斜め上方になでた後,横方向になでて

いる。胎土は砂粒を多く含み,粗い。色調は外面が明赤褐色,内面が灰褐色を呈する。焼

成はやや悪い。

201は洪武通宝である。直径は 2 cmを測 り,重 さは3.Ogを量る。初鋳年代は明代であり,

初鋳年は1368年 である。

2ト レンチ出土品 (図版56・ 66の 202～ 217):202の みが遺構 (S D08)出土品である。

202～208は土師器皿である。いずれも胎土は密であり,焼成は良好であるが,色調には差

異がある。202は T類に属 し,口径は約 9 cmを測る。磨耗が著 しいため調整は不明である。

色調は灰白色を呈する。203は T類に属 し, 口径は約 9 cmを 測る。色調は灰黄色を呈する。

204は T-6類 かT-7類 に属する。国径は約10cmであり,色調は淡黄色を呈する。205は

T-6類 かT-7類 に属する。口径は約1lcmを 測 り,色調は浅責色を呈する。206は T―

6類かT-7類 に属 し,口径は約1lcmを 測る。内面全体にタールが付着している。色調は

灰褐色を呈する。207は T類に属 し, 日径は約12cmを 測る。内外面の胎上が劉落 している

ため,調整は不明である。色調は浅黄橙色を呈する。208は底部破片である。 R-1類 に

属 し,底径は約4.5cmを 測る。底面には回転糸切 り痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。

209は青磁椀である。口径は約14cmを 測 る。口縁部外面に雷文帯を持ち,全面に緑灰色
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の釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。龍泉窯系椀 C2類に属 し,14世紀末～15

世紀初頭のものである。

210は 白磁皿である。口径は約10cmを測る。体部は内湾気味にひらき,高台径約 4 cm,

器高約 3 cmの器形と推定できる。全面に白色の釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈す

る。白磁皿16類か17類に属 し,15世紀代のものである。

211は瀬戸美濃の香炉である。口径は約12cmを 測る。頸部はほぼ直立し,口縁端部は短

く外折する。外面及び口縁部内面に浅責色の灰釉を施す。胎土は密であり,灰 白色を呈す

る。焼成は良好である。古瀬戸後 H期に属 し,15世紀初頭のものである。212は瀬戸美濃

の卸皿である。口径は約 15cmを 測る。口縁部は内側に折 り返し,小突起を形成する。口縁

部内外面に浅責色の灰釉を施す。胎土は砂粒を含んでやや粗 く,明黄褐色を呈する。焼成

は良好である。古瀬戸後Ⅳ期 (古)段階に属 し,15世紀中頃のものである。213は瀬戸美

濃の折縁中皿である。口径は約16伽を測る。口縁部は一旦外折し,端部が短 く立ち上がる。

口縁部内外面に浅黄色の灰釉を施す。古瀬戸後Ⅲ期に属 し,15世紀前半のものである。

214は登器系陶器のこ甕類の体部破片である。磨耗が著 しく,内外面 とも調整は不明で

ある。胎土は砂粒を含み,やや粗い。焼成は良好であり,色調は灰色を呈する。

215は珠洲の甕の体部破片である。体部外面には 3 cm幅に 7条の平行叩き目を施す。胎

土は砂粒をわずかに含み,密である。焼成は違元硬質であり,色調は灰色を呈する。年代

は不明である。216は珠洲の壷甕類の体部破片である。体部外面には 3 cm幅に 7条か 8条

の平行叩き目を施す。胎土は砂粒が混じり,やや粗い。焼成は退元硬質であり,色調は灰

色を呈する。年代は不明である。

217は瀬戸美濃の盤類の体部破片である。体部外面上方に浅責色の灰釉を施す。胎土は

砂粒を含んでやや粗 く,外面は淡黄色,内面は責橙色を呈する。焼成は良好である。古瀬

戸後Ⅲ～Ⅳ期 (古)段階に属 し,15世紀中頃のものである。

3ト レンチ出土品 (図版56・ 63・ 66の 218・ 219):218は 白磁皿である。日径は約10cmを

測る。体部は内湾気味にひらき,高台径約 4 cm,器高約 3 cmの器形と推定できる。全面に

自色の釉を施す。胎土は密であり,灰白色を呈する。自磁皿16類か17類に属 し,15世紀代

のものである。

219は不明銅製品である。長さは2.2cm,幅は0,6cmを 測 り,重さは4.2gを量る。内側に

もみがらが付着している。                       (野 水晃子)

(d)小  結 (第42図 )

本年度に行った トレンチ調査によって,下館跡南辺の区画と古街道が近接した位置関係

にあることが判明した。当時の街道と考えられる面は,堀立柱建物や竪穴住居を検出した

段丘面から4m程下がったところで確認できた。 トレンチ内では僅かな範囲しか検出して
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いないが,現存する古道の位置も考慮に入れると,そ の道路幅を約6.5m前後に復元する

ことが可能であろう。さらに道際の施設として,段丘崖の中位に小規模な平坦面を造成し

ていることも判った。平坦面は幅 3～ 6mの規模であり,道路面よリー段高 く,こ れにほ

ぼ平行 して造られているものである。面上には溝・柱穴などの中世遺構がみられ,館周辺

の施設が,道路に接するところまで広がっていたことが明らかになった。

飛騨国高原郷は越中・飛騨・信濃を結ぶ交通の要衝であり,江馬氏にとってこの地を支

配することは,軍事・商業の両面で大切な意味をもつことであったのであろう。そして本

拠地である下館跡もまた,その意識のもとに成立していたようである。

武家居館と交通路の関わりについては,周辺景観の在り方も考えながら,考察の章にお

いてさらに検討を加えたい。 (大平愛子 。中田書矢 )

(至船津

'

第42図  1996年 度調査地区の地形鳥嗽図

(等高線自動計算ソフト [TN CONTOUR Ver3]で 作成,北から)
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第 4章 考 察

1 遺構の考察

(a)遺構配置の変遷 (第43～ 48図 )

今回の調査では,館南辺において掘立柱建物 7棟・柵列 3列 を復元し,竪穴住居 2棟を

確認した。遺構に伴う遺物が十分に出上しておらず,遺物から各遺構の年代を決めること

は難しい。しかし,南辺地区全体で出上した遺物の年代は14世紀末以後のものがほとんど

であり,掘立柱建物の主軸方位が館内のA期建物と概ね一致することから,南辺の土地利

用は居館を造成するのとほぼ同時期に始まったと考えられる。

ここでは発掘調査によって検出した遺構の配置と構成,遺構の重複状況,遺構出土遺物

の検討などを重ねることによって,遺構配置の変遷を復元的に整理することとする。

なお S B14は どの建物とも重複していないため,他の建物との前後関係は不明である。

そのため本報告ではいずれの段階にも入れていない。

江馬氏下館 I期 (13世紀後半～14世紀中頃,第 46図 )

門前地区では総柱式掘立柱建物が散在する景観がうまれたようであるが,南辺地区には

この時期にあたる遺構は確認できていない。

江馬氏下館 Ⅱ期 (14世紀末～16世紀初め)

この頃に南辺地区の土地利用が始まったようであり,旧街道に接する段丘斜面に平坦面

を造成している。付章に示す遺跡探査の成果では,区画 1と 区画 2の間に電気抵抗が高い

帯状の部分があり,こ の部分には遺構もほとんど存在しないことから南北方向にのびる道

路があったと考えられる。道路の東側に掘立柱柵列 S A12を設けて, 2つの方形区画とし

て利用していたようである。

館内や門前地区においては建物の主軸方位の違いによって,更に 2時期に細分しており,

本地区でもそれぞれの時期に対応する変遷案を示すこととしよう。

江馬氏下館ⅡA期 (14世紀末～15世紀前半,第47図):堀 と庭園を造成し,居館を整備

した時期である。門前地区では柵列による方形の区画を設け,画一的な側柱式建物群が出

親している。南辺地区の区画 1では掘立柱建物 S Bllがみられ,区画 2では掘立柱建物 S

B15と竪穴住居 S102が配置されている。中世の竪穴住居は職人工房である可能性が考え

られており,付近より漆液容器が出上したことは漆職人の存在を示唆している (漆器の塗

膜分析については本書付章の四柳嘉章氏論考にくわしい)。 なお S All・ 12は他の建物や

柵列と重複しないことから,次のHB期まで長期に渡って存続したと考えておく。
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第43図 館内地区における建物・柵列の主軸方位

X草由 I期

健 型 堅

ⅡA期

第44図  門前地区における建物・柵列の主軸方位

X草由

I期  工A期  ⅡB期

I期   IAtt  IB期

I期  ⅡAtt  IB期
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第45図 南辺地区における建物・柵ア1の主軸方位
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第46図 江馬氏下館 I期の遺構配置図 (13世紀後半～14世紀)縮 尺1/1,250

江馬氏下館 IB期 (15世紀後半～16世紀始め,第 48図 ):館内や門前地区では軸の異な

る建物に建て替えているが,南辺地区にはそういった状況がみられず,基本的にはHA期

の区画割・建物の配置を継承している。区画 1に は掘立柱建物 S B12・ 13が成立し,こ の

建物は土間状遺構 S X01を伴っている。土間状遺構の用途は明確ではないが,付近の柱穴

から漆液容器が出上していることを考慮すると,漆塗のための作業場であった可能性が考

えられる。区画 2に は掘立柱建物 S B16。 17と 竪穴住居 S101が配置されており,前段階

と同様の手工業生産の場であったと考えられる。

●掘立柱建物
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朗1田
|

至上宝

「上宝道」

○礎石建物

●掘立柱建物

薄いトーン部分は推定される道路

第47図 江馬氏下館HA期の遺構配置図 (14世紀末～15世紀前半)縮尺1/1,250

16世紀は江馬氏が館 と堀を廃棄 し本拠を移動する時期であるが,南辺地区ではこれにあ

わせて遺構や遺物の廃棄を盛んに行っている。特に S X01では被熱 した礫と遺物を共に廃

棄 している状況がみられた。また段丘西端では盛土地業によって従来の建物柱穴などを埋

め立てており, この頃を境として遺跡全体がそれまでとは全 く異質な景観へと変化 したと

考えられる。

江馬氏下館 Ⅲ期 (16世紀以降 )

この頃の江馬氏の本拠は段丘野尻の東町城に移動 しており,殿段丘は近世になってから

84
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第48図 江馬氏下館 HB期の遺構配置図 (15世紀後半～16世紀初め)縮 尺1/1,250

耕地として再開発されている。南辺地区では段丘斜面の盛上を壊して石積みを造成してい

るが,こ れは近世の耕地化に伴うものであろう。同時に耕地面積を確保するために段丘の

西側斜面を埋め立てており, これによって旧街道の道幅が狭められたようである。

1/Jヽ野 基・清水あゆ美 )
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X座標～-78mの範囲 O検出レベル

●底面レベル

江馬氏城館跡 III

ｍ
　
標
高

　

４５６

区画 1

-20 -10 m
Y座標

第49図 柱穴 レベルをもとにした I日地形
の復元 (南から)

(b)旧地形の復元 (第 49図 )

1996年度調査地区は河岸段丘の西辺端

部に位置しており,遺構を検出した地山

面は東から西に傾斜していた (その標高

差は約 lm)。 調査区内のY座標-20m

と-30m付近には段差があり,近世の耕

地化に伴う削平によるものと考えられる。

しかし削平を受けた部分 も含め,調査地

区全体で多くの柱穴を検出することがで

きた。これらの柱穴の深さが本来は同程

度であったとするならば,その底面レベ

ルが削平以前の地形をより正確に反映す

るものと考えられる。また柱穴の検出レ

ベルとの比較によって,以後の削平の程

度も推定できるであろう。ここでは柱穴

の検出レベルと底面レベルを用いて,旧

地形の復元を試みてみたい。

第49図には標高値を縦軸,座標値を横

軸とする調査地区の東西断面図を示した。

これは掘立柱建物・柵列を構成する柱穴

データから作成したものであり,上線が

検出面における地形を,下線が柱底レベ

ルが示す地形を表している。作図はX座

標軸を主軸とする幅 6mご とで行ってお

り,それぞれを比較することによってよ

り詳細な地形的変化を読み取ることがで

きる。ここでは掘立柱建物の多い調査区

南半 (X座標,-84～ -96mの 範囲)で

の検討が容易であった。

以上の作業から復元できる地形は区画

1がほぼ平坦な面をなし,区画 2では西

にやや傾斜するものであった。また区画

1と 区画 2の間にある段差は,後世の削

ｍ
　
標
高
　
４５６

-30

X座標 -90m～ の範囲

-10 m
Y座標

O検出レベル

●底面レベル

X座標-78～ -84mの 範囲 ○検出レベル

●底面レベル

X座標 -84～ -90mの範囲

Y座標

O検出レベル

●底面レベル
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平以前にもあったようであり,その比高差は0,6m前後であったと考えられる。

付章に示す遺跡探査の成果からは,こ の段差の西側に電気抵抗が高い帯状の部分があり,

区画の間をはしる南北道路であったことを示していた。このように南辺地区においては,

柵列や道路だけでなく,段差をつけることによって区画を設け,居住空間を分けていたよ

うである。

(C)掘立柱建物 (第 50～ 55図,第 10～ 13表 )

(戸 田真美子 )

江馬氏下館跡では,1995年度調査の問前地区で 8棟,1996年度調査の南辺地区で 7棟の

掘立柱建物を復元した (第50図 )。 本稿では主成分分析・クラスター分析を用いて,掘立

柱建物の諸属性の関係を整理し,江馬氏下館跡の堀立柱建物群のあり方の把握を試みてい

こう。

なお統計処理に使用したソフトウェアは「SPSS for Windows BASE System」 。「Pro‐

fessional Statisuics」 である。

分析の方法 :分析に使用した変数は [梁行][梁行平均][桁行][桁行平均][柱穴長径平

均][面積][柱穴深さ平均][柱穴総土量][柱穴土量平均]である。まず全ての変数に対して

主成分分析を行い,変数同士の相関関係を概観する。主成分分析の結果に基づき,相関係

数 '相関性の検定,散布図を用いて変数同士の相関関係を個別に検討する。次にクラスタ

ー分析を用いて,建物の分類を行う。さらに,主成分得点の散布図からクラスター分析で

分類した建物群がどの様な属性に特徴を持つのかを検討する。

変数の概要 (第51図・第10表):第 51図は多変量解析による江馬氏下館の堀立柱建物の

分析結果である。上は主成分負荷散希図である。主成分は主成分 3ま で出力し,寄与率は

主成分 1が 43。 4%,主成分 2が27.5%,主成分 3が14.7%で累積寄与率が85。 5%である (第

第50図 門前・南辺地区における建物概略図 縮尺1/1,250
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第51図 多変量解析による掘立桂建物属性の分析結果

10表 )。 主成分 1-2の 散布図をみると [柱穴土量平均][柱穴深さ平均][柱穴総土量]が

近い位置にプロットされることから,互いに高い相関を持つと考えられる。さらにこれら

と [桁行平均][梁行平均]が主成分 1=0を はさんで反対の位置にプロットされることか

ら,[柱穴土量平均][柱穴深さ平均][柱穴総上量]と [桁行平均][梁行平均]が負の相関

をもつと考えられる。また柱穴に関わる属性のうち [長径平均]のみが主成分 1の方向に

出力せず,柱穴の土量を示す属性との相関が低いと考えられる。 [面積][桁行][梁行]と

いった建物規模を表す属性は主成分 1-2では[面積]と [桁行],主成分 1-3では [面
積]と [梁行]が近い距離にプロットされる。これらと柱穴の属性は,やや負の相関にあ

ると思われる。

第51図下は変数のクラスターである。近い距離で結合する変数ほど高い相関がある。[柱

穴深さ平均][柱穴土量平均][柱穴総土量]が クラスター 1,[桁行][面積]が クラスター

2,[桁行平均][梁行平均]がクラスター 3を形成する。クラスター 1は柱穴土量に関わ

る属性, クラスター 2は建物規模に関わる属性, クラスター 3は柱間距離である。 [梁行 ]

は建物規模を示す属性から,[柱穴長径平均]は柱穴に関わる属性から遠い距離で結合す

る。
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第10表 掘立柱建物の主成分統計値表
固有値 寄与率   累積寄与率

分

分

分

分

分

分

分

分

分

成

成

成

成

成

成

成

成

成

主

主

主

主

主

主

主

主

主

3.90672

2。 47173

1。 31965

0。 67987

0,39033

0。 19334

0.01974

0.01158

0.00704

43.4%

27.5%

14.7%

7,6%

4.3%
2.1%

0.2%

0,1%

0,1%

43.4%

70。 9%
85.5%

93.1%

97.4%

99.6%

99.8%

99.9%

100,0%

第11表 掘立柱建物の主成分負荷行列表
属  性 主成分 1 主成分 2  主成分 3

行

均

行

均

平
　
　
平

行
　
　
行

梁

梁

桁

桁

面    積
柱 穴 総 土 量

柱穴深さ平均

柱穴長径平均

柱穴土量平均

-0,38276

-0,70950

-0.15726

-0.86878

-0.44894

0。 77432

0,97436

0。 01749

0.85236

0。 23789

0。 40560

--0。 92189

0。 25553

--0。 70684

-0.21510

--0,02247

0,80891

0.36701

0,76465

0。 27565

0.05813

--0。 11837

0。 53568

0.48346

0.02507

0。 21412

0.27279

第12表 掘立柱建物の主成分得点表
建物 主成分 1 主成分 2  主成分 3

門前

門前

門前

門前

門前

南辺

南辺

南辺

南辺

南辺

南辺

南辺

1

2

3

4

5

11

12

13

14

15

16

17

―-1.65173

0。 35521

1.04024

-1.01869

1.29220

-0。 74625

-0.02307

-0。 28798

-1。 15512

0。 11266

0.72484

1.35768

―-0。 44708

--0,79496

--0.09868

--2.11034

--1.07987

0.58603

0。 48518

1.39376

0。 91958

0.05461

1.08103

0.01074

1。 48588

-0,00063

0.08753

--0.05054

--1.61471

--1.18149

--0,02318

--0.54833

--1.16441

1.05625

1.19788

0.75574
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以上みてきたように変数のクラスター分析は主成分負荷散布図の結果とほぼ一致し,特

に主成分 1-2と 一致することがわかる。

相関関係の検討 (第 52～ 55図・第13表):第 13表は相関行列表である。上段がピアソン

の相関係数で下段のP=が有意確率である。1%で棄却されるものは [面積]一 [桁行],[柱

穴深さ平均 ]一 [桁行平均],[柱穴総土量]― [柱穴深さ平均],[柱穴土量平均]― [柱穴深さ

平均],[柱穴土量平均]― [柱穴総土量]である。 5%で 棄却されるものは[桁行平均]― [梁

行平均],[柱穴深さ平均]― [梁行平均],[柱穴長径平均]― [桁行],[柱穴総土量]― [桁

行平均],[柱穴柱穴土量平均]― [桁行平均]である。主成分 1の負荷量が正の値をとる [柱

穴土量平均][柱穴深さ平均][柱穴総土量]の組合わせは,それぞれ有意確率が 1%以下で,

相関係数 も 0, 7を 越えるなど高い相関があることがわかる。主成分 1の負荷量が負の値

をとる [桁行平均][梁行平均]は,[梁行平均]が [柱穴深さ平均]と の有意確率が 5%

以下で相関係数が-0, 6,[桁 行平均]が [柱穴深さ平均]と の有意確率が 1%以下で

相関係数が-0, 8,[柱 穴総土量][柱穴土量平均]と の有意確率が 5%以下で相関係数

は-0, 6で ある。したがつて, ピットの上量と柱間距離の間には負の相関関係があると

考えられる。

第52図 は柱穴の諸属性の相関図である。 [柱穴土量平均]と [柱穴深さ平均]の散布図

をみると,主成分負荷散布図と相関行列表で確認したように正の相関関係にあることがわ

かる。 [長径平均]は主成分 1では限りなく0に近い値をとり,相関行列表からも [柱穴

土量平均]や [柱穴深さ平均]と いった柱穴に関わる変数 とは相関がないと考えた。 しか

し,[長径平均]と [柱穴土量平均]散布図をみると,若千,正の相関関係があると考え

られる。一方,[長径平均]と [柱穴深さ平均]は ほぼ無本目関である。

第53図 は柱間距離と柱穴規模の相関図である。相関行列表で確認したように,全て負の

オロ関関係があることがわかる。

第54図 は面積 と柱穴規模の相関図である。 [面積]は主成分 1が -0, 4と やや負の値

をとり, ピットの上量を示す属性とは若千負の相関があると考えられる。相関行列表では

[柱穴深さ平均][柱穴総土量][柱穴土量平均]と の有意確率は 5%以上で棄却されず相関

があるとはいえない。しかし,[面積]と [柱穴土量平均][柱穴深さ平均][柱穴総土量 ]

の散布図をみると,50m2を越える建物では [柱穴総土量]は [面積]に比例 して増加 して

いないが,面積が50m2以下の小型の建物では正の相関があることがわかる。従って建物の

規模が一定以下であれば,建物規模 と柱穴規模の間には正の相関関係があるといえる。一

方,主成分 2=0を はさんで反対の位置にプロットされ,負の相関があると考えた [面積 ]

と[柱穴長径平均]は無相関である。

第55図 の左下の図に,これまで検討 してきた変数オロ互の関係から,主成分の座標の意味
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第52図 柱穴の諸属性の相関図

付けを示 した。主成分 1は正方向に向かって柱穴土量が多くなり,負の方向に向かって柱

間距離が短 くなる。主成分 2は面積 と桁行が負の方向に現れ,負の方向に向って面積が大

きく細長い建物になる。主成分 3はほぼ全ての変数が正方向に出力する。特に梁行 と面積

が大きな値 をとることから,主成分 3は規模が大きく,正方形に近い形の建物を示 してい

るといえる。

建物の分類 (第55図):第55図は多変量解析による堀立柱建物の分類図である。クラス

ター 1は 門前地区S B03・ 南辺地区 S B12・ 16, クラスター 2は門前地区S B02・ 南辺地

区 S B12・ 15, クラスター 3は南辺地区 SB■・ 13・ 14,ク ラスター 4は門前地区 S B01,

04である。江馬氏下館 I期にあたるS B01と HB期にあたるS B04は他の建物と最 も遠 く

で結合する。クラスター 1, 2, 3は 門前地区にある江馬氏下館 H期の建物 と南辺の全て

の建物が含まれる。クラスター分析による建物の分類は時期別,地点別でなんらかのまと
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第関図 柱間距離と柱穴規模の相関図

まりをみせるかと思われたが,ク ラスター 3が全て南辺の区画 1の建物である以外は明確

な関連は無いようである。

次に主成分得′ミグラフからクラスター分析で分類された建物がどのような特徴を持った

建物であるかを述べる。

クラスター 1=柱穴土量が最も大きく柱間距離が最も短い。建物規模は小さい。

クラスター 2=ク ラスター 2-1, 2-3と の中間的な柱穴土量,柱間距離をもつ。
建物規模は若千大きい。門 2・ 南12・ 15である。

クラスター 3=最も土量が少なく,かつ柱間距離が大きい建物である。建物規模はや

や小さい。正方形に近い建物である。南11・ 13・ 14であり,全て南辺

地区の区画 1の建物である。

クラスター 4=建物規模,柱間距離が大きく,柱穴土量の少ない建物である。これら

21

梁行平均
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第54図 建物面積と柱穴規模の相関図

は門前地区の江馬氏下館 I期 とコB期の建物である。門 1は総柱式掘

立柱建物,門 4は馬屋である。

まとめ :以上の様に,建物の属性に主成分分析を行い,そこで碍 られた主成分負荷散布

図から変数同士の関係を視覚的に把握した。ついで,主成分散布図で認められた変数同士

の関連を相関係数や散布図を用いて明らかにした。その結果から得られた情報をもとにク

ラスター分析により分類された建物群を説明した。門前地区と南辺地区はその空間の性格

が異なり,存続期間も100年以上に及ぶため,当初は主成分分析やクラスター分析の結果

が地区毎の建物の性格の差や時期毎に差を反映するのではないかと推定していたが,明確

な差はみられなかった。しかし,柱間距離と柱穴の上量の間に明確な相関がみられるなど,

建物を構成する属性間の関係を明らかにすることができた。本来はクラスターで分類した

建物群に意味を与え,変数間にみられた相関の因果関係を説明する仮説の構築を行うべき
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であるが,今回はそこまで踏み込んだ分析を行うことができなかった。今後は建築史的な

研究成果などと照らし合わせ,よ り必然性の高い解釈を導きだすことが必要である。

(石井淳平)

(注 )

1 それぞれの主成分において,全ての建物の変数の分散のうちの何%が表せるかを示した数値。

寄与率の合計が累積寄与率で通常,累積寄与率は70%か ら80%を 越えることが望ましいとさ

/Lる 。

2 主成分の係数と変数の相関係数を主成分負荷量という。-1<R<1の 値をとり,絶対値が

大きいほど相関が高 く,正値をとると正の相関関係,負値をとると負の相関関係となる。す

なわち,因子負荷量の絶対値の大きい変数ほど主成分得点に反映されやすいと言える。

3 この場合は, 2組の変数が相関係数=0の母集団から抽出されたと仮定して,そ の標本の示

す分布が起こり得る確率。通常 1%ないし, 5%以下の場合はほとんど起こり得ないことが

起こったとみなし,相関係数=0の母集団から抽出されたという仮定が否定される。したが

って, 2組の変数の間にはなんらかの相関があると考える。

(d)石積み (第 56～ 61図 )

本年度の調査では河岸段丘の北西

端に沿う二方向の石積みを確認したc

江馬氏下館における石積み遺構とし

ては,このほかに1978年度に調査し

た例があり, また多くの石材を使用

した施設として館内部の園池がある。

ここでは各遺構の石材について岩

石種と大きさに注目し,その使用法

の比較を試みることとしよう。

なお,本文中における石材の寸法

は,長径,短径,控え (園池につい

ては高さ)の平均値である三軸平均

径で示している。

1996年度調査の石積み (図版46・

47,第 32・ 59図):こ の石積みは居

館が廃棄された頃 (江馬氏下館HB

期末)の整地面を削平して築いてお

り,おそらく近世の耕地化にあわせ

／

乱

岬

第50図 江馬氏下館の石積み遺溝 縮尺1/1,500
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て造成したものであると考えられる。一部が崩壊しており,遺存高は残りの良いところで

90cm程であった。

まず岩石種に注目すると,船津花商岩が77。 7%と 大部分を占めており,これ以外のほと

んどは河床礫とその破片である。岩石種別の石材寸法をみると,船津花南岩では10cm前後

のものが最も多く,15～ 35cm程のやや大きいものが10個ほどある。そして船津花聞岩以外

の岩石では 5～ 20cmの ものが定量みられた (第59図 )。 積み石の主体は寸法20～ 30cmの石

材であり,小破片はそれらの詰石に用いていたようである。

1978年度調査の石積み (第56～ 58・ 60図 ):館東部の山裾で検出した石積みであり,南

堀の延長部分に沿うようにして北方向に湾曲している。 3重の石積みが築かれてお り,高

さ1.5m程のものが内側を,高さ lm程のものが外側をめぐっている。最も外側の石積み

については記録類が不十分であった為,データ化できなかった。

積み石の岩石種に関する記録は存在しないが,当時の写真からは河床礫が多いように見

受けられる。使用石材の寸法は15cm前後のものが最も多いが,基底部に用いている25～ 60

cmの大きなものが目立つ。1996年度調査の石積みと比べると,こ こではやや大きめの石が

多いようである (第 60図 )。
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第50図  1978年度調査 D地区石積み写真 (南から)
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園池の景石 (第 56・ 61図):1995年度調査では園池地区で検出した景石 。礫について石

材観察表を作成 してお り,石材の使用法を分析 している (神岡町教育委員会 。富山大学人

文学部考古学研究室 1996)。 この成果によると,園池の使用石材は岩石種による使い分け

を周到に行っていたと考えられる。すなわち景観上重要な景石には大型の船津花蘭岩を使

用し,汀石には色彩が鮮やかなホルンフェルス転石を使用していた。また10cm未満の船津

花商岩は撒き石 として用いていたようである (第61図 )。

まとめ :以上のように個々の遺構について,岩石種とその大きさの関係をみてきた。ま

ず居館の付属施設である1978年度調査石積みと園池については,大型石材の使用という共

通点を指摘することができた。また園池では岩石種の使い分けを周到に行っており, この

ことは各景石の視覚的効果を意識した為と推察される。一方,1996度調査の石積みの石材

は小さく, また岩石種による使い分けも見られない。これは造成工事に対する丁寧さの違

いによるものであろう。 (滝沢 匡)

2 遺物の考察

本年度の調査地区からは594片・口縁部15.14個体分の中世食器が出上し,江馬氏下館全

域における出土総数は4800片・口縁部171.07個体分に達した。江馬氏下館では居館の内外

をわける空間の設定が明瞭であり,食器を種類・用途別に計量することによって,遺跡に

おける生活相の違いを把握することが可能である。

ただし調査で確認できる各遺物の出土状態は一様でなく,その分布には様々な要因が働

いていると考えなけらばならない。具体的には,廃棄された遺物が二次的に移動・散逸す

ることが想定できるであろう。遺跡内での食器様相の違いを理解する場合には,こ ういっ

た状況をどのように評価していくかが大切な課題である (小野1991b)。

本節では食器類の使用から廃棄に至る過程を考えるため,遺物の接合状況と破片分布の

左 り方について検討を加えることとしよう。

(a)遺物の接合状況 (第 62・ 63図 )

まず個体識別が容易である陶磁器類の接合状況について考えてみる。接合を確認できた

資料は総数2106′くのうち僅か40例であった (出土地点の記録が明確なもののみ,第62図 )。

これらの接合資料は遺跡内で多様に分布しており,ほぼ同地′点で接合する例から10m以上

も離れて接合する例まである。特に大きく離れていたのは第62・ 63図 -9の中国製天目茶

椀であり,南辺地区S101と 館外北方とに別れて分布していた。この他の多くが未接合の

破片であり,遺跡における遺物片の移動がかなり複雑で広範囲に及漆ものであったと推測

できる。

こういった状況が生じる要因としては,江馬氏時代における自然災害や整地地業,後世
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第62図 江馬氏下館における中世遺物の接合関係図 縮尺1/1,500
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(1～ 8瀬戸美濃, 9中国製天目茶椀,10中 国製褐釉壷,11・ 12珠洲)縮尺1/3
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の耕地化に伴う景観の変化などがあったであろう。例えば南辺地区 S X01に は被熱した

礫・陶磁器が投棄されていたが,遺構付近は火をうけておらず,これは他所で焼かれたも

のを人為的に移動 。投棄した結果と考えることができた。同じ様な投棄は館北堀を埋める

際にも行っており (神岡町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室1995),館 を廃棄

する江馬氏下館HB期末に火事場整理のような行為があったことが想定できる。このよう
に考えた場合,遺跡内に分布する食器が本来それぞれの地点で使用された道具であったと

認識するのは難しいであろう。

(b)遣物の出土状況 (第 64～ 第68図,第 14～ 19表 )

前述したような資料の制約を理解しつつ,遺跡内における食器様相の違いを検討するこ

ととしよう。この課題については遺跡の各地フ点における食器出土量と食器組成を比較する

ことが基礎的な方法である (小野1984b)。

まず食器の出土量については,破片数をもとにした等量線図を作成して,その分布傾向

を把握することとした。図化は等高線自動計算ソフト (TN‐CONTOUR Ver.3)を 用い

て行い,各種食器の出土量に応じて等量線を設定した。

全体的な傾向としては館内外の広い範囲から食器が出上しており, とりわけ館内部に偏

って出土する傾向が強い。また館内での分布については,いわゆるハレ向の空間に少なく,

台所や常御殿などのケの空間に多い傾向がある (第64図 )。 こうした傾向は,土師器皿の

出土状況として特に顕著にあらわれており,館外ではいくつかの遺構ごとに若千まとまる

程度であった (第65図 )。 これに対して,国産無釉陶器や中国陶磁は釘外から多量に出土

していることが指摘できる (第 66～ 68図 )。

次に各遺構からの出土品に資料を絞り,生産の場に力点をおく種類別の食器組成,使用

の場に力点をおく用途別の食器組成を算出して比較を行った (宇野1992)。 遺構単位では

出土量の多寡に関わらず,土師器皿の占める比率が高いことがわかる。館内外では陶磁器

類の構成比率が異なっており,館内では瀬戸美濃の食膳具の比率が高く,中国陶磁器の食

膳具を上回る状況が一般的にみられた (第 14～ 19表 )。

本遺跡における食器様相は居館の内外で明確に区分することができ,特に上師器皿の出

土量と陶磁器類の構成比率が明確に相違していた。同じ遺跡内においてこのような差異が

生じる理由は,それぞれの空間がもった機能差・階層差に基づ くとするのが最も妥当な解

釈であろう (小野1991b)。 例えば中世の上師器皿は儀礼的食器であり (藤原1988),館内

は上器を用いた儀礼祭万Eが盛んな公的空間であったと考えられる。

なお門前地区の竃 。土坑の廃棄例では土器比率が低 く珠洲の比率が高いが,Vヽずれも館

が本格的に整備 される前の江馬氏下館 I期に遡る資料であり,土器を用いる儀礼祭祀が盛

んになった江馬氏下館 H期の段階と区分できるであろう。
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第14表 江馬氏下館 :堀跡毎の種類・器種別食器組成
種類・器種/堀跡 南堀 (I日堀) 南堀 (新堀) 西堀 (箱堀 ) fIヒリロ

土 師 器   皿
小  計

1.82(70
1.82〔 95。 3%〕

7.98(139)

7.90〔 79。 7%〕

0。 64( 63)

0。 64〔 78,0%〕

2.15(29)

2.15〔 43.5%〕

瓦   器 火鉢・風炉
小  計

0.03(→
0.03(1.0%〕

0,08( 7)

0.00〔 0.8%〕

0,13( 6)

0.13〔 15。 9%〕

0。 31( 2)

0。 31〔 6.3%〕

甕

鉢

計

壷

す

小

洲珠 (4)
(  1)

※

0。 94(32)

0.06( 2)

1.0(10,0%〕

(1)

※

0。 5<12)

0.05( 2)

0.59〔 11.9%〕

登器系陶器   甕
/」ヽ 計

(4)
※

(6)
※

(5)
※

白竃系陶器  椀
/Jヽ 計

(2)
※

瀬 戸 美 濃 天目茶椀

椀

皿

盤

壼 ・ 瓶

す り 鉢

卸   皿

不  明
小  計

0.06( 1)

( 1)

(2)
(2)

0.06(3.1%〕

0。 46(10

0.03( 2)

0,04(  3)

(5)
0.12( 14)

(2)
0,65〔 6.5%〕

(1)
(1)

0。 05( 1)

( 1)

(

0,05〔 6.1%〕

0.5( 2)

0。 18(  2)

0.47(  6)

0。 18(  5)

(2)
0。 13(  2)

0.24(  1)

(  1)

1.7〔 34.4%〕

中国陶磁器 青磁 椀
皿

自磁  椀
皿

青花 皿
小  計

(3)

(2)

※

0。 23(9)

(1)
(1)

0.04(  1)

0.03(  1)

0.3〔 3.0%〕

(1)
(1)

※

0.13(

0.06(

0。 19〔 3.9%〕

総 計 1.91個体分

102破片

10.01個体分

235破片

0。 82個体分

79破片

4.94個体分

80破片

考  察

(日縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。〔括弧内〕には堀跡毎の個体数比率を示した。
※は存在するが個体数比率が数値として表れないもの。)
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第15表 江馬氏下館 :堀跡毎の用途・種類別食器組成
用途・種類/堀跡 南堀 (十日堀 ) 南堀 (新堀) 西堀 (箱堀 ) 北  堀

食 膳 具 土 師 器

白奄系陶器

瀬 戸 美 濃

中国陶磁器

小   計

1.82(76)

(2)
0,06(  4)

(5)
1.88〔 98。 4%〕

7.98(139

0.53(10
0.3(13)
8.81〔 88.0%〕

0。 64( 63)

0,05(  4)

(2)
0。 S9〔 04.1%〕

2.15(29

1,33(10
0.19( 9)

3。 67〔 74.3%〕

貯 蔵 具 珠   洲
登器系陶器

瀬 戸 美 濃

小   計

(4)
(4)
(  2)

※

0。 94(32)

(6)
(5)

0。 94〔 9,4%〕

( 1)

※

0.54(1か

(5)
(劾

0.54〔 10。 9%〕

調 理 具 珠   洲
瀬 戸 美 濃

小   計

(1)

※

0.06( 2)

0.12( 14)

0。 18〔 1.B%〕

(3)
※

0.05( 2)

0.37(  3)

0。 42〔 8.5%〕

そ の 他 器

濃

計

美一戸

瓦

瀬

小

0.03( 4)

0.03(1.6%〕

0.08( 7)

0.00〔 0.8%〕

0。 13( 6)

0。 13〔 15。 9%〕

0.31( 2)

0.31〔 6。 3%〕

総  計 1,91個体分

102破片

10,01個体分

233破片

0,82個体分

79破片

4.94個休分

79破片

江馬氏城館跡Ⅲ

(口縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。 (括弧内〕には堀跡毎の個体数比率を示した。
※は存在するが個体数比率が数値として表れないもの。)

(C)小  結

まず接合状況の分析からは,館内外で出土する遺物破片のほとんどが原位置から移動・

散逸している可能性を指摘できた。遺跡内においては様々な営力によって複雑な破片の移

動があったようであり,中には火事場整理のような人為的行為の結果として動かされたも

のもあったと考えられる。このような遺物の移動状況は鎌倉や一乗谷といった都市遺跡で

よくみられる現象である (河野真知郎1989,福井県教育委員会・福井県立朝倉氏遺跡資料

館 1983)。

こういった移動状況を前提にすることによって,遺跡内における食器様相の違いをより

具体的に解釈することが可能である。計量分析の成果からは食器の違いが場の機能や居住

者の階層性をよく反映しているようであり,これらが無作為な移動の結果であったとは考

えにくい。おそらくは食器を廃棄する過程においてまで,館内外を区分する境界意識が強

く働いていたのであろう。 (中 田書矢 )

〈イ寸言己〉

小稿をなすにあたり,特に (a)に ついて国立歴史民俗博物館・小野正敏氏より種々の御教示

を受けました。末筆ながら,記して感謝の意を表します。
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考  察

第16表 門前地区 :遺構毎の種類・器種別食器組成
種類・器種/遺構 門前区画―S X01 門前区画―S K73

土 師 器   皿
/Jヽ 計

0.07(2)

0.07(8.4%〕

0。 45(30

0.45〔 35。 2%〕

珠   洲 壼 ・ 甕
す り 鉢

小  計

0.63(72)

0。 13(3)

0。 76〔 91.6%〕

0.81(12)

0.01〔 63.3%〕

瀬 戸 美 濃  盤
/Jヽ 計

0.02(2)

0,02〔 1.5%〕

中国陶磁器 青磁 椀
小  計

(1)

※

総 計 0.83個体分

77破片

1.28個休分

53破片

(口縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。〔拓
弧内〕には遺構毎の個体数比率を示した。※は存在するが個体数比率が数

値として表れないもの。)

(日縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。〔括
弧内〕には遺構毎の個体数比率を示した。※は存在するが個体数比率が数

値として表れないもの。)

第17表 門前地区 :遺構毎の用途・種類別食器組成
用途・種類/遺構 門前区画―S X01 門前区画―S K73

食 膳 具 土 師 器

瀬 戸 美 濃

中国陶磁器

小   計

0。 07(2)

0.07〔 8.4%〕

0.45(30

0.02(2)

(1)

0。 47〔 36.7%〕

貯 蔵 具 珠   洲
小   計

0。 63(72)

0.63(75。 9%〕

調 理 具 珠   洲
小   計

0。 13(3)

0。 13〔 15。 7%〕

0.81(12)

0.01〔 63.3%〕

総 計 0.83TElやkう〉

77破片

1.28個体分

53破片



江馬氏城館跡IH

(口縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。〔括弧内〕には遺構・ブロック毎の

個体数比率を示した。※は存在するが個体数比率が数値として表れないもの。)

第18表 南辺地区 :遺構毎の種類・器種別食器組成
種類・器種/遺構 区画1-S X01 区画2-S101 区画2-プロック1 区画2-プロック2 区画2-プロック3

土 師 器   皿
小  計

2.36(58)

2.38〔 80。 3%〕

1.9(37)

1.9〔 52.0%〕

1,93(73)

1.93〔 79.4%〕

1.48(33)

1.48〔 98.7%〕

0.28(25)

0.28〔 84.8%〕

瓦   器 火鉢・風炉
小  計

(4)

※

(1)

※

珠   洲 壷 ・ 甕
す り 鉢

小  計
(3)

※

0.01(9)

0。 15( 7)

0.18〔 4.4%〕

(7)

0,03( 3)

0.03〔 1.2%〕

４

　

　

※

２

　

　

※

奄器系陶器  甕
/Jヽ 計

0.03(17)

0.03〔 1.0%〕

(22)

※

(3)

※

白査系陶器   椀
/」ヽ 計

(1)

※

瀬 戸 美 濃 天目茶椀

椀

皿

盤

壷 ・ 瓶

す り 鉢

と「日付大皿

=「
   皿

香  炉
花  瓶
不  明

0.06(2)

0.21(15)

0.28(2)

(1)

0.55〔 18。 7%〕

(

0,15(6)

0,03( 5)

0.54( 6)

0.03( 3)

0.08( 1)

0.16( 3)

0.09( 2)

(4)

1.00〔 29.6%〕

(2)

(1)

(1)

(2)

(2)

0.07( 4)

0.07( 1)

0。 12( 1)

(1)

(2)

0。 26(10.7%〕

(2)

0.02( 1)

(1)

(1)

0.02〔 1.3%〕

( 1)

0,05(1)

(1)

0.05〔 15。 2%〕

中国陶磁器 天目茶椀
青磁 椀
盤

白磁 椀
皿

青花 皿
小  計 ※

0。 09

0。 15

0.08

0,14

0,05

0.31

1)

10)

2)

1)

2)

2)

14.0%〕

0.21(11)

(1)

(2)

0。 21〔 8.7%〕

(1)

(1)

※ ※

総 計 2,94個体分

104破片

3.65個体分

125破片

2.43個体分

117破片

1.50個体分

44破片

0。 33個体分

33破片
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考  察

(口縁部計測法による。括弧外は個体数,(括弧内)は破片数である。〔括弧内〕には遺構 。ブロック毎の
個休数比率を示した。※は存在するが個休数比率が数値として表れないもの。)

3 周辺景観の考察

本年度の発掘調査により,江馬氏下館 と旧街道 (上宝道)と の関係がより注目されるも

のになった。ここでは文献・絵図等の諸記録から,居館と街道をとりまく周辺景観の在 り

方について考えていきたい。

(a)江馬氏下館跡周辺の近世村落の復元 (第 69～ 71図,第20表 )

本年度の発掘調査の結果,街道際まで館の施設が広がり,江馬氏下館と街道との関わり

がより注目すべきものとなった。また,下館の施設が現在の史跡指定地の外側に,更に広

がることが確実になった。

そこで,下館の立地とその施設の広がりを推定する手掛かりを得るため,史料の収集と,

土地改良工事前, また下館を南北に横切る町道建設前の下館跡周辺の状況,屋号・通称名

等についての聞き取り調査を行い,下館跡周辺の近世村落の復元を試みた。

なお,聞 き取り調査に際しては,下館跡周辺の神岡町殿地区に現在居住しておられる,

またはかつて居住していた,明治・大正生まれの方々を中心に,以下の方々にご協力いた

だいた。

第19表 南辺地区 :遺構毎の用途・種類別食器組成
用途・種類/遺構 区画 1-S X01 区画2-S101 区画2-プロック1 区画2-プロック2 区画2-プロック3

食 膳 具 土 師 器

白金系陶器

瀬 戸 美 濃

中国陶磁器

小   計

2.36(58)

0.06(2)

(2)

2。 42〔 82.3%〕

1.9(3つ

(1)

0.18(12)

0。 51(18)

2.50〔 71,0%〕

1.93(73)

(6)

0.21(14)

2.14〔 88。 1%〕

1.48(33)

0,02(4)

(2)

1.50〔 100%〕

0。 28(25)

(1)

(2)

].28〔 84.8%〕

貯 蔵 具 珠   洲
査器系陶器

瀬 戸 美 濃

計/」ヽ

0.03(1つ

0。 21(15)

0。 24〔 8.2%〕

0,01(9)

(22)

0.54( 6)

0.55〔 15.1%〕

(7)

(3)

(2)

※

４

　

　

１
　
※

(2)

※

調 理 具 珠   洲
瀬 戸 美 濃

月ヽ   計

(3)

0.28( 2)

0.28〔 9.5%〕

0.15(7)

0。 11( 4)

0。 26〔 7.1%〕

0,03(3)

0.14(5)

0。 17〔 7.0%〕

0.05(1)

0.05〔 15.2%〕

そ の 他 瓦  器
瀬 戸 美 濃

小   計

４

　

　

※

0。 25(5)

0,25〔 6.0%〕

0.12(2)

0,12〔 4.9%〕

１

　

　

※

総   計 2.94個体分

103破片

3.65個体分

121破片

2.43個体分

115破片
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44破片
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江馬氏城館跡Ш

聞き取 り調査 :中 田康孝 (明治44年,1911年生), ,II上定義 (昭和 9年,1934年生 )

協 力 者  林 政夫 (大正12年,1923年生), 新家定夫 (昭和 9年,1934年生 )

新家ハル (明治42年,1909年生), 中家良雄 (大正 9年,1920年生 )

都竹清隆 (昭和17年,1942年生) 以上,神岡町殿

関屋鉄男 (昭和■年,1936年生) 神岡町坂巻

関屋利三 (大正 5年,1916年生) 神岡町朝日町

(順不同・敬称略 )

近世殿村の景観復元 :こ れまでは,絵図面がないため元禄 7年 (1694年)の元禄検地帳

で確認できる字名 。孫字名の正確な位置を知 ることができなかったが,今回の資料調査で

第69図に示 した絵図が見つかった。この絵図は トレーシングペーパーに墨で写し取ったも

のであり,本来の図がどのようなものであるか不明であるが,描かれた様子からは幕末頃

のものと推定できる。第70図に第69図の絵図の屋敷地・寺社の位置とその名前,道路・水

路を写した。道路・水路の区別は聞き取り調査の結果などによった。括弧内は字名である。

字名と下館の遺構との関係は,1994年度発掘調査報告書の小島道裕氏の論考に詳しい (小

島1995)。 この絵図から,屋敷地の位置とその住人の名前が確認できる。第20表に絵図と

元禄検地帳の名前の対応をまとめた。元禄検地帳に記す名前が絵図においても確認できる

ことから,元禄検地帳の屋敷地小字名の位置が復元可能となった。絵図でしか確認できな

い名前があるが,こ れらは元禄検地以後に殿村に移ってきたものであろう。以上の名前の

対応と聞き取り調査の結果から,第 71図に屋敷地小字名,寺社の位置,街道などの殿村の

近世村落の景観を復元した。

殿段丘の段丘面は,山際南端から山に沿って東西に幅狭く,南北に細長い地形であり,

南端から北に約700mの辺りで西にむかって大きく開ける。

有峰街道と越中東街道を結ぶ脇街道である上宝道が,段丘斜面中位を南北に通過してい

る。段丘面を南北に通過する道は,山際の段丘南端部と,段丘が西へ大きく広がるあたり

で北に廻り込んでから北西部の段丘斜面下で,それぞれ上宝道と合流する。

近世殿村の集落は段丘面を通過する道に沿って,その東側山際に広がっている。上宝道

沿いにも2軒確認できる。

集落の南端部,段丘端部で道に接して天神宮が, この道と上宝道との合流点に南接して

諏訪宮がある。集落の北端部,北に下る道との分岐点に北接して,自山宮がある。加茂宮

と瑞岸寺は,集落の北東部,山裾の高台に位置し,集落中央部には園城寺がある。

段丘面を通過する道の西側は,段丘端部まで田や畑が広がっていたようである。

近世の殿村の景観と江馬氏下館との関連 :以下で近世殿村の景観と,中世の江馬氏下館

との関連について検討しよう。下館との関連については推定の域を出ないが,以上に復元

114



＼
一

考  察

〕弾
を 学

全華殻

管静翠

第69図 吉城郡高原郷阿曽布村殿組絵図
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江馬氏城館跡Ⅲ

第70図 吉城郡高原郷阿曽布村殿組絵図 トレース図 (括弧内は小字名)
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第71図 江馬氏下館跡周辺の近世村落復元図 縮尺1/6,500



江馬氏城館跡皿

第20表 絵図と元禄検地帳に記す名前の対応表

番 号

江戸末年の殿組絵図に

記されている名前

(括弧内は字名 )

元禄検地帳 (元禄 7年,1694年 )に記されている

名 前 屋敷地小字名

１

２

３

４

　

５

６

７

８

９

０

１

・２

、・３

・４

・５

・６

Ｗ

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

作蔵

源五

作兵衛

吉兵衛

吉蔵

伊右衛門

次郎兵衛

仁平

彦八郎

(伊勢屋)村抱え

吉四郎

喜平治

武右工門

徳蔵

彦助

惣治・山平

左兵衛

智宝院

孫六

善次郎

(源五)彦五郎

幼

彦介

(大屋)七郎左衛門

彦七

作兵衛

吉兵衛

吉蔵

伊右衛門

次郎兵衛

仁平

彦八郎

喜平治

徳蔵

彦助

惣治

左兵

雲慶院

孫六

善次郎

源五

勅

七郎左衛門

彦七

新や

中田や

なりや

宮前

南屋

岩垣内

伊勢や

宮之上や

濠端

溝端

洞口

日や

井戸辺

畔地

溝端

関屋

林屋

大や

ユ中田

したように,近世の殿村は,山際に宅地がある以外は耕地になっており,その景観の大き

な変化は,下館に伴うものであると考えられよう。

段丘面の道沿いの屋敷地小字名で注目できるものには,「濠端」。「溝端」・がある。「濠

端」・「溝端」は発掘調査で確認した南堀の南東方向にあり,下館の名残を示したものと言

えよう。河ヽ島氏が指摘している田畑の月ヽ字名も含め,近世の殿村の地名には下館跡の名残

が色濃く残っているようである。

上宝道沿いでは下館の南方向に屋敷地小字名「林屋」・「関屋」がある。「関屋」につい

ては,すでに服部英雄氏が,下館が関所を設け,関銭を徴収していたことを示すものであ

る可能性があり,武家居館が街道を意識して立地している例であるとしている (服部1995)。

下館周辺では館と関係した小学名が多く残っていることを考え合わせれば,服部英雄氏の
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指摘は妥当なものといえよう。また下館が街道を強く意識しており,その立地自体も街道

と深く関わっていることを示しているものと考えられる。

近世の殿村にあった4つの神社を,いつこの地に勧請したのかは明らかではない。しか

し,一般的な村落となってから, この地に四社もの神社を勧請する必然性は少ないであろ

う。その配置は江馬氏下館を中心に置くことによって,無理なく理解することができる。

まず,諏訪宮が段丘の南端部の信州方面への上宝道との合流点,自山宮が越中方面への

道の分岐ソミという交通の要所にあることに注目しよう。中世においては寺社勢力が物資の

流通と深く関わっており,これら神社の配置には,交易によって力を得ていたと考えられ

る江馬氏が関与していた可能性が高い。また加茂宮・瑞岸寺については,下館からみると

北東方向に位置しており,下館の鬼門を守っていると考えられる。長野県高梨氏館などの

ように中世の武家居館の周囲に神社を配置する例もあり (湯本1991),下館の主が,館の

形成にあたって,これらの神社を勧請したと想定するのが妥当な解釈となるであろう。こ

のように近世村落の景観復元からも,下館の諸施設が,周辺の広い範囲に存在していたこ

とを示すことができた。

(付記〉

(大平愛子 )

本稿を成すにあたり,国立F_A史民俗博物館歴史研究部助教授・小島道裕氏,富山大学人文学部

教授・宇野隆夫氏,九州大学大学院比較社会文化研究科助教授・服部英雄氏からご指導・ご教示

を得た。資料収集にあたっては神岡町通史編纂室・鈴村貞夫氏,石橋通子氏のご協力を得た。資

料の読み下しにあたっては,神岡町文化財審議会委員・橋本 弘のご教示を得た。記して厚 くお

ネし申し上げます。

(b)江馬氏下館と古道

江馬氏下館の西側には段丘斜面の中腹に古道「上宝道」が通っている。現在は段丘下に

国道471号線が通っているため,途中で途切れており,こ の道沿いに居住する方以外には

殆ど利用されていないが,かつては神岡町中心部の船津と麻生野方面をつなぐ重要な道で

あつた。今回の調査では館のある平坦面の西端まで発掘が行なわれたことから,館の付属

施設が道際まで存在したことが確認され, またこの吉道の規模 もほぼ明らかとなり,館 と

古道の関係が一層注目されることとなった。中世における館の立地と機能について極めて

示唆に富む結果であり,今後はこうした地域内の諸要素との関連の下に館の意味を考えて

いかなければならないことは明らかである。

江馬氏関連の城館と古道の関係については,すでに服部英雄氏が注目しており (服部19

95),こ れについて紹介・検討しておかなければならない。

その主な論″くは,

1,こ の古道は見座で鎌倉街道に接続する広域的にも重要な往還であり,江馬氏下館 と
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江馬氏城館跡m

洞城 (麻上野城),石神城 (杏城)な どはこの古道に沿って立地している。

2,館のはずれの古道に沿った所に,屋号「関屋」,元禄検地帳の「関屋源五屋敷」が

あり, これは江馬氏館が関所を設け,通行人より関銭を徴収 していたことを示す。

3,「 山科家礼記」(公家山科家の家司大沢氏の日記。15世紀)に は江馬氏の関銭京上に

関する記事があり,江馬氏の関銭徴収を示す明瞭な文献史料である。

というものであり,服部氏はこの他にも城館と関についていくつかの事例を挙げておられ,

この方面に関する貴重な業績となっている。

しかし,服部氏の記述には3の「山科家礼言己」について誤認があると考えられる。

服部氏が関銭徴収の明徴として挙げた「山科記礼記」文明 4年 (1472)5月 8日 条は次

のようなものである。

八日 晴 今朝次郎兵衛・掃部・弥六御構上候也,江馬事,関 目事,所々催促 ,

服部氏はこれを,山科家の家臣である次郎兵衛 (大沢重胤)らが上洛して,江馬氏の関

銭京上を催促 したことを報告 した, と解釈 したのだが,Vヽ くつか問題がある。

このころ山科家は,高山市付近にあった飛騨国の所領の回復に努めており,江馬氏もこ

れに関係 していたことが知られる (「山科家礼記 (重胤記)」文明 3年10月 12日 条など。「江

馬氏城館跡 H」 参照 )。 またそれのみに限らず,山科家は中央にあって江馬氏のために何

らかの周旋を行なっているようでもある (「山科家礼記」文明 4年 4月 10日 条, 7月 27日

条など)。 しかし,飛騨の江馬氏の領地における山科家の関銭徴収の徴証はなく,一般的

に考えても,飛騨のような遠隔地の,所領でもない土地の街道に中央の公家が関銭の徴収

権を持っているとは考えがたい。

また,「関目」が関銭のことを指すかも疑間で,少なくともこの記事の「関目」は,前

後に「関目彦右衛門尉」という人物の借銭に関わる作の記述が何度も出てくるので ((重

指L記)文明 3年 12月 25日 条,文明 4年 11月 24日 条など),こ の人物のことを指していると

思われる。

「江馬事 。関目事」という「事」を並列 した書き方も,両者が別々の事項であることを

示していると思われ,「江馬事」が具体的に何であったかは今一つ不明確だが,Vヽずれに

してもこの条が江馬氏の関銭徴収に関わるものと読むことはできない。

以上「山科家礼記」の記事は,残念ながら江馬氏下館と関との関係を示すものでないこ

とを明らかにした。「神岡町史」史料編上巻 (1972年 )10頁 に「江馬関目 (銭)事等催促」

などとされているのも,当然誤りである。

しかし,それは前項でも指摘しているような,屋号や伝承から推測される関の存在自体
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考

を否定するものではない。館の立地と機能,そ して周辺の地域社会の復元について,今後

のさらなる調査の成果が期待される。                  (小 島道裕 )

4結 =五

以上が1996年度江馬氏下館跡発掘調査の成果である。調査によって明らかとなった事柄

については既に詳細な分析を行っているが,最後にそれらの意味するところをまとめて,

結語 としたい。

本調査の最も大きな成果の一つは,館中心部からやや離れた場所においても,数多くの

営みを復元できたことである。館周辺への集住は従来の予想を大きく越える密度であり,

恐らくは殿段丘のより広い範囲に及漆ものであったと考えられる。また段丘斜面の調査か

らは, これら館周辺の施設が古街道に接するところまで広がっていたことが判った。農業

生産力に乏しい飛騨国にあっては,交通路をおさえて交易の利益を得ることが特に大切な

意味をもつものであったであろう。今後,館門前道路と古街道との関係がくわしく判れば,

館中心部と物資流通路とのより密接な結びつきが明らかとなるはずである。

次に南端の区画で確認できた竪穴住居に注目したい。中世東国の事例から考えて, この

竪穴住居は工房である可能性が高く (高橋1992),さ らに四柳嘉章氏の分析からは漆職人

の存在が想定できる。十分な面積を調査している訳ではないが, こうした手工業生産の場

は居館のより周縁地帯に限られており,一定程度身分による住み分けがなされていたと考

えられる。そしてこのことは館内の礎石建物,門前地区の掘立柱建物,南辺地区の竪穴住

居というように,その区画ごとの建物形式の差としてよく表れていた。このように武家が

手工業者を編成していくことは,中世社会の重要な動向である (宇野1994a)。

さらに絵図による近世村落の復元作業からは,下館のある殿段丘の南北端に神社があっ

たことを明らかにすることができた。諏訪宮・白山宮・天神宮・加茂宮などの神社は江馬

氏によってこの地に勧請された可能性があり, これらが信濃方面に諏訪宮,越中方面に白

山宮という様に街道の結節点に位置することは,都市領域の境界も兼ねてのことであろう。

また,下館の背後に分れて立地する瑞岸寺・円城寺についても,居館と関連が深い施設と

考えられる。

このように江馬氏下館は,街道や神社などを含めたより広い地域景観のなかに位置づけ

ていくことができるであろう。こうした景観が自然発生的に形成されたとは考えにくく,

むしろ江馬氏が自らの都市政策によって積極的につくりだした結果であると解釈すべきで

ある。江馬氏下館の変遷と意義についてはすでに1995年度報告書でまとめているが (神岡

町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室1996),発掘調査の成果を加えて再掲して

おきたい。



江馬氏城館跡II

江馬氏下館 I期 (13世紀後半～14世紀中頃)は,殿段丘上に総柱式掘立柱建物が点在 し

ていた段階である。江馬氏一族が高原郷に入部 した初期の頃であり,江馬氏下館 I期の主

がそのような人々であった可能性は非常に高いと言えよう。南辺地区ではこの時期に相当

する遺構は確認しておらず,集落と街道との関係は次の段階ほど明確なものではない。た

だし遺跡の立地する飛騨国高原郷は日本海と太平洋側を結ぶ交通の要衝であり,当時の江

馬氏が全国的な流通ネットワークと関わりつつ,その力を蓄えていた段階であると理解し

ておきたい。また中世の一般的傾向から言えば,川筋・街道にそった帯状の部分には自然

発生的な都市的空間が成立しつつあったと考えらえる。

江馬氏下館 H理 (14世紀末～16世紀初め)に は,方約一町の居館が成立した。居館の中

では整地地業を行ない,堀・園池・礎石建物を綿密な計画のもとに整備 している。館周辺

も,堀に平行 。直交する道路や柵によって区画を設け,様々な施設を配置するようになっ

た。その主要な構造は武家館を中心におき,馬場などの儀礼施設や竪穴住居などの手工業

生産施設を計画的に配置しており,さ らには神社・寺院といった宗教施設も周辺に配する

ものであったと推察できる。Ⅱ期は館周辺部の営みが特に活発な時期であり,さ らに 2段

階に細分できる。

江馬氏下館HA期 (14世紀末～15世紀前半)には,南辺地区でも道路と柵列で区割りし
た 2つの居住空間が成立した。この区画は職人が活動する場でもあり,下館を整備するに

あたって,館の周縁部分に一定の規制のもとに配置されたものであろう。殿段丘では様々

な身分の人々が活動するようになっていたが,彼らの食器は主に漆器・木製容器であり,
土器・陶磁器類を場の性格や階層を区分するために明確に使いわけていた。そして,この

ような館内外の整備にみる身分制的構造の強化は,戦国期城下町への着実な歩みを感じさ

せるものである。またその営みは街道際までの広い範囲に及んでいた。

江馬氏下館HB期 (15世紀後半～16世紀初め)に は,館内と館門前では建物の方位が同

じように変化し, また門前は広場状となった。南辺地区の建物では方位は変化しておらず,

前段階を踏襲した手工業生産の区画であったと考えられる。この時期における館様式の変

化は,館近辺のみにとどまり,殿段丘の全体までは及ばなかったようである。このことは

館当主と南辺区画の職人集団の関係を知るうえで興味深い事例 となろう。今後事例が増え

た場合に注意したい。

江馬氏下館Ⅲ期 (16世紀以降)は館の本JILが他所に移動した後の時期であり,殿段丘は

それまでとは全 く異質な景観へと変化していた。移動した先は,おそらくは高原川の現河

道が形成した段丘の端部に立地する東町城である可能性が高く,城は日本海への川港を見

下ろしている。この本拠の移動は,江馬氏が河川筋の商工業者をより強固に統制しようと

した動きであったと考えられる。同時に,室町幕府との直接的関係の象徴である方形居館
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を廃棄していることは,江馬氏が新たな支配システムを確立しようとした動きであると評

価できるであろう。それはまた,室町期から戦国期的な体制への変化のあらわれであった。

中世都市の源流ともいえる院政期の京都や鎌倉・平泉の基本的な構造は道,川 を基軸と

して宗教施設を正面に戴き,政治施設をその下位に置くものであった。これは宗教勢力と

商工業者の関係をより重視する都市構造であると言えるだろう (宇野1994b)。 一方,江

馬氏下館周辺において推定した神社の配置は武家居館を中心とするものであり,街道筋の

都市的空間において武家居館がより優位な位置をしめる構造であったと考えたい。江馬氏

下館の様式と周辺景観のありかたは,京都における「花の御所」に倣ったものであり,室

町幕府との社会的関係の中で成立したようである (小島1996)。 この背景としては,武家

が列島規模で力を増してきていることを挙げることができるであろう。そして武家権門が

中世前期的な商工業活動をより統制する動きは,後の戦国期城下町のイメージにもつなが

るものといえよう。

このように,江馬氏下館の発掘成果からは, 日本の都市の歴えにおける武家居館の位置

を考えることが可能であった。今後は,館の立地する殿段丘上の景観だけでなく,周辺の

より広い地域景観から発掘成果を考えることを心がけていきたい。

(大平愛子 。前川 要・中団書矢)
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付章 自然科学的調査の成果

1 岐阜県神岡町江馬氏下館跡における電磁気探査
2 江I碍氏下館跡の焼土遺構のを古地磁気測定
3 江馬氏下館跡1996年度出土漆器の塗膜分析 !

4 れ焉氏下館跡出土鉄砲工の鉛同位体比測定結果―





岐阜県神岡町江馬氏下館跡における電磁気探査

富山大学理学部 酒井英男・黒沢尚美

人文学部 前川 要

田中地質コンサルタント 田中保士

1 はじめに

江馬氏下館跡は,岐阜県吉城郡神岡町の高原川 (神通川水系右支)中流右岸の河岸段丘

上に立地していた,江馬氏の住居隊である。江馬氏は,飛騨の北部・吉城郡高原郷を治め

ていた中世の豪族である。1973～ 1978年に神岡町教育委員会によるトレンチ調査が実地さ

れ,館内部の庭園跡,館をめぐる堀や建物の礎石が確認されている。また,1994年度から

は国指定史跡である江馬氏城館跡を歴史公園として復元整備するための発掘調査が行われ

ている け申岡町教育委員会,1996)。 同地域の電磁気探査を1994年度から実施している。

1994年の探査では地下レーダと電気探査を館の三方を囲む堀を対象に行い,北堀と南堀

およびV字型の西堀を確認した。1995年は,館を取り囲む堀跡のうち西堀を横切る道の存

在を調べ,更に周囲の建物等を検討するために電気探査と地下レーダ探査,放射温度計探

査を実施した。探査で認めた顕著な変化は,発掘結果との対比から建物,道路や井戸跡と

良く対応しており, これらの手法が遺構調査に有用であることが示された。

本年度は,館の中心部からやや離れた南辺地区における道路跡や住居跡の分布の確認を

目的として,電磁気探査を実施した。

2 探査概要

探査は,昨年度の調査地域の南側に位置する,上手を挟んだ南北24m× 東西30mの範囲

で行った (第72図 )。 探査項目は,磁気探査,電気探査,地下レーダ探査,お よび放射温

度計の探査であり,各探査は発掘前と表土をはぎ取った状態の 2回で行った。具体的な内

容と使用装置は以下のとおりである。方法の詳細は,Clark(1990)や酒井ほか (1991,

1994,1995a,1995b,1996)な どで示している。

磁気探査 :フ ラックスゲー ト型磁力計による磁気傾度探査

MS2型 装置と携帯用機器による帯磁率探査

電気探査 :RM-15型装置による二極法探査

DZD-2型装置によるウエンナー法探査

地下レーダ探査 :Pulse EKKO-4型 装置による電磁波パルス反射法の探査
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|

電気探査測線

第72図 本研究の探査範囲と発掘調査で検出した遺繕
SA:棚,SBI掘立柱建物,SI:竪穴住居,SX:土 間状遺構
第74図の電気探査の測線も示している

放射温度計探査 :ミ ノルタTA-0510F型 による探査

3 発掘前の探査

(1)二極法電気探査

全範囲を電位電極の間隔を0.5mに 設定して, lmメ ッシュで測定 した。探査結果を第

73図 (b)に示す。敷地は水田であり,表面は乾いているが地下土壌は含水量の多い粘性上で

あった。この影響で電気比抵抗は70～ 120Ω・mと低い値を示した。

西側に低比抵抗の領域があり, また中央部を南北に走る帯状領域と南側を東西に走る帯

状領域において高比抵抗が認められた。高比抵抗の領域は発掘調査から道路 と判明した

(第72図 )。 低比抵抗の領域は地表下 lm付近から発掘された建物と竪穴住居,土問遺構 と

道路の領域 と対応した。

(2)磁気傾度探査

電気探査 と同様に全範囲で行った。第73図●)の探査結果には,第 72図の建物 (S Bll,

12,13)と 竪穴住居 (S101)に 対応する異常が認められた。中央部を南北に走る線は現

在の畦の影響であり,南側に,ミ在する磁気異常は現代の鉄製品の影響 と考えられる。
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(a)磁気傾度探査

岐阜県神岡町江馬氏下館跡における電磁気探査

24  28
(m)

(lal)

24

20

16

12

8

4

0

ノ
汁

(b)二極法電気探査

(m)

20

16

12

8

4

0
16  20   24  28

(m)

(Ω ・ m)

等

ヽ
芝
ｋ

盗″
竜
諄

や

増
と
，

１

基●与9

第73図 (a〉磁気傾度探査の結果,(b)二極法電気探査の結果
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(3)ウエンナー法探査

電極間隔を lmに 設定 して0。 5m間 隔に移動するウエンナー法探査を第72図の 5本の測

線で実施 した。これにより深度約 lmの比抵抗分布が得 られる。第74図 の各測線の 5～ 15

m付近に認められた抵い比抵抗は住居 (S101)に対応 し,二極法の結果と一致した。測

線の両端の比抵抗が高い傾向は,第 72図の西側の盛上に対応している。

(4)地下レーダ探査

探査は第75図 の測線105で行った。第76図の探査結果には竪穴住居 S102に対応して,

竪穴の壁で双曲線状の反射波形があり,竪穴面では地形変化を示す強いリアルラインが認

められた。

4 表土掘削後の調査

表土掘削後に,第 72図の竪穴住居跡のS101地域とS102地域において磁気傾度,二極

宿

・
ｃ
）ｆ
車
聟

ｍ
Ｏ線狽

欄
　
　
　
　
蜘
　
　
　
　
駒

ε

・
ｃ
）≦
螂
聟

ｍ

600

卸

(b)沢1窃盈l

(c)測線2.5m ε据
⑥ 350

(d)測線35m奮鴛
93∞
ポ

雪2拗

2∞

(e)測線4.5m 61Xl
ぞ XXl

C4tXl

遷

部 3tXl

雲2al

演‖メ【(m)

単

第74図  ウェンナー法探査の結果
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第75図 地下レーダ探査の測線と発掘で得た遺構平面図

法電気,帯磁率,放射温度計の探査を行った。第77図に各探査の範囲を示す。両地域には

焼け跡がある。

4-1.竪 穴住居跡 S101地域

第78図の上 a図は,磁気傾度が正の領域を赤で負の領域を青で示 した。中心部に焼土に

よる磁気異常があり,周囲には溝の影響 と考えられる高い磁場が現われた。

二極法電気探査は電極間隔を50cmに 設定 して行った。第78図の上 b図では,最大値4000

Ω・m,最小値2000Ω ・mで解析を行い,電気比抵抗の高低を濃淡で示 した。地面が乾燥

して電極接地が悪 く比抵抗は全体的に高かった。

竪穴住居の北側にある焼土領域は低い比抵抗を示した。これは,長年火を使用したため

に周囲より細粒な土に置き換わり,上の間隙比力朔 さヽくなり比抵抗は低 くなったと考える。

立山室堂で認めた遺跡の炉跡でも同様に低い比抵抗が観測されている (酒井ほか,1994)。

4-2.竪 穴住居跡 S102地域

磁気傾度探査 (第 78図下 a)では,中心部の焼土領域で僅かに高い磁場が認められた。
二極法電気探査 (第78図下 b)は,電極間隔50cm,最大値 1000Ω ・m,最 小値500Ω ・m

の条件で解析 した。焼土領域は S101地域と同様に低比抵抗として認められた。

同地域において,放射温度計探査を日の出を挟んで午前 5時 と9時の 2回に行った。第

79図は, 2回の測定温度の差を用いて解析 した結果であり,温度の高低を濃淡で示してい

る。中心部の温度の低い領域は焼上の領域とほぼ一致した。これは,焼上の比熱が周囲と
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第77図  表土掘削後の電気探査の範囲

異なるので,蓄積され放出される熱量の違いが異常を起 したと考えられる。

4-3.調 査地域全面での二極法電気探査

第80図は,土手を境に西 と東の探査結果を合わせて示 している。西側は,最大値10000

Ω・m,最小値5000Ω ・mの条件で解析 し,東側は最大値900Ω ・m,最 刻ヽ値300Ω ・mの

132

第76図 測線105での地下レーダ探査の結果
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第79図  S102地域の放射温度計による調査結果



江馬氏城館跡Ⅲ

条件で解析 した。電極間隔は50cmを 用いた。乾燥 して電極接地が悪かったため比抵抗が高

くなっている。

中央を南北方向に帯状に延びる高比抵抗の領域は,発掘調査から南北方向の道路と対応

した。調査地区の南辺にそって東西方向に帯状に延びる高比抵抗の領域 と,竪穴住居 SI

02の周囲に高比抵抗を示す領域があり, これは踏みしめによる含水率の低下が原因と考え

られる。前者は掘立柱建物が重複するが,あ る時期は道路であった可能性もある。住居跡

の南側の高比抵抗の領域は,発掘調査で土間状遺構 と考えた S X01に 良 く対応し,良 く踏

み締められた土間であることが想定できる。

5 道路に沿う地下レーダ探査の結果

調査地域における明治時代の屋号には,堀や溝に関係する名前 (屋敷地小字名)が集中

している。また現在も,発掘地域の南側を水路が流れていることも考慮すると,道路の地

下に堀跡がある可能性が想定できた。第81図の測線A～ Lにおいて地下レーダ探査を実施

した。

第82・ 83図 に探査結果を示している。測線Aか らDま では,幅が狭 く深い反射パターン

が各測線の北側にあり,小 さな溝状の遺構を示唆する。測線 Eか らHま では,幅 2～ 3m,

深さ lm程度の堀らしい構造が測線の北側で認められた。

ま と め

江馬氏館遺跡の中心部からやや離れた地区における道路跡や住居跡の分布を調べるため

に電磁気探査を実施 した。

(1)発掘前の探査

二極法電気探査では,道路,建物と竪穴住居,上間状遺構が電気比抵抗の違いから認め

られた。遺構 と周囲土質の比抵抗の差は少ないことが懸念されたが,適正な可探深度を設

定し高密度で測定したので良好な探査結果を得たと考える。

地下レーダ探査では,竪穴住居跡で,壁に双曲線状の特徴ある反射波形を認め, また竪

穴面には地形変化を示す強いリアルラインを認めた。通路跡では僅かに盛 り上がるリアル

ラインを確認した。

(2)表土掘削後の調査

焼跡がある竪穴仁居の S101地域とS102地域を中心に探査を行った。焼上の領域で高

い磁気傾度と低い比抵抗が認められた。焼土は長年の火の使用により周囲に比べて細粒な

土に置き換わり上の間隙比が小さくなり低い比抵抗 として観われたと考える。

放射温度計探査を日の出を挟んで午前 5時 と9時の 2回で行った。低い温度の領域が焼
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江馬氏城館跡m

日

報韓 堀跡

第01図 道路に沿った地下レーダ探査の測線A～ L位置図

土とほぼ一致した。焼土は周囲より比熱が大きく,蓄積・放出される熱量の違いが異常 と

して現われたと考えられる。放射温度計による遺跡調査は酒井ほか (1996)で開発された

が,本研究でも有効性が示された。

調査地域全面で行なった電気探査では,高比抵抗の領域は道路と良 く対応した。また土

間状遺構の S X01地域が高比抵抗を示したが, これは土間として使用され踏み締められた

ためと考えられる。

(3)道路に沿つた地下レーダ探査

調査地域における明治時代の刻ヽ字名には,堀や溝に関係する名称が集中しており,現在

も発掘地域の南側を水が流れていることも考慮すると,道路の地下に堀跡がある可能性が
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第82図  測線A～ Fにおける地下レーダ探査の結果

考えられていた。幅が狭 く深い反射パターンから小さな溝状の遺構が示された。

以上の様に,江馬氏館で発掘調査前に実施 した電磁気の各探査結果は遺構 と良く汁応し

ており,発掘前の調査 として電磁気探査が活用できる段階であることが示された。
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第03図 測線G～ Lに おける地下レーダ探査の結果

神岡町教育委員会の皆様には,探査の便宜を図って頂き,ま た発掘調査結果との比較において

議論を頂いた。また,調査に,文部省科学研究費 “基盤研究 (C):課題番号07831004"を 使用

した。
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江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

富山大学理学部地球科学教室

広岡公夫・森 京子

1 1よ じめに

江馬氏下館跡の1996年度の発掘調査によって, 6基の焼土遺構が見出された。そのうち,

S X02, S X03, S X05, SX■ の 4基の焼土址からは,考古地磁気測定用の焼土試料を

採取し,年代推定のための考古地磁気測定に供した。また, S X01と S K13では,床は殆

ど焼けていないが,焼けた礫が多数散左しており, これらの礫が現位置で焼かれたのか,

あるいは何処かよそで焼かれてからここに運ばれたのかを判定するために, 7個の礫を試

料として採取した。もし,現位置で焼かれたものであるならば,よ く焼けた部分は再磁化

し, どの礫も同じ方向の熱残留磁化を示すはずであり,焼成後に運ばれたものであるなら

ば,磁化方向が礫ごとに異なるはずであるからである。

2 試料 の採取

S X02, S X03, S X05, S Xllに ついては,石膏で固めて採る通常の考古地磁気試料

採取法によった。採取試料は実験室でダイヤモンド・カッターを用いて切断し,34mm× 34

mm× 34mmの 立方体に整形した。磁化測定中の試料の破損を防ぐために,切断面にも石膏を

かけて補強してある。

S X01及び S K13の岩石の礫については,古地磁気測定の時の岩石試料の採取方法にし

たがって,直接,岩石表面に方位をつけ,礫ごと持ち帰った。大きい礫の場合は,赤変し

た部分を割 り欠いて採取したものもある。採取試料の個数および試料番号は,第21表のよ

っになる。

礫の赤変した部分は非常に脆 くなっており,実験室で,ダイヤモンド・コア・ ドリルで

コア試料 (直径24.5mm,長さ24.Ommの 円柱形)に整形する際に,崩れてしまい試料ができ

なかったものもある。 C G 1352,1353がそれである。同一礫から複数個のコアを得たとき

は,試料番号の後に順にa, b, c,を付ける。コアが長 くて 2個以上のコア試料が得ら

れた歩合には,表面に近いものから1, 2,の番号を付した。したがって,例えば, CG

1341a2の試料は,C G 1341の 礫試料の第 1コ アの表面から25mm～ 50mmの深さの部分であ

ることを表す。
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3 残留磁化 の測定

残留磁化の測定は,夏原技研製リングコア型スピナー磁力計 (SMM-85型 )を用いて

行なった。この磁力計は, コア試料と,34mm× 34mm× 34mmの 立方体の考古地磁気試料の両

方が測定できるように特別に設計された磁力計である。立方体試料,コ ア試料ともに 6回

置き直し法で測定した。 S X02, S X03, S X05, S Xllの 石膏で固めた焼土試料につい

ては,不安定な磁化成分を除去するために交流消磁を行った。2.5mT,5.OmT,7.5mT

の 3段階で段階交流消磁を行った。これらの焼土l■から得た試料の残留磁化の測定結果は,

第22～ 37表に示されている。いずれも,磁化強度が弱く,磁化方向のばらつきも大きいの

で,充分な熱残留磁化を獲得するまで温度が上がっていないことを示している。通常のよ

く焼けた焼上の場合は,磁化は5× 10-4A∬/kg(=emu/g)よ り強い強度を示すが,

今回の焼土l■の消磁する前の自然残留磁化 (natural remanent magnetization,略 して,

NRM)の 強度は,すべて上記の値より弱く,余 り温度が上がっていないことを示してい

る。

フィッシャーの統計法 (Fisher,1953)を 用いて統計計算を行った結果は第44表に示さ

れている。 S X02の磁化は大きくばらつき,地磁気の方向の熱残留磁化を獲得したとはと

ても考えられない結果となった。多分,試料として採取した部分は,殆 ど温度が上がって

いなかったのであろう。 S Xllの NRMは 良いまとまりを示すが,過去2000年間の地球磁

場の方向 (HirOoka,1971,広 岡,1977)か ら大きく外れた方向にまとまっており,地磁

気の記録とは考えられない。しかも,段階交流消磁によってそのまとまりが悪くなるので,

何らかの他の原因 (例えば雷の放電電流による磁場)で付加された磁化であると思われる。

大きく磁化方向が外れて磁気の記録とは見なせない磁化を持つ試料を除くと,なんとか

S X03と S X05が考古地磁気年代推定に供せる程度のまとまりを見せた。 S X05の場合は,

ばらついたものが多く,除外した試料数が半数を超える。統計計算の際に除外した試料は,

第22～ 37表中で*印 を付して示しておいた。

S K13と S X01の焼けた礫の試料については, どこで焼かれたか,ま た,温度がどれく

らい上がったかを見るために,150℃ と200℃ で熱消磁を行った。その結果は,第45表に示

されている。

4 考古地磁気学的考察

第44表の段階交流消磁の結果のうちで,最もまとまりのいい最適消磁段階の磁化方向を

プロットしたのが第84～ 87図である。磁化のばらつきが大きいために,通常用いている拡

大シュミット・ネットでは間に合わないので,全円のシュミット・ネット (等積ステレオ
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第84図 SX02の 試料の磁化方向の等積 ステ
レオ投影図

● :下半球 (伏角が正),O:上半球 僻詢が
負 )

0:平均磁化方向 (大きく外れた磁化方向を
示す試料を除外して求めたもの)
0を囲む円 :フ ィッシャーの信頼円 (res)

第86図  SX05の試料の磁化方向の等積 ステ
レオ投影図

記号は第84図 と同じ。

江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

第85図 SX03の 試料の磁化方向の等積 ステ
レオ投影図

記号は第84図 と同じ。

第87図 SXllの試料の磁化方向の等積 ステ
レオ投影図

記号は第84図 と同じ。
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Declination
N

20° E

第88図 北陸版考古地磁気永年変化曲線 (広岡、1996)と ,SX03・ SX05
の考古地磁気方位 (平均磁化方向)

投影図)に投影 した。 S X02は磁化のばらつきが非常に大きく, また, SX■では磁化の

まとまりはVlいが,過去2000年間の地磁気の永年変化の範囲から大きく外れた向きになっ

ており,地磁気の記録 とは考え難い方向を示している。

S X03と S X05に ついては,大きく外れた磁化方向を示す試料を除外して平均磁化方向

を求めると,幸うじて年代の推定ができる程度のまとまりを見せているので,北陸版考古

地磁気永年変化曲線 (広岡,1996)に プロットした拡大シュミット・ネットを第88図に示

した。これから年代を推定すると,

S X03 : A.D。 1280年頃 (A.D。 1010年～A.D。 1480年 )

S X05 : A.D。 1300年頃 (A.D.950年 ～A.D.1580年 )

となろう。しかし,先にも述べたように,磁化方向のばらつきが大きいので, この年代値

は,目安程度のものでしかない。

焼けた礫に関する測定結果は,第 38～ 43表に示されているが,礫は全て花筒岩質の岩石

であるため,磁化強度は焼土に比して 2桁ほど磁化が弱い。

礫ごとの熱消磁前 (NRM)の磁化方向は,第 89～ 93図に示しておく。礫ごとに磁化方
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第89図 SK13中の被熱礫 (CG1341)の NRM
の磁化方向

●が個々の試料の磁化方向を示す (下半
球投影 )。

第91図 SK13中の被熱礫 (CG1343)の NRMの
磁化方向

●が個々の試料の磁化方向を示す (下半
球投影 )。

江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

第90図  SK13中の被熱礫 (CG1342)の NRM
の磁化方向

●,Oが個々の試料の磁化方向を示す。
● :下半球 (伏角がD,O:上半球 (伏角
力゙負 )。

第92図 SX01中の被熱礫 (CG1351)のNRM
の磁化方向

●,〇が個々の試料の磁方向を示す。
● :下半球 (伏角が正),O:上半球 (伏角
が負)。
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第98図 SX01中の被熱礫 (CG135つ のNRM
の磁化方向

0が個々の試料の種化方向を示す (下半
球投影)。

第15図 SX01中の被熱礫の熟消感による磁
化方向の変化

矢印の先が高温段階

第94図 SK13中の被熱礫の熱消感による蔵

化方向の変化

矢印の先が高温段階

帥J′ 炒
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向は大きく異なっているのがわかる。この事実は, もし,これらの礫が焼かれて再磁化を

しているとすれば,焼かれたのは現位置ではなく別の場所であって,焼成後にここに運ば

れたことを意味する。

S K13ではC G 1342の 礫は1342 a lの コアと1342a2の コアの磁化方向が大きく異なり,

焼けた表面の部分を含むalの試料は焼かれたときに再磁化した熱残留磁化であろうと思

われる。これに対して a2の試料は焼けた表面から2.5cm内 部に入ったものであるため,

再磁化されず,岩石が生成した時の磁化を保っているものと思われる。 C G 1341と C G13

43の礫については, コア試料の磁化方向は礫ごとにそろっているので,礫全体 として(少

なくとも火を受けた表面から5 cm内部まで)再磁化したものと思われる。別の可能性とし

て,礫全体が全 く熱の影響を受けていないことも考えられるが,表面の赤変状態を考える

とこの可能性は少ないであろう。

S X01では, C G 1351の 礫が上記のC G 1342と 同様の傾向を示している。これらの礫は,

200℃ までの熱消磁によって,磁化方向の変化が他の礫に比べて大きく,150° ないし200°

までの温度の上昇があったと考えられる。第94。 95図は,それぞれのコア試料が熱消磁に

よって磁化方向がどのように変化したかを,シュミットネットに投影したものである。試

料によって動きが大きいものと,殆 ど変化しないものがあるのがよくわかる。C G1341 a

2と C G1354a lは 熱消磁を行っても全然磁化方向は変化しないが, C G1351a lと cG
1351a2は大きく動 く。その他のものはこれらの中間の動きを示している。
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第21表 江馬氏下館跡の考古地磁気試料番号一覧
遺構名  試料個数    試料呑号
S X02   13   C G 1281～ 1293
S X03     13
S X05     20
S Xll    14
S X01
S K18

C G1261～ 1273
C G 1301～ 1320
C G 1321～ 1334

4   C G1351～ 1354
3   C G 1341～ 1343

第23表 江馬氏下館跡 S X02の2.5mT
消磁後の磁化測定結果

1 1.

＊

　

＊

＊

＊

　

＊

＊

＊

　

＊

＊

　

＊

-49.0   39.4  1.57
--21.2   38.2  7.42
-35.8   71.0  0。 306
154.0   83.3  0。 425
169。 2 --38.8  0。 168
-7.6 -64.0 0。 285
7.5   42.0  0,495
20.9 -35.5  0.662
--158.0   55.3  0.596

52.8   58.0  0.237
81,0 -40。 8 0.274
--48_4   13_4  8_77

―-51.6   40.9

-18。 9   41.6
-2.2   77.7
-86.5   64.5
133.8 --36.3
-73.7   61.2
37.3   34.2
19.2 --39.7
169.7   41。 2
134.6   76,7
78。 2 --30.6
--41.7   19.2

1282
1283
1284
1285
1286
1287
1288
1289
1290
1291
1292

1.21
5.64
0。 238
0.305
0。 147
0.280
0,357
0.625
0。 188
0。 335
0。 216
4.57

第22表 江馬氏下館跡 S X02のNRMの
磁化測定結果

*:統計計算の際に除外したもの.

第24表 江馬氏下館跡 S X02の5.OmT
消磁後の磁化測定結果

*:統計計算の際に除外したもの.

第25表 江馬氏下館跡 S X02の7.5mT
消磁後の磁化測定結果

―-60。 1   61.6  0,760
-8.8   48.6 3.39
-26.5   74.2 0。 198
73.4   69.1  0.326
162.2 --42.4  0。 177
-127.1 --23.2 0.266
42.5   32.7 0。 286
35.9 --49.2  0.534
146.5 -25。 8 0。 120
--160.0   78。 9  0。 440
90.6 --14.0  0。 260
-29_5   32_5  1_57

＊

＊

＊

＊

　

＊

-24.1
-56.8
-9.2
-42.9
95.2
149.5
-112.6
26.0
-186.1
--185.8

83.9

15。 8
51.2
46.7
80,1
74.6
-22.0
-20.6
-44.6
10。 2

79。 9
-12.8

1.04
0。 921
4.30
0。 241
0.405
0。 163
0.227
0.574
0。 151
0.485
0。 240

＊

＊

　

＊

＊

　

＊-32_5   28_7  2_28

*:統計計算の際に除外したもの.
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第28表 江馬氏下館跡 S X03の NRMの
磁化測定結果

江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

第2,表 江馬氏下館跡 S X03の2.5mT
消磁後の磁化測定結果

試料番号 路 ↑毎 路蹴 )

C G 1261   46.7  33.5
1262     55。 0   46.8
1263     65。 1   23.2
1264    34.4   37.0
1265    --3.1   66。 7

*   1266  -75。 0  74。 3
*    1267   152.9   14.2
1268      2.0   49.9

*  1269 -54.4 -3.1
*   1270   91.1 -65。 1
*   1271   22.0 -66。 7
1272     41.4   50.5
1273    37_1   14_1

４

９

２

６

１

６

６

１

４

　

　

３

9.8
12.2
36.6
16.0
--14.8

-20。 4

151。 6
16.1
-24.1
88。 4
14.8
23。 7

72.7   1.71
49.6   1.48
60.3   1.63
57.7  1.96
55,1   0,963
51.0  2.58
29.8  2.23
58,0  0。 808
37.5  2.15
-65.4 20.8
71.9  13.2
60。 1   0.980

1273    32.0   42.4   1.71

*:統計計算の際に除外したもの.

第28表 江馬氏下館跡 S X03の 5,OmT
消磁後の磁化測定結果

3。 6
-3.0
-10。 8
20.8
-21.3
-4。 9

166.1
74.0
-10.4
85.5
-8.4
37,0
-76_6

*:統計計算の際に除外したもの.

第29表 江馬氏下館跡 S X03の7.5mT
消磁後の磁化測定結果

(x104A

C G1261  116。 9  84.8 1.099
1262   -10,3   42.4  0.532

*    1263   --78.6   22.8  0.449
1264    22。 3   61.9  1.18
1265 --101.9   61.5  0。 223
1266   --20.6   37。 4  1.06
1267   --61.2   71.6  0.817
1268    65.6   46.0  0。 306
1269    --1.7   45。 8  1.46

*    1270    83.1 --57.3  3.99
*   1271  -22.5 -70.2 5。 28
1272    57.0   67.4  0。 629

*    1273 --113.2   31.2  0_415

＊

＊

　

＊

＊

　

＊

一　

一

*:統計計算の際に除外したもの。 *:統計計算の際に除外したもの.



江馬氏城館跡 III

第30表 江馬氏下館跡 S X05の NRMの
磁化測定結果

試料番;  偏角  伏角  磁化強度
(° E)(° )(X104A∬ /kg)

C G 1301 -18,9  47.7  1.42
1303     9。 4   47,7   0。 982
1304  -18,3   60.6   0.898
1305    --0。 5   21,1   1,08
1306    --6。 3   47.0   1.11
1307  -16.5   58.0   1.21
1308   --23,2   53.3   1,14
1309    12.6   30,3   1.01
1310    12.4  --5.0  15.5
1311   163.4 --40.3  22.2
1312   152.6   51.6  45。 4
1313   153.1   44.0  20.0
1314   164.9   38.3  11,0
1315   --34.8  --9.0   4.51
1316   151.0  --2,7  39.1
1317  -32.4 -60.8  17.8
1318   --15.6   36.5  25,4
1319    54.4   52,7   1.02
1320   --77_9   15_8  26_9

*:統計計算の際に除外 したもの

第32表 江馬氏下館跡 S X05の 5.OmT
消磁後の磁化測定結果

第31表 江馬氏下館跡 S X05の 2.5mT
消磁後の磁化測定結果

第33表 江馬氏下館跡 S X05の 7.5mT
消磁後の磁化測定結果

試料番号  偏角  伏角   磁化強度
(° E)  (° )  (X104A∬ /kg)

C G 1301 -34.2  48.4 0.531

試料番号  偏角  伏角   磁化強度
(° E)  (°  )  (X101A∬ /kg)

C G 1301  -30。 4  49.7  0.878
1303    27,4   47.2   0.624
1304    23.4   71.8   0,513
1305    16.2   48。 1   0,708
1306    13.9   45.4   0。 684
1307   --14.7   59.7   0,677
1308   --14.1   52.2   0.665

*    1309    23.7   24.1   0.591
*   1310   14.2  -6,1  9,69
*   1311  156.8 -22.8 13.4
*    1312   150.4   41.2  33.7
*    1313   148,7   36.5  14.0
*   1314 -176.7  20.3  7.12
*   1315  -56.5  23.6  4.11
*   1316  147.2  -2.4 28.4
*  1317 -27.0 -54.7 11.3
*   1318   -9.3  19.6 17.8
1319    60,7   53.8   0,710

*   1320  -78.8  10.5 17.4
*:統計計算の際に除外したもの.

*
*
*
*
*
*
*
*

*
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*

*

1301
1303
1304
1305
1306
1307
1308
1309
1310
1311
1312
1313
1314
1315
1317
1318
1319
1320

-28,2
44.1
-37.6
44.5
3。 2

-21.9
-35。 6

34.4
15.2
157.5
151.4
147.8
-163,9
-58.8
-26.9
-4.3
59.7
-78.8

48,4
37.4
87,4
43,7
54。 4

81,2
55,6
16.7
-8.6
14.3
36.0
38,7
-8.5
16.8
-48.4
-2.8
39。 2

2.2

0.685
0.527
0,315
0.528
0.407
0.373
0。 410
0。 541
4.52
6.43
17.5
6.50
4.29
2.63
4.65
8.31
0.759
9.83

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　

＊

一

1303    52.4   33.2  0.450
1304  --161.6   83.9  0.239
1305    54.9   40。 6  0.431
1306      9.0   42.6  0.308
1307 -134.1   78.3  0.256
1308   --43.2   52.1  0。 326
1309    37.1    4.8  0,456
1310     14.3  --4.0  2.19
1311    158.0   39.7  3.71
1313   150,9   51.5  3.11
1314  --160。 2 --24.6  2.66
1315   --55。 1    8.7  1.46
1317   -28,4 --41.8  1.81
1318    -3.8 --21.6  3.59
1319    66.2   36.1  0.710
1320   --76_4  --0_8  4_80

*:統計計算の際に除外したもの.
*:統計計算の際に除外したもの



第34表 江馬氏下館跡 S Xllの NRMの
磁化測定結果

C G1321 -54.8 32.2
*   1322  -41.6  48.0
1323   --63.3   30。 0
1324  -44.1   25,8
1325   --54.7   30。 7
1326   --56。 4   17.6
1327  --48.7   29。 6
1328   --46。 1   33.0
1330   --48,7   17.3
1331   --54.5   25。 6
1332   --58。 3   29.0
1333   --49,0   22.0
1334   --56。 4   22.1

江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

第35表 江馬氏下館跡 SXmの 2.5mT
消磁後の磁化測定結果

１

８

７

７

２

７

８

９

０

１

８

５

５

５６

．
６２

．
４９

，
３９

．
５４

．
３２

．
４２

．
４７

．
２０

，
３５

．
５６

．
２８

．
３０

。

-35。 1
--17.5

-68.5
-27.5
--50.6
--50。 2

-25。 4
--15.5
--12.4
--38.4
--42.9

-25,3
--41.0

1.40
1.53
1.27
1.17
1.42
1.09
1.13
1.27
0.674
1.12
1.24
1.12
1.45

*:統計計算の際に除外したもの.

第38表 江馬氏下館跡 S Xllの 5。 OmT
消磁後の磁化測定結果

0。

0。 981
0。 700
0。 665
0.890
0.526
0.552
0。 791
0。 386
0,632
0。 824
0。 601

32.8  0.858

第37表 江馬氏下館跡 S Xllの 7.5mT
消磁後の磁化測定結果

-27.0   79,7
51。 1   70。 5
-128.4   55.4
10.4   30.1
--70.2   69.2
-39.9   39.5
18.5   49.0
43,4   50。 1
35。 3 -36.7
-49.0   24.9
4.5   76。 1
6.6   14.4

1334   --29_2   30_4  0_616

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３２

３３

３３

３３

３３

C G1321
1322
1323
1324
1325
1326
1327
1328
1330
1331
1332
1333
1334

°
E
-34.

(x104A

*:統計計算の際に除外したもの. *:統計計算の際に除外したもの。

Ｅ
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江馬氏城館跡 III

第38表 江馬氏下館跡 S K13の焼け石の
NRMの磁化測定結果

第41表 江馬氏下館跡 S X01の焼け石の
NRMの磁化測定結果

C G 1341al
1341a2
1341bl
1341cl
1341c2
1341c3

15.4
40.5
25。 3
10.2
31.0
36。 6

C G 1351al
1351a2
1351bl

39.6 -
47.0   31.8
-6.4   37.2

0。 00218
0.0028

C G1342al-112.1-61,2
1342a2 -141.2   14.4

C G 1343al  l19.6  66.4
1343b1    95.6   64.8
1343c1    79。 6   61.0

第39表 江馬氏下館跡 S K13の焼け石の150℃
消蔵後の磁化測定結果

C G1354al -42.7  55。 7 0,763
1354a2  -41.5   57,9  0。 464
1354bl  ―-32.7   53.6  0.0268

1354cl  ―-36_2   57_6  0_818

第42表 江馬氏下館跡 S X01の焼け石の150℃
消磁後の磁化測定結果

1351a1    79,6   19.6  0.00221
1351a2   -1.6 -26.5  0.00169

0.0986
0.138

0。 0925
0。 175
0。 198

C G1341a2 -98.0
1341bl -114.0

C G1342al -147.
1342a2 --16693

40。 1

16.9

-59,4
22.0

0.00576

0.124
0.375

C G1354al -36.8
1354a2  -77.5

E Xl∩
`

-99.

第40表 江馬氏下館跡 S K13の焼け石の200℃
消磁後の磁化測定結果

C G 1342al-143. -59.1
1342a2 --16334   13_8

第43表 江馬氏下館跡 S X01の焼け石の200℃
消磁後の磁化測定結果

C G 1351al
1351a2 -9。 1 -52.3 0.00138

C G 1354al -39.8   54.5 0。 582
1354a2  -46_6   55_9  0.386

(° (X10~lA∬

1341a2  -96。 9
1341bl -118.1
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江馬氏下館跡の焼土遺構の考古地磁気測定

第44表 江馬氏下館跡焼土址の考古地磁気測定結果
遺構名   消磁段階  N   D     1    295   K  平均磁化強度

(2.5mT   8   -43.9
(5.OmT   8   -27.5
(7.5mT   8   -13.5

S X03   (NRM   8   38.8
2.5mT    l1        7。 7
(5。 OmT   8    -1.4
(7.5mT   9     0.7

S X05    (NRM   9   -7.1
2.5コnT      8         9.6
(5.OmT   8    17.5
(7.5mT   8    22.9

S Xll   (NRM  12  -52.9
(2.5mT  13   -34.1
(5.OmT  ll   -19.2
(7.5mT  ll    -8.4

55.8    22.62       6。 9
60。 9    27.76      5。 7
59。 8    27.54      5.0
42,0     16。 45     12.3
57.8     9,25     25.3
60,3    11.30     25.0
67.0    19。 63      7.8
45.4    10.32     25.9
56。 6    13。 16     18.7
61,4    20。 10      8.5
63.4    26.54      5。 3
26.3     3。 96    120.9
43.9     9.04     22.0
51.4    13.97      11.7
53.7    19.03      6.7

1.77)
1.38 )
0。 976)

3.45 )
2.65
1.21)
0.811)
3.80 )
0。 682
0。 501)

0.406)
2.97 )
1.22 )

0,744)
0.544)

N:試料個数,D:平均偏角, I:平均伏角,T9siフ ィッシャーの信頼角,K:フ ィッシャーの精度係数
( )は年代推定のための考古地磁気データとして採用しなかったものを示す.

第45表 江馬氏下館跡焼け石の考古地磁気測定結果
遺構名   消磁段階  N   D     I    的5   【  平均磁化強度

(° E)    (° )   (°  )         (X10~lAmt/1g)
S K13
C G1341   NRM     6   -103.2    26.7   11,33   35。 9   0.00599

150℃     2   -106.9    28.7    -
200℃     2   -108.7    28,2    -

C G 1342  NRW1    2  -131.6  -24.0    -
150℃     2   -106。 9    28。 7    -

-     0。 00547
-     0。 00560
-     0.118
-     0,00547
-     0。 218
79.5     0,155

200℃
C G1343  NRM

S X01
C G1351  NRM

150℃
200℃

C G 1354

2  -156.5  -22.9    -
3        96。 9       65。 0    13.92

3        28。 6      21.9    60。 37
2        40.3      --4.5        -
2       55。 7    -29。 5       -

。

２

一

0。 00227
0。 00195

-   0,00206
NRA江     4   -38。 2    56。 3   3.74  604.7   0.518
150k'        2      --57.0       54。 8    55。 29     22.6     0。 487
200k〕         2      --43_1       55_2        -        ―-     0.484

N:試料個数ち D:平均偏角, I:平均伏角,295:フ イツシャーの信頼角,K:フ ィッシヤ~の精度係数

０
け





江馬氏城館跡1996年度出土漆器の塗膜分析

漆器文化財科学研究所 四り,嘉章

1 分析の方法

漆器は古代以来階級性を反映したものであり,塗膜の下に隠された情報を引き出すこと

によって,品質を解明することができる。その 1つの方法が塗膜分析である。

塗膜分析は漆器の内外面数箇所から数mmの塗膜片を採取し,ポ リエステル樹脂 (リ ゴラ

ック)に包埋後その断面を研磨のうえ,金属・偏光顕微鏡で観察する方法である。サンプ

ルである手板試料と比較検討しながら孫滲や下地材料の同定を行うが, これによって表面

観察では分からない時代的・地域的な纂漆の特色,製品の価値判断が把握できるので,遺

跡・遺構における所有階層の推定やデータが集積されれば製品の流通問題にも迫ることが

できる。

2 分析結果

塗膜分析を行った漆器は区画 3の遺構面直上から1ブロック (Nα O),掘立柱建物 SB

12の S P222か ら3ブロック (Nα l～ 3), S B12と 切 り合っているS P223か ら2ブ ロッ

ク (No 4・ 5)が検出された。いづれも木胎は残っておらず塗膜片のみである。

以下その概要を表面観察と塗装工程について,木胎 (木地)か ら順に番号 (①～)を付

して説明する (木胎への木固め工程の記述は特記すべきもの以外は省略)。 層厚は 1資料

につき内外面各 3点 を分析したものの平均値であり,必ずしも図版のスケールとは一致し

ない。本稿で用いる用語などについては前回報告を参照いただきたい。

◇資料A 皆朱漆器 (第 96図の 1～ 3,第 97図の 4・ 5)

分析の結果Nα Oと Nα 2は 同一イ団体 と判明した。

器形・表面観察

あまり腰が張らずに斜上方に開くやや浅めの皆朱 (内外面赤色)有台皿 (盃)ないし小

型椀。口唇部と高台畳付けには中塗の黒色漆が残されている。上塗漆は鮮やかな緋色でマ

ンセル値7.5R 4.5/11。 塗膜のみであり,樹種や木取りは不明。内面全体に漆独特の縮

み級と刷毛目が残っており,会液容器に転用されたことが知られる (第96図の 1)。

塗膜分析 (第96図の 2・ 3,第 97図の 4)

口縁部外面 (第96図の2)① 口縁部に布着せが施されており, ヨコ糸はやや円形で繊
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江馬氏城館跡Ⅲ

維束幅は径165μm,タ テ糸繊維束幅は長径100μm前後である。②地の粉漆下地層。層厚はヨ

コ糸頂部で■2μm,最下部で200μШである。地の粉 (鉱物粒子)は石英,斜長石,有色鉱物
などから構成。大きなものは石英の68× 107郷はじめ,大小各種サイズのものを含む粗い

地の粉である。③黒色漆層。層厚18～ 20μ m。 黒色顔料は油煙で粒子は0。 2μm以下の均質な

微粒子である。④漆層。層厚15μm前後。⑤漆層。層厚10郷前後。⑥赤色 (朱)漆層。層厚
18～ 20μm。 表層と下層の凹凸が著しい。粒子は径 1～ 2即前後と0.5μm以下の均―な微粒

子から構成されている。

体部内面 (第96図の3,第97図の4)①休部のため布着せはみられない。②地の粉漆
下地層。層厚190～ 200即。鉱物粒子の構成は内面に同じ。③黒色漆層。層厚40～ 48郷。部

分的に大きな塊 (34× 72μm)を含んでいる。④漆層。層厚24μⅢ前後。⑤漆層。層厚38μm前

後。⑥赤色 (朱)漆層。層厚29即前後。朱粒子の構成は内面と同じであるが,内面の朱漆

はごく薄い部分があり,上手な上塗とはいえない。⑦漆層。この層は漆液容器の部分で,

大小のゴム質水球の分散がみられるので生渉と判断される。

◇資料B 朱漆器 器形不明 (第97図の 6・ 7)
分析の結果Nα l・ 3。 4・ 5は 同一個体と判明。

器形・表面観察

漆塗膜のみであり,器形や内外面の別などは不明。上塗漆は鮮やかな緋色でマンセル値

7.5R 4.5/11。

塗膜分析

内外面不明のためA面,B面として記述する。
A面 (No l,第 97図の6)①炭粉漆下地層。層厚は24～ 50μmで,炭粉粒子は沈殿して
いる。炭粉粒子は主に 1× 9郷,1× 17μm,2X15μm前後の針状粒子,径 2～ 4脚の台形・

方形粒子から構成。②漆層。層厚12μm前後。③赤色 (朱)漆層。層厚17～ 19理。表層と下

層の凹凸が著しい点は資料Aと 同じである。朱粒子は径 1～ 2 μm前後と0。 5241以下の均一

な微粒子から構成されている。

B面 (Nα 5,第 97図の7)①炭粉漆下地層。層厚は60～ 97μmで,炭粉粒子は沈殿して
いる。炭粉粒子はA面に同じ。②漆層。層厚24郷前後。③赤色 (朱)漆層。層厚32μm前後。

特色はA面に同じ。

3  ガヽ 結

漆器は上質品の漆下地から普及品の渋下地漆器まで,階層や行事に対応したランクのも

のが生産されており,塗装工程 (採漆)や下地,加飾の材料を解明することによって所有

階層推定に役立てることができる。こうした観点から江馬氏城館跡下館跡1995年度出土漆
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器をみると,普及型の渋下地であるが上塗が朱塗であることから,渋下地漆器としては良

品であると判断された。品質としては被官クラスのものであり,江馬氏そのもののステー

タスとは結びつかなかったが,今回の調査によって江馬氏の漆家財と手工業の実態にせま

る重要な知見が得 られた。以下,要点を箇条書きにまとめ結びとしたい。

①柱穴 S P222と 切りあうS P223出土姿器は同一個体 (資料B)であることが判明。

②区画 3の遺構面直上から出上した漆液容器に転用された皆朱漆器 (資料A)と S P22

2か ら出上したものの一部が同一イ固体であることが判明。つまり,こ れら2個体は同一時

期 (15世紀)であり,上段から転落したものと考えられる。

③資料A・ Bと も漆下地 (本堅地)と よばれる上質品であり, とくに資料Aの様漆は地

の粉漆下地→黒色漆→漆→漆→朱漆という高級漆器であることが判明した。類似したもの

は新潟県頸城村水久保遺跡や新潟県新発田市宝積寺遺跡,岐阜県大垣市大垣城郭町C遺跡

などから出土しているが,本例が最も丁寧といえる。下地のうえに施された油煙による黒

色顔料を含んだ「黒色漆」は,漆器が上層階級の独占物であった古代以来のものである。

中世においては手箱・化粧箱・硯箱などの高級品に用いられるが,食器に用いられること

は少なば。まさに江馬氏の家財としてふさわしいものであろう。木製品に適した遺跡状況

であれば1463(寛正 4)年の「新見地頭方政所見捜物色々在中」(東寺百合文書サ函12ざ )に

引用される,瓶子・銚子 。提子・鏡箱・蒔絵の茶入れ・薬壺・湯壷台・茶盆・香箱・折

敷・椀・皿などの漆器が検出されたと思われる。

またこの皆朱漆器 (資料A)は破損後,漆液容器に転用されたわけであるが,それは区

画 2に おいて何らかの漆作業が行われたことを意味する。遺跡の性格と漆液容器の質を考

慮すれば漆職人の存在を考えても大過ないであろう。遺構の配置や他の城館跡の例からし

て区画 2は職人の工房ないし居住区と推定されてきたが,漆液容器の出土によってその可

能′隆は一層強くなったといえる。

以上,要点のみを列記したが,15。 16世紀における漆器所有や朱漆器の意義については,

前回報告をはじめいくつか紹介したことがあるので参照していただければ幸いである。

末筆ながら調査にあたっては富山大学前川 要助教授,神岡町教育委員会大平愛子氏か

ら種々のご便宜を図っていただいた。厚く御礼申し上げる。

(注 )

1 四柳嘉章「漆器考古学の方法と中世漆器」『考古学ジャーナル』401号,1996

2 四柳嘉章「江馬氏城館跡下館跡出土漆器の塗膜分析」『江馬氏城館跡H一下館跡門前地区と庭

園の調査―』岐阜県神岡町教育委員会・富山大学考古学研究室,1996

本稿において下地材料としてモミガラの可能
′陛を検討課題とした力ヽ その後の分析でモミガ
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ラではなく炭粉粒子であることを確認した。

3 四柳嘉章「新潟県水久保遺跡出土漆器の塗膜分析」『水久保遺跡』新潟県教育委員会・財団法
人新潟県埋蔵文化財調査事業団,1996

4 田中耕作 。鶴巻康志ほか『三光館跡・宝積寺遺跡』新潟県新発田市教育委員会,1990
四柳嘉章「新潟県水久保遺跡出土漆器の塗膜分析」『水久保遺跡』新潟県教育委員会・財団法

人新潟県埋蔵文化財調査事業団,1996

5 大垣市教育委員会調査,報告書近刊

6 四柳嘉章「埼玉県広木上宿遺跡出土漆箱の科学的分析」『財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業
団報告書第170集・広木上宿遺跡―古代 。中世編』埼玉県埋蔵文化財調査事業団,1996

7 四柳嘉章「三島市御殿川流域遺跡群出土漆器の塗膜分析」『三島市御殿川流域遺跡群 H―平成
2。 3年度一級河川御殿川小規模河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』静岡県埋

蔵文化財研究所,1994

8 小泉和子「荘園政所の家財と生活」『朝日百科  日本歴史 2』 ,1986
9 神岡町教育委員会『1996年度江馬氏城館跡下館跡発掘調査の成果』現地説明会資料,1996
10 四柳嘉章『掘 り出された縄文～中世の漆器』日本漆文化会議,1995

四柳嘉章「漆器」『概説中世の上器・陶磁器』真陽社,1995

四柳嘉章「16世紀の漆器―七尾城跡シッケ地区遺跡出土漆器の塗膜分析 (第 2次報告)」『石

川考古学研究会々誌』38号,1995

四柳嘉章「北陸 。東北における古代・中世漆器の孫漆技術 と画期」『石川考古学研究会々誌』

35=計, 1992
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江馬氏下館跡出土鉄砲玉の鉛同位体比測定結果

国立歴史民俗博物館 齋藤 努

1 1ま じめに

神岡町教育委員会より依頼のあった,江馬氏下館跡出土資料について鉛同位体比を測定

したので報告する。

2試 料

分析を行った資料は,1978年度調査で出上した鉛製の鉄砲玉 1点で,16世紀のものと考

えられる。提供資料の表面から l mg以下の極微少量をサンプリングし,測定用試料 とした。

3方  法

国立歴史民俗博物館において最近新たに開発された「高周波加熱分離―鉛同位体比測定

法」を用いて分析を行った。この方法によれば,従来法に比べ,低ブランクで迅速 (鉛の

分離に要する時間 :約 15分)に ,高精度な測定を行うことが可能である。

4結  果

鉛同位体比の測定結果を第46表に示した。第46表の分析番号は当博物館で独自につけた

ものである。測定結果は, これまでに報告されている東アジアの青銅器および鉛鉱石のデ

ータと比較するために,馬淵,平尾たちの方法に準じて図示した。ここでは,縦軸に208

Pb/206 P b,横 軸に 207 P b/206 P bを プロットする「A式図」と,縦軸に207 P b/204P

b,横軸に206 P b/204 P bをプロットする「B式図」とを用いた。この表示法によれば,

弥生時代～平安時代における青銅器の鉛同位体比の変遷を,下記のように示すことができ

る。

第46表 江馬氏下館跡出上鋭砲玉の鉛同位休比

分析番号
207 P b

206 P b

208 P b

206P b

206 P b

204 P b

207 P b

204 P b

208 P b

204 P b

L1802 0。 8463 2.0992 18.638 15.775 39.131

Ｏ
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すなわち,

A:弥生時代に将来された前漢鏡の範囲 (華北の鉛 )

B:後漢・三国時代の舶載鏡の範囲 (華中～華南の鉛 )

C:日 本産鉛の範囲

D:弥生時代に将来された多鉦細文鏡,細形銅剣などの範囲 (朝鮮半島の鉛 )

第98。 99図中の記号A～ Dは , これらに対応する。

神岡鉱山産の鉛鉱石の鉛同位休比は,他の日本産鉛鉱石のそれが収まる範囲か らは外れ

ていることが知られている。第98。 99図 に,今回測定を行った鋏砲玉の鉛同位体比を,神

岡鉱山産鉛鉱石,神岡鉱山以外の日本産鉛鉱石,中 国産鉛鉱石のデータとともにプロット

した。鉛鉱石の値は馬淵,平尾が報告したものを使用した。

この結果を見ると,今回測定を行った鉄砲玉の鉛同位体比は,神岡鉱山産鉛鉱石の数値

範囲とは一致していない。A式図 (第 98図)では日本産鉛 と中国後漢・三国時代鏡の両領

域の重なる部分に位置している。この両領域を識別できるB式図 (第99図)で見ると, こ

の資料のデータは日本産鉛の範囲からは外れ,む しろ中国産鉛に近い数値を示 しているこ

とがわかる。

以上より,今回測定した鉄砲玉の原料鉛は, 日本産ではなく中国産である可能性が高い。

ただし, どのような経緯でこの原料が使用されるにいたったかということは不明である。

参考文献

1 齋藤 努,田 口 勇 (1994):日 本文化財科学会第11会大会研究発表要旨集,91

2 Tsutomu SAITO(1994): The Third lnternational Conference on the Beginning of the

Use of WIetals and Alloys,40

3 馬淵久夫,平尾良光 (1982)I MUSEUM,

4 馬淵久夫,平尾良光 (1982):MUSEUM,

5 馬淵久夫,平尾良光 (1987):考古学雑誌 ,

370,  4

370, 16
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く柱穴・土坑計測表〉

Nα  :調 査時・報告書での通し番号。ただしSB'S

Aについては,1995年度門前地区からの通し呑

号を継承 した。

X・ Y:lm単 位の調査座標で遺構の位置を示した。

平面形 :円形,椿円形,方形,不整形の形に介類した。

データ :[長径][短径][深さ][底面レベル]の値。

埋 土 :堆積に層位があるものは第20図～第22図参照。

断面形 :第 5表の分類表に依拠して表示した。

出土遺物 :0国産土器,日国産陶器,○中国陶磁器,▲鉄

製品,□ その他,で表した。

備 考 :遺構の切 り合い関係は>, <の記号で表 した。

切 り合い不明は,遺構≠遺構と表した。

調 査 :× はすでに1976～ 1978年度調査時において完掘

していた遺構を表わす。

く遣物計測表>

報告書での通し番号。

上師器,珠洲,瀬戸美濃,青磁などの名称。

椀,皿,す り鉢,盤など用途別の分類。

lm単位の調査座標で出土地点を示した。

遺物の出土遺構名。空白は遺構外である。

遺物の出上した土層名。層位図参照。

遺物の出土標高値。水準はT.P.で ある。

口=口径,底 =底径,高 =器高を示している。

括弧のつかないデータが完形値,[ ]が 復元

値,( )が現存値である。
口縁部Ff測法 (宇野1992)|こ よる。

時期別分類,重量,その他を示す。

調査時の取 り上げ呑号。

Nα

種 類

器 種

X・ Y

遺 構

層 位

レ^ミル

法 量

個体数

備 考

茎各】堅Nα
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別表 1 建物計測表
吏豊右尊Nα 梁行柱間 而行(尺 ) 梁行(口 ) 梁行(尺 ) 平面積(mF) 主軸方位 備  考

S Bll

S B12

S B13

S B14

S B15

S B16

S B17

21.75

19.64

20.53

23.83

26.53

19.87

32.18

13.89

19.24

14,36

13.96

20.33

19.54

13。 30

27.7439

34.6885

27.0570

30。 5406

49.5264

35。 6384

39,2925

N-61.ず ―E
N-62.ず ―E
N-62.0° 一E
N-27.0° 一W
N-61.5° 一E
N-31.5° 一W
N-64.げ 一E

S Bll≠ S K19,S X01・ S B12

S X01>S B12>S P 223,S B12辛 S K19,S Bll

S D03>S B13,S B13+S K19。 S K20

S B14辛 S P76・ S P 121・ S P301

S P529,S P535>S B15
S B17>S B16,S B16辛 S P527
S P514・ S P526・ S K12>S B17>S P 496・

S P524・ S P564,S102・ SB16 2間 ×2間
の張 り出しが北辺東側につ く

別表 2 柵冽計測表
遺構Nα 柱 間 総長 (cm) 総長 (尺 ) 主軸方位 備  考

S All

S A12

S A13

4

4

4

N-66.0° 一E
N-25.5° 一W
N-27.5° 一W

S A12>S P87・ S P89
S A13≠ S101

別表 3 竪穴住居計測表

別表 4 溝計測表

(単位

(単位 :cln)

No X Y 平面形 長径 豆径 深 さ 底面レベル 出上遺物 備  考

S10

S10

一
　

　

一

一　

　

　

一

方形

*

328

●●,炭

S101≠ S A13・ S P331'S P333・ S P 335・
S P337・ S P512

S B17・ S K18>S102

血 交出ξ 深 さ 埋 土 主軸方位 出上遺物 備  考 調査

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

　

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

　

Ｓ

151

427

24

49

33

65

コ版4

N-31.5° 一部

N-24.0° 一耶

N-13.4° 一彊

N―-64.5° 一I

●●●

●●●■○,炭

欠番

S D03>S B13・ S X01

欠番

欠番

欠番

S D08≠ S P559'S P560。 S P561・

S P562

欠番
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別表 5 土坑計浪1表 (単位 :cln)

X Y 平面形 長径 短径 深 さ 底面レベル 埋土 出土遺物 備  考 調査

S K01

S K02

S K03

S K04

S K05

S K06

S K07

S K08

S K09

SK10 H
S K12

S K13

S K14

S K15

S K16

S K17

S K18

S K19

S K20

S K21

S K22

S X01

S X08

S X10

S Xll

-72.3

-72.2

-73.7

-73.3

-73.8

-79.5

-79.1

-83,7

-82.2

-95.2

-93.5

-93.9

-952
-80.9

-773
-963
-87.8

-877
-89,8

-723
-80。 9

-87.4

-375
-88.5

-81.5

-90
-116
-11.5

-160
-176
-7.2
-153
-11.1

-19,3

-20.5

-33.9

-33.1

-32.7

-36.0

-38.7

-31.5

-24.9

-11.4

-137

-100
-20.2

-15,4

-25.7

-26.9

-31.8

椿円形

構円形

穂円形

不整形

不整形

不整形

不整形

円形

円形

方形

楕円形

不整形

方形

方形

楕円形

方形

円形

橋円形

不整形

形橋 円

76

133

88

76

90

114

70

93

124

307

75

133

104

309

144

372

87

231

334

72

92

682

51

112

68

50

42

62

52

74

98

39

65

108

172

72

112

88

212

128

48

62

221

181

54

47

238

49

32

32

22.0

16.5

30.0

20.5

28.5

11.0

16.5

7.5

20 5

24 2

9.0

20 3

12 2

44.9

36.8

32.0

19.9

31.2

16.9

16.0

24.3

32 0

24.7

2,7

6.5

455,642

455.672

455.582

455.647

455.532

455 822

455,712

455.852

455 647

455 265

454.990

454.790

454.801

454.567

454.611

454.600

455.144

455.647

455,817

455.692

455 569

455.592

455,090

455.280

454 963

図版45

図版45

図版45

図版45

図版45

図版44

版45図

0
●8■ 20□ 2,炭

■■○

●5■204▲ 4

■

0● ,炭

●

●61E4502▲ ■,炭

■O

S K04キ S P532

S P109>S K09

S K12>S K13 S B17・ S P 526

S K12>S K13>S P484

S K15+S P339 S P340・ S P341・ S P342・

S P343

S K16キ S P324・ S P515

S P566>S K17

S K18>S102
S K19キ S X01 S Bll・ S B12 S B13

S K20辛 S B13・ S X01,S P198・ S P199・

S P203・ S P 208・ S P487

S D03 S P296・ S P507>S X01キ S Bll,S

P132・ S P139'S P173・ S P175・ S P 176・ SP
178・ S P487 S K19・ S K20>S B12 S P516

S P517・ S P531

掘

掘

掘

掘

掘

Ｘ
　
×
　
Ｘ
　
×
　
×
　
×
　
×
　
Ｘ
　
を
死
　
碁
死
　
を
死
　
圭
九
　
を
万
　
×

半裁

トレンチ

完掘

トレンチ

トレンチ
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別表 6 柱穴計測表 (単位 i cm)

Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 蓋面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

珊

S P004

S P005

S P 006

S P007

S P008

S P009

S P010

S P011

S P012

S P013

S P014

S P015

S P016

S P017

S P018

S P019

S P020

S P021

S P 022

S P023

S P024

S P025

S P026

S P027

S P028

S P029

S P030

S P031

S P032

S P033

S P034

S P035

S P036

S P037

S P038

S P039

S P040

S P041

S P042

S P043

S P044

S P045

S P046

S P047

S P048

S P049

S P050

S P051

S P052

S P053

S P054

S P055

S P056

S P057

S P058

S P059

S P060

-723
-73,0

-73.7

-73.6

-73.5

-74.8

-75.0

-73.9

-74.8

-74.7

-74.7

-74.2

-74.7

-76.4

-76.1

-76.3

-767
-76.1

-750
-761

-75.7

-75.2

-76.5

-758
-76.6

-759
-76.3

-757
-792
-78.5

-79,0

-79,1

-77.3

-787
-780

-77.7

-78.2

-16.5

-16.6

-167
-168
-170

-17.9

-59
-90
-9.5

-101
-103
-11.8

-13.3

-15.8

-181
-18.9

-19,1

-8.9

-7.6

-79
-85
-8,9

-11.3

-12.0

-13.2

-13,7

-138
-142
-15,8

-16.1

-16.5

-163
-17.8

-8.8

-9.8

-10.5

-107
-11.3

-125
-13.5

-15。 1

-15.6

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

不整形

円形

不整形

方形

円形

不整形

円形

形

形

形

形

方

方

円

円

円形

円形

円形

円形

不整形

円形

方形

不整形

円形

不整形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

楕円形

不整形

円形

円形

円形

円形

円形

不整形

楕円形

44

36

‐８

２２

４０

２２

２３

３７

４０

２３

２．

３２

５５

２２

27

20

44

23

24

30

24

40

40

21

25

27

26

42

20

26

36

40

23

30

52

24

22

33

26

24

32

31

30

34

22

24

18

22

40

40

40

16

20

34

13

19

36

35

20

19

30

32

20

24

18

42

21

22

30

24

38

27

21

24

21

24

26

18

23

26

32

20

30

44

22

21

30

18

19

26

28

20

24

22

18

16

23

36

32

32

15

13

14

10

15

31

13

17

22

19

16

25

26

18

18

12

9

10

17

16

11

12

19

12

18

14

13

15

9

8

6

30

8

17

13

8

17

11

16

9

12

29

8

8

9

10

17

6

10

12

10

円形 径16

円形 径16

455,752

455 727

455,722

455 757

455,702

455.537

455 712

455 672

455 622

455 632

455 642

455.567

455.557

455 542

455 522

455 752

455 757

455,742

455 792

455 687

455,762

455 737

455 657

455.642

455.562

455.592

455,732

455 747

455 807

455.802

455.802

455.572

455,787

455 677

455 727

455 782

455.687

455 767

455,702

455,762

455.732

455 482

455 832

455,792

455 792

455,777

455.697

455.807

455,752

455,752

455,812

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

暗茶褐色

色

色

色

褐

褐

褐

黒

黒

黒

B

A

B
B

A
A
B
C-2
A
B
B

C-2
B

B

B

B
A
C-2

A
A
C-1

A
A
A
A
A

C-2
A
A
A
B
A
B
A

A
B
B

A
A

A
A
B
A
B
A
B

B

B

A

B
A

■

欠香

欠番

底面に石 1

欠番

欠番

欠番

欠香

欠番

S B14柱穴

S B14柱穴

欠番

S B14柱穴

S B14柱穴

欠番

S B14柱穴



江馬氏城館跡IH

別表 6のつづき (単位 i cm)

hlo X 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベ 哩  土 断面形 出土遺物 補  考 調査

S P061

S P062

S P 063

S P 064

S P065

S P 066

S P 067

S P 068

S P 069

S P070

S P071

S P072

S P073

S P074

S P075

S P 076

S P077

S P078

S P079

S P080

S P081

S P082

S P083

S P084

S P085

S P086

S P087

S P088

S P089

S P090

S P091

S P092

S P 093

S P094

S P 095

S P096

S P097

S P098

S P099

S P 100

S P101

S P102

S P103

S P104

S P105

S P106

S P107

S P 108

S P lo9

S Pl10

S Pln

S Pl12

S Pl13

S Pl14

S Pl15

S Pl16

S Pl17

SPH8
S Pl19

-77.4

-782
-77.5

-801
-797
-79.6

-801
-802
-801
-804

-804
-79,7

-80,7

-80.2

-80.5

-804
-801

-805
-79.6

-801
-804
-805

-80.6

-80,7

-81.5

-823
-82,7

-828
-816
-81.6

-81.7

-82.1

-82.3

-822
-81.6

-817

-82.2

-82.6

-82.1

-82.4

-330
-82,7

-830
-83.71

-169
-177
-18.6

-82
-10.1

-10.4

-11.0

-12.7

-134
-134

-14.1

-151
-148
-15.4

-15,3

-15.8

-173

-175
-184

-198
-19,9

-197

-195
-195
-7.4

-6.5

-7.4

-94
-105
-126
-130
-13.0

-14.1

-14.5

-154
-152

-160
-16.7

-17.6

-17.8

-175
-192
-197
-201
-64
-7.2

-93
-12.3

-122
-12,71

荘 】

|:を
形

円形

不整形

方形

円形

円形

円形

方形

不整形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

不整形

円形

円形

楕円形

不整形

円形

円形

不整形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

不整形

楕円形

不整形

楕円形

円形

円形

楕円形

不整形

円形

楕円形

方形

24

47

29

42

24

20

39

32

28

37

34

47

31

31

52

30

22

32

38

20

25

33

27

26

30

26

31

26

18

22

26

24

38

17

20

17

27

27

21

28

41

51

55

58

48

28

26

36

24

26

30

32

22

35

27

29

22

16

31

24

24

32

29

45

26

27

40

20

22

32

28

20

17

28

24

22

29

17

28

26

14

18

24

24

24

14

19

16

19

26

18

19

34

44

40

26

42

27

25

20

22

20

20

281

13

6

28

9

12

7

13

11

4

11

13

13

6

8

31

16

5

17

10

8

7

12

9

15

9

7

12

13

12

10

23

13

15

16

15

6

4

18

18

12

15

70

13

15

円形 径 16

円形 径6

455,717

455.772

455.522

455,852

455,767

455.822

455,757

455 792

455 832

455 787

455,767

455,767

455 827

455 792

455,382

455.712

455.817

455 702

455,752

455,772

455 682

455 672

455,722

455,722

455,862

455 867

455 872

455 782

455,777

455,787

455 672

455 734

455,747

455,747

455 722

455,832

455.842

455,717

455 732

455,772

455 747

455 122

455,692

455,732

455 912

455 852

455.817

455 812

455 837

455 867

455 812

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

色

色

　

色

色

褐

褐

　

褐

褐

皇
営

恭

　

皇
〔
皇
〔

B

A
A
A
A
A
A
C-2
A
A

A
A
C-2
A
A
C-2
B

A
B

B

B

A

A
A
A
B
A
A
A
B

A
A
C-2
A
A
A

B

A
A
C-2
A
A
A
A
B
B

B

B

A
A
A
C-2

］灰

S P76キ S P77

S314柱穴 S P77+S P76

欠番

S B14柱穴

欠呑

欠番

欠番

S P88>S P87

S A12柱穴 S P38>S P87

S P89

S P88・ S P90>S P89

S P90>S P89

欠番

S B14柱穴

S B14柱穴 S P71≠ S P 301

欠香

S B14柱穴

S P109>S K09

S A12柱穴

S B14柱穴



別表 6のつづ き

表

(単位 i cm)

No X Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

瑚

S P 125

S P126

S P 127

S P 128

S P 129

S P 130

S P 131

S P 132

S P 133

S P134

S P 135

S P 136

S P137

S P 138

S P 139

S P 140

S P141

S P142

S P 143

S P144

S P145

S P146

S P147

S P148

S P 149

S P 150

S P151

S P152

S P 153

S P154

S P155

S P156

S P157

S P158

S P159

S P160

S P161

S P162

S P 163

S P 164

S P 165

S P 166

S P167

S P168

S P169

S P 170

S P 171

S P 172

S P 170

S P174

S P17t

S P17℃

S P177

-84.5

-85.7

-34.4

-844
-86.5

-86.1

-858
-85.5

-84,7

-854
-858
-86.2

-86.3

-858
-85.6

-86.4

-85.5

-85。 1

-86.1

-84.6

-85.5

-85.0

-85。 7

-886
-89,3

-900
-90.5

-89.5

-901
-87.1

--86.9

-10.0

-103
-11.6

-11.9

-13.0

-12.8

-125

-142
-147
-11.8

-14.0

-14.5

-15.0

-15.4

-16.0

-16.0

-15.6

-15.8

-16.4

-166
-165

-18.1

-18.2

-18.2

-198
-197
-19,9

-20.0

-66
-66
-66
-70
-8.6

-8.4

:杉
 |

精円形

格円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

不整形

円形

円形

円形

精円形

楕円形

不整形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

橋円形

円形

方形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

42

50

30

24

42

28

22

34

22

35

31

30

46

18

17

31

42

36

23

34

44

43

29

46

31

23

38

38

32

40

34

32

40

28

33

34

32

50

29

27

50

26

40

]
29

34

26

20

18

32

40

32

30

22

40

24

18

24

21

34

28

23

45

18

17

20

34

22

22

28

30

36

28

32

24

11

36

34

30

30

30

32

38

11

13

30

30

40

20

26

30

26

39

24

25

15

10

22

21

15

6

13

5

27

20

14

20

3

7

5

42

21

11

22

20

19

9

16

19

9

6

7

27

24

6

34

9

23

19

20

13

31

9

8

53

13

24

円形 径 12

円形 堡14

雀琶15円形

455,802

455,832

455 702

455,872

455.637

455,772

455 847

455.642

455,892

455.907

455 707

455 687

455 792

455.822

455.727

455.692

455 767

455.857

455 752

455,842

455 637

455.672

455,777

455.702

455 852

455 782

455,812

455.472

455.672

455,812

455.659

455.632

455.682

455.762

455.674

455 632

455.694

455,947

455 947

455,762

455_767

455,942

455.662

455.882

455,742

455 772

455 772

455.832

455.352

455.652

455.587

455 357

455 462

455^442

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

第20図

第20図

黒褐色

第20図

暗茶褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

B
A
A
A
B

A

A
A
A
B

A
A
B

A
A
A

B

B

A
A
A
C-1
A
B

B

B

A
B

B

C-2
A

A
B

B

B

A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
C-1

A

０

　

　

●

S P121+S P122

S B14柱穴 S P122■ S P121

石 1

底面に石 1

欠番

S B12柱穴

S P132キ S X01

S B13柱穴

底面に石 1

S B12柱穴 上面に石 1

S P136辛 S X01

S P 139■ S X01

S B12柱穴

S B13柱穴

S B12柱穴 底面に石 1

欠番

S B13柱穴

S A12柱穴

欠番

欠番

SBm柱 穴 S P168キ S K19

S B12柱穴 S P169+S K19

S Bll柱穴

S B12柱穴 底面に石 1

S B13柱穴 S P 172辛 S K19

S P173■ S X01

S Bll柱穴 S P174+S X01

S P175キ S X01

S P176イ S X01上面に石1

S Bll柱穴 埋上に石 1
S P177辛 S X01



江馬氏城館跡m

別表 6のつづき (単位 i cm)

X Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P 178

S P 179

S P 180

S P 181

S P 182

S P 183

S P 184

S P185

S P 186

S P 187

S P188

S P 189

S P 190

S P191

S P192

S P 193

S P 194

S P 195

S P 196

S P 197

S P 198

S P199

S P200

S P201

S P202

S P 203

S P 204

S P205

S P206

S P207

S P208

S P 209

S P210

S P211

S P212

S P213

S P214

S P215

S P216

S P217

S P218

S P219

S P220

S P221

S P 222

S P223

S P224

S P225

S P226

S P227

S P228

S P229

S P230

S P231

S P 232

S P233

S P234

S P235

S P236

-87.5

-87.9

-88,1

-92.0

-91.5

-91.7

-90.4

-91.0

-91.5

-911
-912
-914
-897
-90.3

-90.1

-916
-91.2

-91.4

-91.2

-92.0

-90.2

-90.3

-912
-915
-89.5

-90.2

-91.0

-91.1

-91.5

-91.4

-904
-910
-89,6

-89.3

-89.8

-910
-893
-894
-906
-90.1

-90.4

-905
-902
-911
-918

-91,7

-919
-91.5

-918
-92.2

-91.4

-917
-922
-902

朝

-15.0

-19,7

-19.9

-6.5

-8.5

-85
-91
-9,3

-90
-9,9

-10.2

-102
-10.3

-10,7

-11.2

-108
-11.2

-113
-11,7

-117
-124
-126
-124
-12,2

-13.5

-133
-13.4

-137
-14.2

-14.5

-15.0

-15.4

-156
-160
-16.2

-15,9

-16.4

-16.8

-164
-17.0

-170
-172

円形

円形

糖円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

橋円形

方形

楕円形

楕円形

長方形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

椿円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

方形

円形

円形

円形

不整形

円形

円形

円形

円形

方形

円形

円形

円形

方形

方形

円形

30

30

38

26

30

28

29

36

33

16

36

50

16

32

30

26

25

42

22

22

34

36

34

40

40

22

28

26

40

42

28

30

44

20

32

22

28

36

22

26

36

24

22

36

38

30

37

24

28

29

24

30

26

24

27

24

14

27

31

10

30

20

22

24

33

20

18

27

25

30

38

34

22

22

25

36

32

21

28

35

18

28

20

24

28

20

26

35

22

17

32

38

22

34

23

6

21

20

34

19

48

16

〕

8

54

20

20

11

8

26

14

8

9

25

30

6

23

13

19

9

17

8

13

9

12

20

38

33

44

11

11

13

35

9

8

15

31

9

21

25

16

10

25

18

11

15

18

円形 径16

円形 径24

円形 径18

455 597

455,422

455.592

455 787

455.882

455,922

455 747

455 842

455,897

455.892

455.722

455.692

455 927

455 763

455 857

455.812

455,902

455,812

455 927

455 887

455,797

455,757

455,772

455.592

455 522

455 402

455,817

455.812

455.792

455.582

455 822

455 837

455.752

455.612

455 822

455.692

455 642

455,747

455.807

455 642

455 732

455,802

455.802

455,712

455 362

455.512

455.632

455,792

455,747

455,757

455.842

455,757

455 777

455,738

455,753

455,714

455 844

455 426

黒褐色

黒褐色

第20図

第20図

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

第20図

第20図

黒褐色

第20図

第20図

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒掲色

A
B

B
A
A
A
A
A
B

B

C-2
C-2
B
A
B

A
A

B

B

B

B
B

C-1
B

B

A
A
B

A
C-2
B
C-1
A
B

A
B

B

A
A
C-2
B

A

A

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

0●

0●●

|

0

■

0

炭

●

0

0

S P178手 S X01

S A12柱穴

S P180>S P497

S P182辛 S P183

S P183キ S P182

S Bll柱穴 S P188≠ S P 189

S B12柱穴 S P 189辛 S P188

S P194キ S P195

底面に石l S P195キ S P194

S P198キ S K20

S P199≠ S K20

SB■柱穴 S P200キ S P201
S B12柱穴 S P201キ S P200

S B13柱穴 S P202キ S K20

S P203子 S K20

S B12柱穴

S Bll柱穴

S P 208キ S K20

S B13柱穴

S P500>S P211

S B12柱穴 埋上に石3

S Bll柱穴

理上に石 1

S P218>S P217

S P218>S P217・ S P 219

S P218>S P219

S B12柱穴 埋上に石2

S P222>S P223

S P222>S P223

S Bll柱穴

S Bll柱穴

埋土に石2

S A12柱穴 埋土に石 1



別表 6のつづ き

表房ll

(単位 i cm)

X Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 理  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P 237

S P 238

S P 239

S P240

S P 241

S P 242

S P243

S P 244

S P 246

S P246

S P 247

S P 248

S P249

S P 250

S P251

S P 252

S P253

S P 254

S P 255

S P 256

S P257

S P258

S P 259

S P 260

S P261

S P262

S P 263

S P 264

S P265

S P266

S P267

S P268

S P269

S P270

S P271

S P272

S P279

S P274

S P27C

S P27℃

S P27,

S P27[

S P27モ

S P28〔

S P28]

S P28′

S P28〔

S P28`

S P28〔

S P28(

S P 281

S P28モ

S P28(

S P29(

S P29:

S P29`

S P29(

S P29`

S P29(

S P29(

-94.2

-943
-946

-928
-93.0

-94.1

-94.4

-93.8

-92.3

-93.4

-94.1

-943
-946
-94.8

-929
-946
-94,7

-95.0

-92.9

-94.5

-950
-92.4

-92.9

-106
-114
-10.8

-10.8

-115
-121
-12.1

-12.5

-123
-11.8

-116
-13.2

-13.5

-133
-13.2

-14.5

-14.6

-143
-152
-155

-16.1

-16.6

-164
-16.6

-16.6

-173
-165
-16.6

-18.8

-18.8

-18,7

-188
-187
-19,8

-20.0

-16.0

-121
-110
-20.1

-196

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

方形

円形

椿円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

25

27

25

22

29

31

40

35

30

22

50

18

60

32

40

20

25

32

27

32

46

19

42

30

19

30

34

51

26

32

41

24

26

28

25

20

36

32

21

40

31

29

37

32

26

34

32

28

26

17

47

|

17

14

15

19

9

13

9

20

28

6

19

11

18

29

35

18

5

15

27

19

14

11

16

10

31

20

18

6

26

13

16

27

40

7

8

24

24

25

22

22

9

20

28

71

32

54

50

26

18

5

16

7

13

10

4

径5円形

円形 径 11

455.856

455,811

455 902

455.862

455 896

455 800

455 736

455,919

455,795

455.866

455 810

455.687

455.637

455 795

455 942

455 842

455,717

455,787

455 862

455 877

455.847

455.877

455,692

455 807

455,812

455 907

455,717

455.827

455 820

455 662

455.547

455 847

455 827

455,662

455 692

455 652

455 692

455 697

455.817

455.692

455 612

455,142

455 512

455 322

455 322

455.552

455.657

455,772

455 732

455.862

455 802

455 579

455 762

黒褐色

第20図

黒褐色

黒褐色

黒褐色

暗茶掲色

黒褐色

黒褐色

第20図

黒褐色

色

色

図

図

褐

褐

２０

２０

皇
い
望
，

罪

第

A
A
A

A
C-2
B
C-2
A
A
A
B

B

A
A

B
B
A
A

B
B
A
A
A
B
B
B
A
A
C-2
A
B
B
A
B

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ 00●

0●■

■

S All柱穴

埋上に石 1

S P247キ S P248

S P248キ S P247

欠番

S P250キ S P251

S P251+S P250

欠番

S All柱穴

欠番

S P262子 S P263

S P263≠ S P262

S All柱穴

S P267辛 S P268

S P268≠ S P267

S P269≠ S P509

S All柱穴

欠番

欠番

S P 280>S P279

S P280>S P279

S All柱穴

S P285>S P498

上面に石1

埋上に石1

S P291>S P 497

S P 296>S X01



江馬氏城館跡Ⅲ

別表 6のつづ き (単位 :cm)

No X Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡  1底面レベ 理  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P297

S P298

S P299

S P300

S P301

S P302

S P303

S P304

S P305

S P306

S P307

S P308

S P309

S P310

S P311

S P312

S P313

S P314

S P315

S P316

S P317

S P318

S P319

S P320

S P321

S P322

S P323

S P324

S P 325

S P326

S P327

S P328

S P329

S P330

S P331

S P332

S P333

S P334

S P335

S P336

S P337

S P338

S P339

S P340

S P341

S P342

S P343

S P344

S P345

S P346

S P347

S P348

S P349

S P 350

S P351

S P352

S P353

S P354

S P355

S P356

-949
-869
-87.3

-875
-804
-941
-793
-76.7

-755
-75.2

-758
-75,6

-75.3

-763
-76.4

-76.3

-76.5

-77.3

-77.7

-774
-78.2

-786
-772
-785
-775
-780
-78.4

-79.1

-81,2

-81.5

-83.2

-82.1

-844
-82.2

-839
-84.7

-81.8

-81.2

-82.1

-83.2

-847
-79.2

-805
-80.5

-81.9

-81.9

-814
-796
-79.5

-80.3

-83.3

-83.1

-82.5

-845
-84.9

-880
-84.0

-84.0

-330
-83,0

-10.6

-19,8

-19.6

-19.7

-13.2

-58
-259
-28.0

-346
-34,9

-348
-353
-36.2

-35.5

-36.1

-36.3

-36.5

-347
-348
-359
-35,9

-358
-361
-36.3

-367
-36.5

-36.7

-314
-31.2

-32.9

-31.1

-31,9

-319
-34.3

-34.4

-34.2

-34.7

-34.6

-34,7

-346
-346
-346
-36.4

-36.6

-35.6

-361
-36.5

-378
-38.0

-38.0

-35.0

-35,4

-357
-354
-35.9

-36.5

-36.5

-367
-364
-36.8

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

方形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

橋円形

円形

円形

円形

椿円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

精円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

椿円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

方形

円形

方形

円形

椿円形

円形

円形

円形

円形

円形

30

28

30

26

30

21

30

40

27

37

27

36

32

29

25

26

28

45

26

25

42

31

30

28

60

32

49

28

30

30

28

29

34

37

36

33

28

34

32

38

36

44

40

33

34

32

35

35

31

25

30

40

25

30

32

25

401

熱

11

26

24

14

13

6

28

32

22

36

24

32

30

27

20

22

26

41

21

22

36

30

26

26

40

30

38

27

28

30

27

27

33

28

18

22

26

30

15

32

34

36

27

25

27

28

33

33

26

22

24

36

22

27

25

22

40

19

40

26

6

10

11

15

7

10

14

20

25

46

19

44

40

11

43

29

31

59

23

21

65

28

25

21

39

53

31

12

15

8

11

58

48

30

12

39

27

34

13

24

41

38

25

32

51

32

43

52

30

43

17

暗茶褐色

第21図

暗茶褐色

黒褐色

暗茶褐色

第21図

黒褐色

暗茶褐色

黒褐色

暗茶鵜色

暗茶掲色

第21図

第21図

黒掲色

暗茶褐色

第21図

黒褐色

黒褐色

第21図

A
B
B
A
B
B
A
B

A
B
B
C-1
B

B

B
B
B
B
B

A
A
B
A
B
B
A
A
A
A
A
B
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
B

B
A
A
A
A
B
A
A
B

A
A
A
A
A
B

S P299>S P300

S P299>S P 300

S P301キ S P71

S A13柱穴

埋上に石 1

S A13柱穴

S P324キ S K16

S101柱穴

S101柱穴

S101柱穴

S P331≠ S101
S101柱穴

S P 333キ S101
S A13柱穴

S P335辛 S101
S A13柱穴 S P336キ S101

S P337辛 S101
S A13柱穴

S P339キ S P340 S K15

S P340辛 S P339'S K15

S P341≠ S K15

S P342キ S K15

S P343+S K15

S P 344+S P345

S P345辛 S P344

S P353キ S P354

S P354■ S P353

180



別表 6のつづ き

男U

(単位

表

cm)

X Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P357

S P358

S P359

S P360

S P361

S P 362

S P363

S P 364

S P 365

S P 366

S P367

S P368

S P 369

S P370

S P371

S P372

S P373

S P374

S P375

S P376

S P377

S P378

S P379

S P 380

S P 381

S P 382

S P 383

S P 384

S P385

S P386

S P387

S P388

S P389

S P390

S P391

S P392

S P393

S P394

S P395

S P396

S P397

S P398

S P399

S P400

S P401

S P402

S P403

S P404

S P405

S P406

S P407

S P408

S P409

S P410

S P411

S P412

S P413

S P414

S P415

S P416

-82.0

-82.2

-82.8

-85,0

-84.4

-86.2

-86.3

-86.4

-84.6

-85.2

-85。 1

-84.8

-85,9

-85。 1

-85.9

-854
-86.0

-85.6

-863
-857
-85.6

-856
-860
-86.3

-871
-876
-86.9

-88.7

-88.7

-85.6

-87.3

-87.0

-87.3

-87.2

-865
-87.3

-877
-873
-873
-87.9

-87.9

-87.5

-87.4

-88.4

-89.4

-90.5

-891
-900
-90,7

-911
-907
-89.2

-91.1

-91.0

-90.2

-890
-89.2

-912
-892

-24.4

-250
-25.0

-269
-27.5

-27.7

-28.2

-29.1

-29,7

-30.5

-30.9

-32.5

-32,7

-345
-34,9

-365
-366
-37.4

-380
-37.9

-385
-243
-244
-24.8

-24,7

-25.5

-37.0

-26.1

-26.7

-28.2

-28.8

-294
-30.2

-304
-30,7

-342
-33.9

-34.5

-34.7

-36.4

-38.4

-23.7

-23.5

-242
-244
-243
-24.1

-25.3

-26.1

-26.0

-26.3

-26.4

-26.6

-28.1

-283
-286

円形

楕円形

円形

方形

楕円形

方形

方形

方形

方形

方形

方形

円形

方形

円形

円形

円形 ?

円形

楕円形

円形

円形

方形

円形

円形

円形

方形

方形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

方形

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

円形

楕円形

円形

円形

不整形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

方形

32

46

25

26

36

28

30

28

27

32

34

39

32

33

34

32

38

38

40

36

24

30

34

38

26

27

31

33

31

38

27

29

34

32

23

46

30

46

35

58

30

43

30

30

30

27

29

34

67

34

36

30

49

46

30

35

23

24

28

30

36

24

23

28

25

23

23

22

24

27

35

32

29

32

30

32

30

35

33

24

26

34

31

24

19

29

33

27

35

22

29

27

28

21

31

30

30

30

46

30

35

28

30

28

24

27

28

46

33

32

23

41

30

25

31

28

20

261

49

58

15

35

36

27

28

36

50

50

9

31

17

9

26

16

23

12

42

21

31

29

35

30

22

51

34

36

92

53

40

28

29

10

16

19

18

14

23

19

22

8

35

18

59

27

32

21

40

33

27

42

48

43

32

33

16

34

径 17円形

円形 径20

円形 径19

楕円形 径12

円形 径12
円形 径21

楕円形 径21

円形 径 15
円形 径14

指円形 径14

454.483

454 405

455 312

455 019

454 971

455。 100

455,087

454.995

454.785

454.791

455,043

454 748

454.846

454 922

454,764

454 855

454,767

454.885

454.671

454 844

454 557

454 492

454.607

455.082

455,153

454.870

455 046

455 022

454.128

454.816

454 981

454,912

454 814

454.971

454.896

454 870

454.840

454.886

454.777

454.852

454.830

454,901

454 552

455 180

454.740

455.000

455 037

455,150

454 952

454,910

455,082

454.890

454.830

454.882

455 002

454 858

454.870

454.720

暗茶褐 色

暗茶褐色

黒掲色

第21図

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶掲 色

灰黄褐色

第21図

第21図

暗茶褐色

灰黄褐色

暗茶鵜色

第21図

暗茶鵜色

黒褐色

黒褐色

第21図

第21図

第21図

暗茶褐色

第21図

第21図

暗茶褐色

第21図

第21図

第21図

第21図

暗茶褐色

暗茶褐色

第21図

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

第21図

暗茶褐色

暗茶掲色

色

色

色

褐

褐

褐

黒

黒

黒

A
A
A

B
C-1
B
B
A
A
A
B

B
A
A
A
A
A
B
A
A
A
B

B
B
A
B
A
B
A
B
A
A
B
B
B
A
A
B
A
B
B
B
B

B
B
B
A
B
B

B

B
B
B
B

B

A
B

A

○

●

0

●,炭

骨片

●

●

炭

■

S P369>S P 521

S B15柱穴

S B15柱穴

S P 373≠ S P522

S B15柱穴

S B15たと穴

S P357キ S P358

S P 358キ S P357

欠碁

S B15オ主穴

S B17柱穴

S B16柱穴

S B16柱穴

S102柱穴

S B17柱穴

S B16柱穴

S B17柱穴

S B16柱穴

S B15柱穴

S B16柱穴

S B15柱穴

S B15柱穴 上面に石 1

S102柱穴

S B17柱穴

S B16柱穴

S B17柱 穴  S P407>S102

S102柱穴

S BlZ柱穴

S B17柱 穴  S P410>S P411

S B16柱 穴 S P410>S P411

S B16柱 穴 S P413■ S P527

S B17柱穴

S B16柱穴

S B16柱穴



江馬氏城館跡m

別表 6のつづき (単位 :cm)

X 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P 417

S P 418

S P419

S P420

S P421

S P422

S P 423

S P424

S P425

S P 426

S P427

S P 428

S P 429

S P430

S P431

S P432

S P433

S P434

S P435

S P436

S P437

S P438

S P 439

S P 440

S P 441

S P 442

S P 443

S P444

S P 445

S P446

S P447

S P448

S P449

S P450

S P451

S P452

S P453

S P454

S P455

S P456

S P457

S P458

S P459

S P460

S P461

S P462

S P463

S P464

S P465

S P466

S P467

S P468

S P 469

S P470

S P471

S P472

S P473

-912
-8弘 7

-89.3

-91,7

-91.3

-91.9

-91.9

-90.0

-89,3

-90.9

-90.5

-90.0

-89.4

-90.3

-91.4

-914

-89,0

-92.1

-93.2

-92.3

-92.7

-93.2

-92.0

-923
-93.2

-929
-92.0

-92.3

-927
-93.2

-92.0

-932
-921
-93.2

-929
-930
-92.9

-920
-920
-94.2

-948
-951

-943
-952
-94.3

-951
-960
-953
-946
-952
-956
-94.4

-300
-303
-305
-30.2

-320
-32.1

-32.4

-324
-326
-40.0

-340
-344
-345
-34.6

-341
-354

-377
-208
-20,7

-242
-243
-24.1

-250
-26.1

-26.0

-26.2

-270
-274
-277
-28.0

-285
-30.0

-310
-32.0

-32.5

-328
-33.9

-34.2

-348
-22.9

-240
-241

-25,6

-25.9

-26.3

-265
-270
-29.8

-315
-31.8

-31.8

-33.5

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

橋円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

30

30

48

36

28

42

28

36

38

20

33

23

43

27

50

34

28

30

26

39

36

37

22

22

49

42

29

28

28

45

22

70

32

36

22

27

33

65

50

25

43

33

32

35

34

25

29

40

30

45

26

22

26

26

32

30

28

33

26

33

33

17

28

19

38

27

33

30

24

21

19

22

36

32

18

22

47

36

25

25

26

37

22

42

28

30

20

26

27

40

42

21

34

32

30

34

31

24

27

32

28

86

26

20

29

15

17

41

10

32

24

20

27

18

16

24

18

16

45

11

17

13

32

38

38

22

18

39

36

31

29

36

17

11

38

28

23

13

15

28

36

5

23

30

26

44

47

38

39

22

42

48

55

19

3

円形 径 16

楕円形 径18

円形 径 16

円形 径14

円形 径 13

円形 径17

円形 径 16

円形 径18

有 径 16

円形 径25

円形 径J

円形 径 14

円形 径 18

円形 径15

格円形 径 1℃

454,730

454 840

454 820

454.600

454 858

454 640

454 709

454,788

454 710

454 827

454,780

454 766

454 808

454.845

454.510

454 928

454.672

455 198

455.240

455.040

455.000

455.000

455.155

455 106

454.850

454 880

454.903

454.785

454 785

454,979

454.937

454.749

454.680

454.889

454.840

454.831

454.740

454.653

454 960

455 153

455,095

455.128

454.980

454.858

454.890

454.841

454.888

454.637

454 540

454 480

454.840

454 906

第21図

第21図

第21図

第21図

第22図

第22図

第22図

黒褐色

第22図

第22図

第22図

黒褐色

第22図

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

第22図

暗茶掲色

第22図

暗茶褐色

暗茶褐 色

第22図

第22図

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

第22図

暗茶褐色

第22図

第22図

第22図

灰責褐色

灰責褐色

第22図

暗茶褐色

暗茶鵜色

暗茶褐色

暗茶褐色

第22図

暗茶鴇色

第22図

黒褐色

暗茶禍色

第22図

第22図

暗茶褐色

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

B

A
A
B

A
A
B
B

A

A
B
B
B

A

B

B

B
C-2
B
B
B
A
A
B
B

B

B

B

A
B
B
B
B
B
B

B

0●,種子

▲

■

０
　
　
●

□

○

　

　

●

０

□

●

●○

S B17柱 穴 S P417>S P513

S B15柱穴

S316柱穴

S B15柱穴

S B17柱穴

S B15柱穴

S B15柱穴 S P529>S P428

S B17柱穴 S P514>S P431

欠番

S B16柱穴

S B17柱穴 上面に石 1

S B17柱穴

S P442>S P443 S P496

S B16柱 穴 S P442>S P443

S B17柱穴 埋上に石1
S P447>S P563

S B16 S B17柱 穴

S B17柱 穴 S P451>S P564

S B15柱穴 埋土に石1

S B17柱穴 上面に石1
埋土に石 1

S B17柱穴 埋上に石 1

S B17柱穴 埋土に石 1

S B17柱穴

欠番

欠番

欠番

欠番



別表 6のつづき

表

(単位 :cm)

Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 底面レベル 哩  土 断面形 出上遺物 備  考 調査

S P474

S P475

S P 476

S P477

S P 478

S P 479

S P 480

S P481

S P482

S P 483

S P484

S P 485

S P486

S P487

S P488

S P489

S P490

S P491

S P492

S P498

S P494

S P495

S P 496

S P497

S P498

S P499

S P500

S P501

S P502

S P503

S P504

S P 505

S P 506

S P507

S P508

S P509

S P510

S P511

S P512

S P513

S P 514

S P515

S P516

S P517

S P518

S P519

S P 520

S P 521

S P522

S P523

S P524

S P 525

S P526

S P527

S P528

語 ]

-883
-953
-873
-922
-860

-811
-94.5

-88,9

-893
-90.2

-95.4

-90.5

-933
-932
-878
-922
-90.4

-89,3

-83.3

-834
-83.4

-832
-831
-88.8

-870
-923
-95,0

-85.3

-850
-913
-91.3

-784
-86.6

-86.6

-81.6

-83.8

-332
-84.8

-854

-95,2

-93.5

-935
-893
-90.3

-90.0

-89.5

-871
-734

-343
-27.8

-368
-36.3

-37.6

-33.7

-32.5

-38.0

-14,7

-36.4

-338

-37.0

-36.5

-25,9

-19.9

-188
-384
-15,8

-365
-367
-37.0

-37.3

-6.4

-23.7

-196
-380
-13.4

-34.1

-32.7

-30.3

-34.3

-381
-157
-15.8

-38.5

-38.3

-39.3

-29.5

-329

-280
-33.9

-34.1

-265
-37.1

-34.3

-11.4

-15.8

-155

円形

精円形

楕円形

円形

円形

円形

形

形

形

円

形

形

円

円

楕

円

円

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

円形

楕円形

構円形

円形

楕円形

方形

円形

楕円形

円形

円形

円形

方形

円形

円形

円形

円形

円形

祐円形

楕円形

楕円形

円形

円形

方形

26

66

30

50

28

33

40

60

36

29

24

34

23

30

35

52

40

30

30

28

48

24

35

32

48

38

32

24

24

28

29

34

35

35

35

34

24

36

28

45

40

27

60

26

28

28

28

24

25

46

25

46

23

31

36

43

33

18

19

30

21

30

11

29

38

20

22

25

30

23

34

26

26

29

31

22

20

27

17

32

12

32

34

32

17

29

21

37

36

25

40

22

28

24

24

38

8

16

24

42

36

30

30

48

9

16

57

28

14

43

33

45

57

10

30

10

31

10

9

17

29

16

36

20

21

38

24

20

18

16

16

58

19

30

26

13

18

10

15

円形 径12

円形 径16

楕円形 径1]

円形 径 12

楕円形

円形

径23

径 6

454 800

454,760

454.804

454 580

454 517

454 919

454.832

454 618

455,422

454 672

454.540

454.773

455.272

455 632

455 272

454.620

455,752

454.613

454,764

454 603

454 437

455.842

455.032

455.692

454 530

455 860

454.895

454.856

454 730

454.860

454 364

455.642

455.652

454 589

454 477

454 504

454.917

454.875

454 930

454.447

454.829

455,022

454 580

454.860

455,777

455.642

455 672

第22図

第22図

暗茶褐色

暗茶褐色

黒褐色

黒褐色

暗茶鴇色

第22図

暗茶鴇色

黒褐色

第20図

暗茶褐色

第20図

黒褐色

第21図

集22図

第20図

黒褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

第22図

第22図

図

図

図

図

第

第

第

第

第20図

C-2
A
B
A
B

A
B
A

B

B

A
A
A
A
B

Ｃ一

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

0●

●

■

欠香

欠番

欠番

S B17柱穴 S P478>S P524

S B15柱穴

欠番

S K13>S P484

欠番

S P487+S K20・ S X01

S B17柱穴

欠番

欠番

欠番

欠呑

S P494>S P528

S P567>S P495

S P442>S P496

S P180 S P291>S P497

S P285>S P498

S B15柱穴 S P535>S P499

S P500>S P211

S P501>S P502

S P501 S P503>S P502

S P503>S P502・ S P504

S P503>S P504

S102柱穴

S P507>S X01

S B15柱穴

S P509辛 S P269

欠番

S P512■ S101
S316柱 穴 S P417>S P513

S P514>S P431

S P515キ S K16

S X01>S P 516>S P517

S X01>S P516>S P517

S P369>S P521

S P522■ S P373

欠春

S P478>S P524

S B17柱穴

S P526,S K12>S P525

S K12>S P526>S P 525

S P527辛 S P413

S P494>S P528>S P539

S P529>S P428

S B13柱穴

S X01>S P531

S P532■ S K04



江馬氏城館跡Ⅲ

別表 6のつづき (単位 :clm)

Y 平面形 長径 短径 深 さ 柱痕跡 登面レベル 埋  土 断面形 出土遺物 備  考 調査

S P533

S P 534

S P535

S P536

S P 537

S P538

S P539

S P 540

S P541

S P542

S P 543

S P544

S P 545

S P 546

S P547

S P548

S P 549

S P 550

S P551

S P552

S P 553

S P 554

S P555

S P556

S P557

S P558

S P559

S P 560

S P561

S P 562

S P563

S P564

S P 565

S P 566

S P 567

S P568

-88.0

-89.9

-90.5

-83.7

-91.1

-90.5

-90.2

-90.1

-89.8

-898
-88.1

-882
-88.2

-87.9

-87.9

-87.7

-87.4

-87.1

-96.6

-962
-96.4

-96.3

-84.1

-83.3

-84.2

-33.4

-73.8

-73.7

-73.8

-73,7

-932
-93.2

-96.5

-965
-93.1

-90.5

-16.4

-17.7

-384
-37.4

-373
-375
-37.4

-37.6

-37.4

-37.6

-36.9

-376
-37.9

-38.0

-373
-37.6

-375
-377
-35.6

-391
-41,8

-43.7

-43.2

-44.0

-453
-46.0

-45。 8

-46.1

-46.4

-48.0

-28.0

-32.2

-39.1

-31.8

-36.6

-388

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

不整形

精円形

楕円形

円形

円形

権円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

糖円形

円形

楕円形

楕円形

円形

精円形

２７

３６

３０

３３

２４

２４

３２

３０

２．

２４

３０

３．

４３

２９

４８

３９

２２

２７

２２

２３

３６

２０

２．

２３

２２

２０

２６

２０

７

２３

５５

３．

３８

２９

３２

２４

12

34

26

11

24

24

29

26

19

22

29

31

32

25

36

31

17

25

17

16

32

16

18

18

20

12

17

12

7

15

38

25

23

10

21

65

5

6

5

9

8

5

14

16

8

13

11

9

22

16

12

16

10

26

12

25

16

68

* 径9

円形 径 13

455,752

454.248

454.754

454.729

454.764

454 729

454,755

454.765

454.794

454.697

454.767

454.743

454.715

454.739

454.787

451.879

451.958

451 986

451.940

451.964

454 889

455,099

454.410

454.900

454.569

黒褐色

第22図

B

A
B

A

S B12柱穴 S X01>S P533

S B13柱穴 S D03>S P534

S P535>S P499

S P 528・ S P540>S P539

S P 540>S P539

S P544>S P545

S P544>S P545>S P546

S P545>S P546

S P 548>S P547

S P548>S P547

S P 559キ S D08

S P560+S D08

S P561+S D08

S P 562辛 S D08

S B16柱穴 S P447>S P563

S P451>S P 564

S P 566>S K17

S P567>S P495

184



別表 7 土坑内検出の石・礫,石材観察表

男1

(単位

表

　

　

ｃｍ，

遺 構 長 径 短 径 高 さ 使用石材 被熱

S K06 17

6.5

7

6

8

9.5

6

13.5

6

3.5

4.5

5.5

5

2

4

3

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津花 闘岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 間岩

船 津 花 南岩

船 津 花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 商岩

K09 1 船 津花 開岩

S K10 船津花蘭岩

船津花南岩

船津花同岩

SK■ 船 津 花 筒岩

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津花 南岩

船 津花 蘭岩

S K13 船 津花 間岩

船 津 花 間岩

船 津花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

S K17 船津花両岩

船津花同岩

S X01 ２３

２．

２５

３７

・３

２７

２５

・３

２９

・８

・３

３６

・２

３２

４９

２６

Ｖ

　

　

・６

・
５

２４

３２

・２

２７

２

９
。
．

生

　

Ｖ

Ｖ

９

２
．
５

２
．
５

・０

３４

　

２８

・９

・２

・３

７

５

・４

・５

・２

・６

　

・８

・３

・２

８

・５

・０

７

２０

７

・５

８

７

・１

４

・４

２４

７

・１

６

３

４

・１

８

８

３

・１

船 津花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 南岩

船 津花 南岩

船 津花 蘭岩

船 津花 商岩

閃緑 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 聞岩

花 筒岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津花 筒岩

船 津 花 商岩

船 津花 同岩

船 津 花 同岩

船 津 花 筒岩

閃緑 花 筒岩

閃緑 花 筒岩

有

有

遺 構 長 径 短 径 高 さ 使用石 材 被 熱

S X01 ２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５．

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７．

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８．

８２

８３

８４

８５

６０

１７

・７

・０

・３

Ｖ

・３

・５

・８

２３

・８

・３

・３

　

・４

２３

24

22

13

7

7

26

12

20

19

13

14

13

13

13

15

18

20

10

9

13

22

22

13

12

9.5

15

20

9

11

20

8

11

18

13

12

30

53

15

24

11

12

43

27

27

11

16

9

12

8

8

13

16

13

14

8

9

5

11

14

5.5

13

13

10

2

4

13

9

18

12

9

8

12

10

11

3

12

14

５

８

・５

・６

９

９

　

・０

・５

６

８

５

６

９

・４

・０

・０

２９

４３

　

・０

・０

８

３４

・４

船 津 花 筒岩

船 津花 筒岩

閃緑 花 筒岩

船 津花 商岩

船 津 花 聞岩

船 津 花 同岩

船津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 筒岩

船 津花 南岩

船 津花 南岩

花 蘭岩

閃緑 花 同岩

船 津 花 同岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 筒岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 同岩

船 津 花 商岩

閃緑 花 蘭岩

船 津花 南岩

閃緑 花 商岩

船津 花 筒岩

船 津花 同岩

船 津 花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津花 間岩

船津 花 蘭岩

船 津花 同岩

船 津 花 商岩

船 津花 蘭岩

船 津花 筒岩

船 津花 南岩

船 津花 筒岩

船 津花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 商岩

船 津花 間岩

砂 岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 筒岩

船津 花 蘭岩

船津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 南岩

船 津花 筒岩

船 津花 蘭岩

船 津花 筒岩

閃緑 花 蘭岩

閃緑 花 南岩

閃緑 花 筒岩

船津花 筒岩

花 蘭岩

船津 花 蘭岩

船津花 南岩

花筒岩

花筒岩

有

有

有

有



江馬氏城館跡H

別表 7のつづ き (単位 :cm)

遺 構 長 径 短 径 高 さ 使用石材 被熱

S X01 86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

27

22

19

28

16

33

27

22

44

25

12

22

15

33

23

21

15

14

14

11

11

7

8

12

4

13

21

12

40

10

8

10

8

18

16

18

19

27

30

17

16

17

12

25

18

19

10

10

27

28

11

11

14

23

9

10

20

8

26

12

10

37

14

14

18

14.5

24

12

19

11

11

4

6

6

6

5

9

3

12

12

7

25

6

6

8

5

9

10

14

14

16

17

8

11

11

13

9

15

8

4

16

16

8

9

12

13

10

10

4

2

7

10

14

15

14

8

10

7

17

12

10

9

6

3.5

2.5

4.5

3

5

4

1

5

7

4

14

3

5

4

2

1.5

2.5

16

15

17

10

9

4

7

1.5

9

6

船津花同岩

船津花間岩

花蘭岩

船津花筒岩

船津花蘭岩

船津花南岩

船津花蘭岩

船津花南岩

花蘭斑岩

船津花同岩

船津花同岩

閃緑花同岩

船津花間岩

閃緑花間岩

船津花蘭岩

船津花筒岩

船津花蘭岩

船津花蘭岩

閃緑花筒岩

閃緑花南岩

閃緑花蘭岩

閃緑花間岩

閃緑花蘭岩

船津花間岩

閃緑花同岩

閃緑花商岩

船津花筒岩

船津花同岩

船津花間岩

船津花同岩

船津花同岩

閃緑花聞岩

船津花蘭岩

花間岩

船津花商岩

花開岩

船津花筒岩

閃緑花南岩

船津花筒岩

船津花筒岩

船津花南岩

船津花筒岩

船津花筒岩

船津花南岩

船津花蘭岩

閃緑花同岩

船津花蘭岩

船津花商岩

船津花同岩

船津花蘭岩

船津花蘭岩

船津花蘭岩

花蘭岩

有

有

　

有

有

186



長 径 短 径 控 え 使 用 石 材 被 熱

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

20

26

13

40

21

41

19

35

41

12

9

21

17

17

29

37

42

12

37

19

28

37

28

29

28

38

32

26

13

43

31

20

23

38

30

25

25

20

16

22

18

11

13

31

21

53

30

21

9

12

19

18

22

14

8

38

10

13

13

19

24

8

28

12

24

18

24

23

9

8

6

12

11

21

36

36

3

30

14

21

28

14

18

13

19

14

16

7

20

18

19

7

18

22

11

9

19

9

32

14

10

10

11

18

22

15

12

8

6

10

12

21

9

5

24

9

9

4

13

44

38

船 津 花 蘭岩

船 津 花 間岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 同岩

船 津 花 尚岩

船 津 花 前岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 商岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

閃緑 花 筒岩

閃緑 花 筒岩

閃緑 花 筒岩

閃緑 花 蘭岩

船 津 花 聞岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 同岩

花 尚岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 同岩

船 津 花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 間岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 尚岩

船 津 花 尚岩

船 津 花 同岩

花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 向岩

船 津 花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 尚岩

斑 励 岩

閃緑 花 蘭岩

花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 間岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

有

有

有

表】」

別表 8 石積みの石材観察表 (単位 i cm)

No 長 径 短 径 控 え 使 用石 材 被 熱

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

21

18

13

25

31

12

20

12

33

42

24

13

21

24

14

18

21

39

32

20

13

15

16

12

19

7

23

20

22

48

19

30

20

30

14

42

28

35

33

15

36

12

24

23

22

19

15

18

27

32

13

36

12

19

7

3

37

19

20

21

16

14

8

14

13

4

5

7

19

26

9

11

9

6

13

13

14

8

14

9

10

12

3

11

6

5

18

11

14

24

16

14

19

21

10

28

8

15

27

3

16

5

17

14

8

9

9

11

17

16

3

19

10

16

5

2

14

11

14

13

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

閃緑 花 筒岩

船 津花 商岩

閃緑 花 聞岩

船 津花 同岩

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

閃緑 花 南岩

船 津 花 商岩

花 筒岩

花 筒岩

閃緑 花 南岩

船 津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 商岩

閃緑 花 筒岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 商岩

船 津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

閃緑花 蘭岩

船 津花 筒岩

斑励 岩

船 津 花 同岩

花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

花 南岩

花 同岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 商岩

船 津 花 同岩

花 商岩

船 津 花 蘭岩

閃緑 花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津 花 FH岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 南岩

花 商岩

船 津 花 臓岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津花 蘭岩

船 津花 筒岩

花 筒斑 岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

斑 励 岩

有

有
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江馬氏城館跡Ⅲ

別表 8のつづき

長径 短 径 控 え 使 用石 材 被 熱

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

10

31

8

6

16

31

22

16

24

11

15

12

7

12

16

11

12

14

12

45

10

18

13

14

10

13

8

8

9

17

7

8

11

9

10

10

3

6

10

12

8

40

18

22

20

23

5

9

13

23

15

12

15

22

28

4

15

9

17

26

ホルンフェルス

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 筒 岩

船 津 花 南 岩

船 津 花 筒 岩

船 津 花 蘭岩

閃緑 花 蘭岩

船 津 花 同岩

花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 商岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 闘岩

船 津 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

閃緑 花 南岩

船 津 花 闘岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 商岩

船 津 花 筒岩

船 津 花 南岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

閃緑 花 南岩

船 津 花 商岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 南岩

船 津 花 同 岩

船 津 花 筒岩

(単位 :cm)

Nα 長 径 短 径 控 え 使用石 材 被 熱

船 津花 筒岩

船 津 花 前岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 南岩

船 津 花 同岩

船 津 花 商岩

船 津 花 商岩

船 津 花 南岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

閃緑 花 同岩

船 津 花 蘭岩

船 津 花 同岩

花 蘭岩

閃緑 花 筒岩

船 津 花 同岩

閃緑 花 蘭岩

花 蘭岩

船 津 花 同岩

船 津 花 南岩

船 津 花 間岩

船 津 花 同岩

船 津 花 商岩



別表

長 径 短 径 控 え

12

39

16

18

12

25

14

27

20

27

27

20

9

29

46

20

16

34

18

38

21

26

41

18

21

14

16

50

27

25

30

22

14

20

22

25

40

60

31

20

30

17

15

23

43

30

31

22

16

16

18

22

25

16

29

23

25

28

14

30

9

19

14

11

12

10

6

21

16

23

18

12

5

21

33

13

13

26

14

35

12

19

23

9

11

11

14

30

16

12

23

9

9

11

19

16

21

33

22

11

20

10

10

21

25

14

16

18

12

10

12

10

8

10

19

12

16

10

12

24

表冴U

9 1978年度調査 D地区石積みの石材観察表 (単位 :cln)

長 径 短 径 控 え

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

25

12

18

15

16

27

24

8

69

80

36

14

24

22

66

19

19

20

25

16

16

20

26

18

9

26

17

24

18

18

20

20

30

39

15

17

28

18

24

44

8

12

17

40

10

21

18

46

36

15

16

13

20

15

19

20

21

22

15

26

10

10

13

7

16

20

6

56

14

10

10

21

13

28

13

15

8

16

16

12

15

16

8

7

20

14

20

11

10

12

16

16

12

11

13

19

12

18

22

4

7

13

22

6

13

13

21

28

13

13

10

11

10

16

11

12

8

11

20

6

15

10

22

19

6

24

14

23

16

12

11

14

6

17

No 長 径 短 径 控 え

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

25

14

25

14

5

9

14

12

12

16

27

20

25

19

16

21

26

15

42

12

21

35

14

12

13

25

15

47

51

9

5

14

13

20

64

20

42

25

10

22

44

21

20

16

10

10

22

11

22

31

16

23

17

56

35

70

22

84

44

34

14

9

10

11

4

5

10

10

9

6

17

11

12

8

12

14

10

10

14

11

14

17

8

12

11

18

8

22

21

8

3

8

6

15

21

18

12

14

7

7

27

16

18

12

8

10

10

11

10

22

12

13

13

33

19

48

16

58

26

32

13

11

22

15

10

14

14

20

8

16

189
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別表 9のつづき

長 径 短 径 控 え

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

9

8

28

21

20

16

13

21

15

15

14

27

24

22

15

45

21

14

18

26

21

22

43

26

17

26

6

9

38

86

21

15

16

10

17

61

30

12

13

17

22

26

17

16

8

16

8

11

9

36

25

20

22

16

18

16

22

16

18

20

31

22

46

44

48

18

30

28

39

88

62

39

12

12

14

12

32

(単位 :cln)

Nα 長径 短 径 控 え

241

242

243

244

245

246

247

248

190
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表男1

別表10 1996年度調査の出土遺物計測表

種類 器種 X Y 遺  構 層位 法  量 個体数 考備 整理No

土師器 皿 -7574 -1376 S P42 撹舌し 455.801 口[75 T-5類  黄褐色 2片接合 S314柱穴
2 土師器 皿 -85.25 -19,75 S P156 理 土 455^789 1_5 T-1類 淡黄色  S A12柱 穴
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土奮市器

土師器

土師器

土信市器

土樹下器

土師器

土師器

珠洲

珠洲

珠洲

資器系

査器系

奄器系

金器系

奄器系

登器系

金器系

奄器系

奄器系

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瀬戸美濃

源戸美濃

澗百莫濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瓦器

鉄製品

鉄製品

鉄製品

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

す り鉢

す り鉢

す り鉢

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

平椀

平椀

鐸皿

卸皿

無頚重

椀形鉢

瓶子

瓶子

瓶子

梅瓶

獅

火鉢

釘

釘

釘

-8905
-8910
-88.62

-8759
-8771
-89.27

-8664
-8889
-8856
-8772
-8927
-8847
-8910
-8764
-86.89

-8835
-8817
-88.52

-8822
-87.56

-88.03

-8676
-8884
-89,09

-88.85

-88.87

-88,92

-8877
-88.85

-8889
-8898
-88,99

-8756
-8758
-8870
-8846
-8890
-86.95

-8875
-8914
-88,92

-8662
-73.62

-88.59

-86.52

-8663
-88.80

-1603
-1668
-1592
-1788
-1620
-1910
-18.00

-1684
-1632
-1650
-1893
-19,06

-16.80

-18.76

-1891
-17.29

-16.57

-15,96

-17.13

-1732
-18.23

-1826
-1634
-18.07

-1868
-1883
-18.84

-1849
-1875
-1865
-1884
-18.89

-1814
-1812
-16.10

-18.64

-1874
-16.98

-1591
-1620
-18.84

-1601
-40.78

-15.58

-17.43

-15,94

-19,05

S X01

2T

S X01

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋土

埋土

埋土

埋土

盛上 1

埋土

埋土

埋土

埋土

455 846

455.892

455 816

455.656

455 668

455,890

455,883

455 850

455,788

455 812

455.756

455,922

455,784

455.891

455,899

455 856

455 925

455 851

455,765

455 895

455 761

455,965

455.835

455.897

455.874

455 878

455 925

455 905

455 900

455,905

455 667

455.736

455.782

455 707

455.886

455.813

455 862

455 761

455,835

455 966

453 253

455 584

455.852

455,875

455.892

口[80]

日[9.0]

口[10.0]

口[10,0]

口[7.5]

目[11.0]

口[110]

口[110]

口[11.0]

口[120]

口[11.5]

日[120]

日[120]

口[13.0]

口[15.0]

口[150]

口[14.0]

口[20.0]

口[200]

口[200]

H[40.0]

口[175]

日[18,0]

日[18,0]

日[5,0]

長34 幅05
長 (3.4)幅 04
長 (28)幅 07

0 23

0 19

0 03

011

0 08

0.11

0,04

0.23

0.10

0 03

0 05

0 06

0 05

0 09

0,05

0,10

0,11

0.07

0.05

0 15

0 05

0.20

0,07

0.20

T-2類 灰養色
T-5類 黄自色
T類 灰自色
T-5類 黄白色 2片接合
R-1類  黄白色
分類不明 灰 白色
T-8類か 黄自色
T類か 灰 白色
T-5類か 灰白色
分類不明 黄白色
T-1類か 浅黄橙色
T-2類か 灰白色
T類 灰白色
T類 黄自色
R-5類  黄自色 2片接合
R-5類 か 灰白色
R-5類 か 黄白色
T-8類か 黄自色  161と 接合
T-8類か 黄白色  14と 接合
R-4類か 黄白色

珠洲 V期

珠洲 V期

1124125■ 27■ 32■ 34■35と 接合

112■ 25■ 27■ 32■ 34■ 35と 接合

112■ 24■ 27■ 32■ 34■ 35と 接合

1129と 接合

112■ 24■ 25■ 32134■ 35と 接合

1126と接合

112■ 24125■ 27134135と 接合

112■ 24125■ 27■ 32■35と 接合

112■ 24■ 25■ 27■ 32■34と 接合

古瀬戸後 H期 灰釉  1178と 接合
古瀬戸後 H期 灰釉  1177と 接合
古瀬戸中Ⅳ期 灰釉 二次被熱
古瀬戸中W期 灰釉 二次被熱

古瀬戸中I～ H期  鉄釉 内面に酸化鉄付着
古瀬戸後 I～ H期 灰釉

古瀬戸後 I～ ■期 灰釉 二次被熱

古瀬戸後 I～ H期 灰釉 二次被熱
古瀬戸後 I～ ■期 灰/1E 二次被熱
古瀬戸後 I～ ■期 灰釉 2T62と 接合
古瀬戸後 I～ ■期 灰釉 1220と 接合

雷文

1.2g

12g
l.8g

1163

1071

1179

1219

1171

1069

1025

1152

1166

1172

1146

1067

1173

1020

1027

1148

1058

1004

1061

1079

1195

1026

1167

1012

1124

1125

1126

1127

1129

1132

1134

1135

1177

1178

1165

1159

1121

1155

1176

1175

1128

1220

2T062

1201

1077

1075

1081

39

40

土師器

土師器

皿
　
皿

-86.02

-85.69

-17.55

-17.69

S D03 埋土

埋土

455 904

455 885

100]

150]

0.10

8.33

T-6類かT-7類 淡黄色
R-5類 灰黄色

1090

1091

土師器 皿 -89.99 -17.81 S D04 埋 土 455 905 0 03 R-5類 黄白色
42 瀬戸美渡 腰折皿 -76.57 -1606 S P46 埋 土 455 794 底50 古瀬戸後Ⅳ期 (新)灰 釉 1083

土師器 皿 -8936 -1642 S P214 埋 土 455 838 底 R-1類  黄白色
土師器 皿 -90^29 -1707 S P218 埋 上 455 760 T-2類 浅責橙色
土師器 皿 -9165 -1804 S P229 理 土 455,860 10 R類 黄白色 1116

土師器 皿 -9242 -1514 S P273 撹乱 455 906 T類 灰褐色
47 土師器

土師器

土師器

皿

皿

皿

-86.13

-8620
-8616

-19,71

-1960

-1967

S P 296 埋土

埋土

埋土

455.869

455.420

455.828

10 高27
10 高27
1.0 高27

0,52

0.15

0 12

T-6類 淡責色  18889と 接合
T-6類 淡黄色  18789と 接合
T-6類 淡責色  187・ 88と 接合

1087

1088

1089
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別表10のつづ き (単位 :伽 )

種類 器種 X Y 遺構 層位 法  量 団体数 考備 整理 Nα

上師器

珠洲

皿

壼・甕

-92.02

-9252
-1879
-1886

S P285 埋土

埋土

455.818

455,900

0] T類 灰褐色 1102

1119

πP ll -8733 -1960 S P507 埋 土 455_884 口[18.0] 0 05 古瀬戸中W翔  灰釉 内面露胎 二次被黙
盤類 -9334 -1885 S P286 埋 土 455.832 口[320] 古瀬戸後Ⅱ期 灰釉

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

上 ,市器

土師器

± 1市器

上師器

上師器

土師器

珠」l

珠洲

瀬戸美濃

瀬戸美濃

白磁

古銭

皿

皿

皿

皿

皿

皿

甕

すり鉢

天目茶椀

盤類

椀

-9005
-9165
-9030
-8639
-8953
-8687
-8840
-9230

-9080
-9054

-1833
-1764
-16.16

-2030

-1914
-20_61

-2020
-1930

-1882
-6.83

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作主

旧耕作■

455.914

455 854

455 728

455 949

455 506

455 726

455 850

456.018

口[10.0]

日[110」

口[110]

口[110]

口[120]

口[140]

口[12.0]

日[34,0]

径22

0 06

0 06

0.07

011

0 06

0.05

8.33

0 05

T-5類か 灰黄色
T-5類 黄白色 タール付着
T類 黒色  タール付着
T-6類かT-7類 浅黄色
T-6類かT-7類  淡黄色 ター,711着

T-5類 浅黄橙色

古瀬戸後 I期 鉄釉
古瀬戸後 H期か 灰釉
自磁椀 V-4b類  内面に櫛描きの花文
1.4g 銭種不明

1056

1045

1190

1051

1015

1054

1049

1053

1100

1050

1048

1227

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

土師器

土師器

上師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

源戸美濃

漂戸美渡

瀬戸美渡

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

珠洲

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

天目秦椀

天目秦椀

天目秦筑

天目茶続

天目秦lt

天目秦碗

九 皿か

皿

水 注

梅瓶

/Jヽ重

香炉

すり外

盤類

すり鉢

-85,90

-80,46

-73.83

-85,90

-93.28

-9327
-8566
-85,09

-9328
-9331
-9331
-9327
-93.24

-9628
-91.10

-93.25

-93.33

-8183
-8007

-3235

-30.62

-3645
-1768
-3240
-876
-877
-1497
-28.03

-872
-875
-8,76

-8,76

-8.76

-1018
-1017
-8,70

-1209

-33.25

-37.65

-33_75

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

乱

撹

脱

悦

撹

撹

撹

撹

撹

境

境

撹

撹

撹

境

境

撹

撹

境

撹

撹

撹

撹

撹

境

454.846

454 430

455 720

454 792

455 916

455 904

455 696

455,222

455.885

455,902

455 885

455 885

455 890

455 945

455 897

455,900

455,969

454.819

454 856

454 999

H[8,0]

口[8.0]

口[8.0]

口[90]

口90
回90
口[11.0]

口[12.0]

口[14.5]

口[130]

底 [6.0]

底45
口[6.5]

底 [60]

口[315]

0 06

0.10

0.10

0,08

0,41

0 20

0 05

0 05

0 07

0.05

0 03

0 04

T類 黄白色
T-5類 灰白色 タール付着 2片接合
T-4類 灰黄色
T-5類 橙色  タール付着
T-6類かT-7類  浅黄色 1182と 接合
T-6類かT-7類 浅黄色 I■ 4と 接合
T類 灰 自色
T類 黄橙色
分類不明 黄橙色
大窯第1段階 鉄釉 1186-189と 接合
大窯第1段階 鉄釉 1185'187～ 189と 接合
大窯第1段階 鉄釉 1185186188189と 接合
大窯第1段階 鉄釉 1185～ 187189と 接合
大窯第1段階 鉄釉  1185～ 188と 接合
大窯第2段階 鉄釉 錯化粧
大窯第 1～ 2段 階 灰釉 付高台
古瀬戸前期 灰釉
古瀬戸中期 灰釉 二次被熱
古瀬戸中Ⅱ～Ⅲ期 雫焼け 外面に印花文
古瀬戸後期 鉄釉
古瀬戸後 I～ H期 灰釉 二次被熱 3片接合
古瀬戸後 H～ lII期  錯釉
古瀬戸後II期 灰釉 二次被熱

I,175

11202

1099

11179

1114

1182

1085

11173

1031

1185

1186

1187

1188

1189

1113

1104

1183

1108

1040

11195

11285

11194

1141

1036

土師器 皿 -9000 -34.40 S P428 埋 土 454 925 底 [6.0] T-5類か 灰黄色  S B15柱 穴 I1177

上師器 皿 -90,70 -2429 S P406 埋 土 455,278 0] T-2類 黄白色  SB市 住穴
土師器 皿 -92_74 -2621 S P443 埋 土 455。 187 T-6類 かT-7類  灰白色 S B16柱穴
上師器

土師器

皿
　
皿

-91.48

-91.32

-3501

-3420
S P431 埋土

埋 土

454,725

454 927

80]

110]

0,08

0.10

T-4類 か寅白色 ?片接合  S B17柱穴

T-6類かT-7類  灰褐色 S B17柱 穴
I1226

11181

土師器 皿 -95.26 -2780 S P478 埋 土 454 970 T-2類 灰褐色 SBI柱 穴
青 F/w 椀 -93,15 -26.07 S P442 埋 土 455,174 外面に蓬弁文  S B17柱 穴 I1169

土師器

瀬戸美濃

珠洲

鉄製品

鉄製品

鉄製品

皿

盤類

R重

/1ヽ札

鑑か

釘

-9398
-9408
-94.06

-9389

-33.00

-32.77

-33.41

-3324

S K13 埋 土

埋 土

埋 土

埋土

埋土

埋土

455 064

454.157

454.163

454.789

]t

底 [140]

長60 幅2.0
長6.0 幅24

長40 幅0.3

012 T類か 灰褐色 2片接合
古瀬戸後 m～ Ⅳ期 (古)灰 釉

9,Og

12.4g

14g

I1185

【1104

11107

11341

11303

11340

96 上師器 皿 -8035 -3621 S K15 境乱 454 541 底 [6,0 R-5類 灰自色
土師器 皿 -9654 -3182 S K17 埋 土 底 R-5類 灰白色
土師器 Il -8947 -2372 S P402 埋 土 455 298 口[140] R-5類 灰 白色
土師器 皿 -9072 -2540 S P408 埋 土 455.340 日[8,0] T類 灰 白色
古銭 -91_10 -24.18 S P437 埋 土 455_164 径25 1.8g「 開元通宝」 (621年 )
鉄製品 釘 -8983 -24.68 S P405 埋土 455.267 幅11長37
鉄製品 釘 -88.92 -25,91 S P410 埋 土 455 198 長 (40)幅 05 1 8g s 317柱穴



別表10のつづき

表房」

(単位

種類 器種 Y 遺構 層位 法  量 個休数 考備 整理 No

青磁

珠洲

椀

甕

-8750
-8760

-25.63

-25,70

S X08 理上

理土

455 353

455 327

口[160] 同安窯系 内面に平行沈線
2片接合

I1209

11188

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

土師器

土師器

土師器

土信市器

土師器

土師器

青磁

珠洲

石製品

銅津

白

皿

皿

皿

皿

皿

皿

椀

甕

石

-95.50

-94.12

-94.88

-94.53

-94.16

-9440
-9465
-9476
-9605

-2167
-20,77

-2188
-1968
-20.37

-2035
-2102
-19,90

-2130

S K10■ 1 埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

455 191

455 296

455.287

455 487

455 376

455,348

455 322

455 256

454 795

口[10.0]

口[12.0]

口[12.0]

口[14.0]

口[15,0]

口[14.0]

底 [18.0]

0 10

0.07

0.03

0 05

0 10

0 08

T-5類 橙色
T-6類か T-7類 浅黄橙色
T-6類かT-7類  黄褐色 タール付着
R-4類 淡黄色 3片接合
R-5類 淡黄色
R-5類 灰 白色
内面に平行沈線

152g

I1197

11155

11157

(1149

11152

11153

11156

11219

11336

11342

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

土師暴

土師器

土 H市器

土師器

白磁

瀬戸美濃

漂戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

漂戸美濃

古銭

奄器系

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

石製品

皿

皿

皿

皿

皿

天日秦椀

緑釉小皿

小壷

平椀

卸皿

卸皿

壷 甕

R壷

甕

甕

甕

甕

石自

-73,70

-7352

-73.28

-7298

-7290

-70,90

-7287

-7314

-73.38

-9702

-9660

-7294

-7278

-7312

-7330

-7303

-8108

-9700

-7373

-40.36

-4134
-4012
-35,92

-3636
-3340
-3601
-3802
-4076
-38.37

-3695
-3338
-3336
-3824
-33.90

-34.96

-4114
-3854
-33.42

2T
2T
2T
2E T

2E T

10T

2E T

2T
2T
lT
lT
10T

10T

2T
10T

2E T

ブロンク2

lT

10T

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 Z

盛上〕

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土 ]

盛土〕

旧耕作:

盛土 ]

聾土〕

453 260

452 896

453 410

454 402

454 652

454 885

454.304

454 034

453 056

454.448

454 669

454 439

454 792

453 802

454 968

454.426

453.690

454.463

454.932

口[100]

日[10.0]

口[110]

日[120]

口[11.0]底 [50]高 [30]

口[110]

底 [6.0]

口[160]

口[15,0]

口[150]

径2.2

0 05

0,05

0 07

0.05

0.08

0.01

0 04

0 08

0 13

分類不明 黄褐色
T類 責 白色
T-6頬かT-7類 浅責橙色 タール付着
T-7類 浅黄色 タール付着 2片接合
白蔵皿16類

古瀬戸後Ⅳ期 鉄釉
古瀬戸後 II期 灰釉 内面露胎
古瀬声後期 鉄雅
古瀬戸後 I～ H期 灰釉 二次被熱

古漂戸後nt翔 灰釉 内面露胎 I■ 7と接合
古漂戸後HI期 灰釉 内面露胎 ■■5と接合
16g 銭種不明

珠JH I～ H期 肩部に波状文
H275Ⅲ 18と 接合
H190・ I118と 接合

I1190275と 接合

2T063

2T058

2T047

11299

11298

11192

11295

2T052

2T060

11115

11117

11095

11090

2T051

11190

11275

1肛 018

11114

11096

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

土師器

土師器

土師器

土師器

土言下器

土師器

土師器

土言師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

青磁

青磁

青磁

青磁

青磁

白磁

源戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瓦器

瀬戸美渡

源戸美渡

瀬戸莫演

珠洲

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

椀

椀

枕

盤

椀

皿

天目茶椀

香炉

卸皿

梅瓶

不 明

卸目社大皿

卸目‖大lI

卸目‖大皿

すり鉢

-9080
-9531
-94.21

-9427
-8668
-9054
-9578
-9017
-9485
-9008
-95.81

-96.27

-8809
-93,73

-9469
-93.88

-93.19

-94.55

-94.89

-91.90

-94.49

-94.96

-94.72

-91.24

-95,19

-9487
-94.89

-9200
-8814

-3803
-3623
-37.33

-37.33

-3741
-35,86

-3400
-3368
-34,72

-3815
-3650
-33.54

-3962
-37.71

-3720
-3476
-36.90

-3746
-3496
-3729
-36.22

-36.34

-35.52

-38.86

-34,06

-34.90

-34.96

-34.01

-37.16

ブロック1 盛土直上

旧耕作土

墜上芭上

盛土直上

残土Ё上

旧耕作主

I日耕作土

旧耕作土

旧耕作上

盛土直上

十日耕作土

旧耕作土

盛土遭上

整土直上

旧耕作■

旧耕作土

監土直上

盛土直上

旧耕作土

盛土直上

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

盛土Ё上

旧耕作土

旧耕作土

十日耕作と

1日耕作土

盛土直上

454,759

454.989

454 880

454.860

454 990

454 999

455 036

455 005

455 035

454 757

454 995

455.080

454 942

454.899

454.894

454.309

454.900

454 999

454 586

454.881

455 000

454,979

455 004

454 893

455.036

455 018

454.586

455,032

454.815

口[9,0]

口[9.0]

日[90]

口[10.0]

口[100]

口[110]

日[70]

口[110]

口[11.0]

回[12.0]

口[12.0]

口[12.0]

口[130]

口[150]

口[140]

日[150]

日[150]

底[120]

底[100]

底[60]

口[12.0]

口[14,0]

日[300]

口[320]

日[280]

0.04

0 07

0 08

0.11

010

0 05

0 08

0 06

0.06

0.04

0.05

0.10

0 07

0 05

0 10

0 06

0 03

0.12

0 06

0 01

0 05

0,03

T-1類 浅責色 2片接合
T-6類か T-7類 浅黄色
T-6類かT-7類 黄白色
T-6類か T-7類 淡黄色
T-1類か 浅黄色
T-1類か 灰黄色
R-1類  灰白色 タール付着 2片接合
T-5類 灰 白色
T-6類か T-7類 灰褐色
T類 淡責色
T-6類か T-7類 灰褐色
T-6類か T-7類 灰褐色
T-8類 浅黄色
T-8類 灰黄色
龍泉窯系椀 D類 無文
龍泉窯系椀 D類  無文
無文

内底に印花文

内底に平行沈線

自磁皿1類

古瀬戸後Ⅳ期 鉄釉 錯化粧
古瀬戸中 I期 鉄釉 二次被熱
古瀬戸後Π期 灰釉
古瀬戸中I～ H朗 灰釉 外面に印花文 二次被黙

古瀬戸後RI～ V期 (古)灰釉 ■333と 接合
古瀬戸後RI～ V期 (古)灰釉 I1186と 接合

古瀬戸後Ⅳ期 (古)灰 釉
珠洲Ⅳ期

I1306

11231

11238

11237

11057

11034

11041

11010

11329

11297

11254

11040

11305

11241

11327

11325

11045

11048

11324

11247

11044

11228

11320

l1250

11131

11186

11338

11021

11319

197



江馬氏城館跡Ш

別表10のつづき (単位 i cm)

種類 器種 X Y 遺構 層位 法  量 個体数 考備 彗皆翼堅Nll

159

160

査器系

珠洲

変

壷・甕

-93.35

-9393

-36.57

-34.38

プ ロ ック1 盛土直上

旧耕作土

454,763

455 040

I1257

11035

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

土鰤器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

瀬戸美濃

瀬戸美渡

瀬戸美濃

瀬戸美濃

珠洲

鉄製品

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

天目茶筑

天目茶筑

平椀

梅瓶

甕

釘

-79,00

-8111

-8153

-8170

-7884

-7986

-78.90

-8148

-8047

-88.33

-80.57

-8215

-3156

-7736

-81.56

-38.82

-3818
-38.25

-39,64

-39.86

-40.32

-39,78

-38.62

-38.67

-30,20

-38,87

-38.65

-39,00

-4164
-38.20

ブロック2 盛土直上

整土直上

盛土直上

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作と

旧耕作土

整土直上

盛土直上

十日耕作と

盛土直上

盛土直上

盛■直上

旧耕作土

盛土亡上

454,928

454 953

454.857

454.552

454.378

454.632

454 432

454.879

454.885

455,032

455.028

454 936

454.800

453 156

454 947

口[70]

口[80]高 [1,0]
口[80]高 [1.4]
口[80]

口[90]

口[10.0]

口[100]

口[11.0]

日[11.0]

日[12.0」

日[16.0]

長7.5 幅06

0.23

0.32

0.25

0 12

0 07

0 07

0 07

0 07

0.07

0.05

0_01

T-5類か 灰 白色 2片接合
T-5類か 淡黄色 2片接合
T-5類 黄 自色  タール付着
T類 灰責色
R-1類 か 黄白色
T-5類か 黄 自色
T-6類か T-7類 灰褐色
T-2類 灰褐色 タール付着 I1331と 接合
T-2類 灰褐色 タール付着 I1307と 接合
古悪戸後n期 鉄釉 二次被熱 11139と 接合
古瀬戸後Ⅲ期 鉄釉 二次被熱 ■8と 接合
古瀬戸後 I～ ■期 灰釉 二次被熱
古瀬戸後I～ II期 灰釉 外面に波状文と平行流線 二次被熱

72g

I1272

11140

11269

111028

H1012

11323

111013

11307

11331

11008

11139

11264

11343

11020

11133

174

175

176

177

178

土師器

白蔵

土師器

瀬戸美渡

珠洲

皿

皿

皿

卸皿

甕

-7036

-7068

-7034

-7127

-7313

-33.80

-35.46

-33.54

-38.27

-38.64

ブロック3 旧誹作上

盛土直上

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

455.182

454 717

455 107

454.486

454 450

口4.5

底[45]

口[150]

口[160]

0 09

0_05

分類不明 浅黄橙色
白磁皿16類 二次被熱
R-5類 か 灰褐色
古瀬戸中W期 灰釉

I1280

11317

【1158

11148

11277

179

180

181

182

183

184

185

186

187

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

青磁

青磁

瀬戸妄漢

珠洲

皿

皿

皿

皿

皿

椀

/1ヽ 杯

花瓶

獲

-87.27

-76.60

-9535

-7646

-77.94

-82,10

-9560

-30.89

-38.49

-28.28

-31.38

-3090
-3206

-2287

旧耕作土

盛土直上

旧耕作土

旧耕作■

旧耕作土

境乱

旧耕作土

455 051

454.986

455,087

455,117

455,110

454 996

455 512

10

日[10.0]

日[110]

口[15,0]

底[60]

口[140]

口[12.0]

0.07

0 05

0 05

0 12

0 03

0 09

T-1類 浅黄色
分類不明 浅黄橙色  タール付着
T類か 灰褐色
R-5類 淡黄色 タール付着
R-5類 淡責色
龍泉窯系椀 C2類 雷丈

龍泉窯系杯 皿類 蓮弁文
古瀬戸後 I～ H期 灰釉

I1009

11099

11067

11003

11089

11084

11060

H1031

11001

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

青蔵

青磁

白磁

瀬戸美濃

預戸美濃

瓦器

変器系

古銭

注

皿

鉢

皿

皿

皿

皿

皿

皿

椀

椀

皿

水

大

火

甕

-96.64

-96.66

-96.68

-96.82

-9664
-9632

-9706

-9662
-9624

-97_30

-37.88

-3762

-37.88

-4398

-4180

-38,12

-37.74

-45.48

-42.20

-4226

lT 旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作■

旧耕作土

旧絆止

日耕作土

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

454 729

454,979

454.971

452.177

452.137

454 875

454.333

451 927

452.238

453 134

底 |

径上

:80]

10.0]

:11.0]

12.0]

112.0]

15,0]

114 0]

:15 0]

111.0]

114.0]

[0

0 10

0.03

0 05

0 04

0.05

0.04

0.10

0 05

0 12

T類 灰 白色  タール付着
分類不 PJl 浅黄橙色

T-6類か T-7類 黄褐色
T-6類かT-7類 浅黄橙色
T-6類か T-7類 浅黄橙色
R-5類  灰黄色
龍泉窯系椀 B2類 連弁文
龍泉窯系椀 B4類 蓮弁文
白磁皿1類

古瀬戸中期  灰釉
古瀬戸後期 灰釉
雷文

30g「 洪武通宝J(1368年 )

lT028

lT027

lT026

lT039

lT020

lT034

lT086

lT006

lT021

lT018

lT007

lT004

lT003

lT017

土師器 皿 -73.98 -4632 S D08 埋 土 452.004 口[90J 0.06 T類 灰 白色 2T039

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

土信誦器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

青磁

白磁

瀬戸美濃

瀬戸美濃

預戸美濃

登器系

珠」ll

珠洲

皿

皿

皿

皿

皿

皿

椀

皿

香炉

卸皿

折縁中皿

甕

甕

壺・甕

-73.72

-7424

-7350
-73.50

-7386
-7446
-73.28

-7424

-73.68

-7358

-7370

-7418

-4738
-47.28

-4820
-46.82

-48.08

-40.56

-4096
-4764

-47.40

-4852

-47.92

-45,70

2T 境乱

撹乱

旧耕作土

撹乱

旧耕作土

旧耕作土

旧耕作土

撹乱

撹乱

旧耕作土

抗乱

撹乱

452 037

452 088

452.166

451 954

451.930

454.226

453 996

452 155

452 036

452.194

452.041

452 442

底

90]

10.0]

11.0]

■.0]

12.0]

45]

140]

10,0]

12.0]

15,0]

160]

0.01

0 08

0.04

0 04

0 03

0.04

0 03

0.10

0 05

0.10

T類 灰責色
T-6類か T-7類 淡黄色
T-6類か T-7類 浅黄色
T-6類 かT-7類 灰褐色 タール付着
T類 浅黄 IEX色
R-1類か 浅黄橙色
籠泉窯系椀 C2類 雷文
白磁皿16類か17類

古瀬戸後 H期 灰釉
古瀬戸後Ⅳ期 (古)灰 釉 内面露胎
古瀬戸後 lI期  灰釉 内面露胎

2T034

2T019

2T013

2T038

2T015

2T033

2T032

2T014

2T002

2T035

2T020

2T003

2T016

2T024

198



別表10のつづ き

別  表

(単位 i cml

Nc 種類 縫 X Y 離 離 レベル 法 量 備   考 例 6

締 難 顔 =7314t -46.80 ″T 携れ 451.973 古態戸後�一�麹てき)灰釉 2T022

・８

■

自職

触 品
皿
和

-8■ 32
‐―
―
,亀  1    鮎

-48=30

-48.28

3T 雌
雌
4駐 153

4盟 280

口ll∝ 103

長徹2)幅牡6
α03 専韓皿珀類か17M

4.2g

唖

皿

Ｔ

Ｔ

199



江馬氏城館跡H

別表11 1978年 度調査 S101,周辺の出土遺物計測表 (単位 :cm)

No 種 類 綿 遺構 層位 法量 個体数 考備 整理No

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

青磁

青磁

青磁

青磁

中国

白磁

白磁

白磁

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

瀬戸美濃

珠洲

珠洲

珠洲

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

椀

椀

椀

椀

天 目茶 椀

椀

皿

皿

縁釉小皿

縁釉月 皿ヽ

皿

皿

皿

天 目茶 椀

梅瓶

花瓶

香炉

香炉

香炉

卸皿

直縁大皿

すり鉢

すり鉢

すり鉢

すり鉢

S101 埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

底

底

底

底

底 |

底

[8,0]

[100]

[10 0]

[10.0]

[10.0]

[11.0]

[11.0]

[120]

[H.0]

[11.0]

[12 0]

[12.0]

[13 0]

[16 0]

[16.0]

[16.0]

[15.0]

[15,0]

[15 0]

15

:12.0]

:150]

:10.0]

:10.0]

:11.0]

:11.0]

:6.0]

:60]

:60]

ケ,0

:4.0〕

:11.0]

:11.0]

:11 0]

:80]

16.0]

:30 0]

:30,0]

:30.0]

:30.0]

:30.0]

0 20

0.08

0.10

0.04

0.08

0.05

0 09

0 06

0 06

0 06

0.07

0,04

0.38

0.22

0 14

0 17

0.06

0 03

0 05

0.09

0.08

0.10

0 04

0 04

0.08

0.54

0 09

0 06

0.09

0,08

0 03

0 02

0.03

0 05

0.05

T-5類 浅黄橙色 2片接合
T-3類 浅黄橙色
T-5類 灰褐色
T-5類 灰白色 タール付着
T-5類 灰褐色
T-1類か 浅責橙色
T-1類 浅黄色
T-6類かT-7類 灰黄色  タール付着
T-5類 浅黄橙色
T-5類 浅黄橙色
T-6類かT-7類 淡黄色
R類か 淡黄色
T-2類 灰自色 3片接合
T類 灰自色 2片接合
T-3類 灰白色 2片接合
T-3類 灰自色
龍泉窯系椀 D類 無文 2片接合
龍泉窯系椀 C類 雷文
龍泉窯系椀 C2類  雷文
龍泉窯系椀 Bl類  内底に印花文 外面に蓮弁文
鉄釉

白磁椀18類

白磁皿17類

白磁皿17類

古瀬戸後Ⅲ期 灰釉 内面露胎 二次被熱
古瀬戸後Ⅲ期 灰釉 内面露胎
大窯第1～ 2小期 灰釉 高台底面に輪 トチン痕
大窯第1～ 2刀瑚  灰釉 高台底面に輪 トチン痕
大窯第 1～ 2小期 灰釉 高台底面に輪 トチン痕
古瀬戸後 V期 鉄釉 内反 り高台
古瀬戸中Ⅲ～Ⅳ期 灰釉 二次被熱
古瀬戸中 I～ H期 鉄釉
古瀬戸後Ⅳ期 (古)灰 釉 二次被熱
古瀬戸後Ⅳ期 (古)鉄 釉
古瀬戸後期 鉄釉
古瀬戸後期 鉄釉 二次被熱
古瀬戸後Ⅲ期 灰釉 二次被熱
古瀬戸後 V期 (新)錆 釉
珠洲Ⅳ期

珠洲 V期 口縁端面に波状文
珠洲 V期  口縁端面に波状文

311

386

381

312・ 317

313

391

389

387

315

373

379

382

307・ 308 314

371・ 376

374 383

875

442

357

356

438

413

359

447

448

428

348

346

345

426

341

434

416

354

418

415

417

347

344

337

411

412

42

43

44

45

46

47

48

49

51

52

53

言磁

白磁

白蔵

白磁

瀬戸美濃

頼戸美濃

顔戸美濃

瀬戸美濃

珠洲

珠洲

珠洲

椀

椀

皿

皿

天目茶椀

平椀

皿

皿

すり鉢

すり鉢

すり鉢

S101周辺 撹舌し層

褐色土

褐色土

耕作土

耕作土

表土

耕作土

褐色土

黒色土

褐色土

耕作土

底

底

口 |

口 |

口 |

口 |

日 |

口 |

底 |

口
|

口 |

:65]

:60]

100]

110.0]

112.0]

116.0]

:11.0]

111 0]

12.0]

128 0]

130.0]

0 04

0,06

0.03

0,05

0.05

0 06

0 05

0 04

内底に印花文

白磁椀 V類

白磁皿17類

白磁皿17類

古瀬戸後 W期 (新)鉄 釉
古瀬戸後 I期 灰釉
大窯第3小期 灰釉
大窯第3小期 灰/H

殊洲Ⅳ期

殊洲 V期  口縁端面に波状文

４９５

４７７

４７９

５００

４８６

２９７

４８７

４７４

５０２

４６９

４８５
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English Summary

MAEKANKKANAME(COrrection by Martin Morris)

Introduction

This is the third report on the archaeological investigations at the Ema

Castle site in Northern Gifu Prefecture,Japan.The main site is a late‐ four―

teenth century castle,square on plan,by the「Γakahara Rivero One summer
of archaeological fieldwork has been carried out on a joint basis by the

staff of Ka■lioka rrown]Board of Education and the department of archae‐

ology at Toyama University with a view to producing a full‐ scale recon―
struction of Ema Castle on its original site.This report outlines the results

of the excavation undertaken in July and August,1994,and also includes a

topographical reconstruction based on an Edo‐ period rnap。

Excavation and Analysis

The five weeks of field、vork brought to light a residential area contain―

ing the remains of buildings,garbage pits,and pit houses were enclosed by

roads and wooden fences.The most remarkable find of the year is a bowi

used in the rnaking oflaquar ware.Generally speaking,the pit houses、 vere
used by craftsrnen such as laquar‐ ware manufacturer and blacksHliths.The
area excavated is therefore thought to be where they lived and worked.

In additiOn,a trial trench brought to light what appear to be the remains

of a rnedieval road,、 vhich,from its relationship to an existing road,is con―

sidered to have about 6.5na wide.The road is situated in the■ liddle of the
river terrace,and the relationship betttTeen it and the landscape surrounding

the castle is of the greatest illterest。

We also exaHlined the old rnap of the village,probably dra、 vn in the late

Edo period,since we suspected the property boundary marked on it rnight

weⅡ shed light on the landscape arOund the castle at the tilne、 vhen the
casle、vas in being.From it、、re were able to deduce that four shrines and the

two temples were situated on the edge of the castle to、 vn,both to define the

limits Of the settlement and to provide a place where prayers could be of‐

fered for rnilitary success.

ConclusiOn

ln cOnclusion,in addition to undertaking an archaeological survey,we

adopted an interdisciplinary approach,using scientific analysis and topog―

raphical reconstruction to understand this late‐fourteenth century or early―

fifiteenth century prototype of the Sengoku‐ period castle town.

The exacavation is scheduled to continue for another five years、 vith the

aini of reconstructing the castle not only for the enJoyment of the area,but

also tO deepen our understanding of rnedieval history.
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Hue10YR3/2黒 掲色砂質土
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Hue10YR2/1黒 色砂質土
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l Hue7 5YR3/2黒褐色シルト

l Hue10YR3/4暗 掲色ンルト
10YR8/6黄 橙色ブロックIFL(10%)

2 Hue10YR3/3暗 褐色シルト
3 Hue10YR3/3暗 褐色砂質土
灰色ブロック混 (30%)
4 Hue7 5YR3/3暗 褐色シルト
10YR8/6責 橙色ブロック混 (10%)
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3 Hue7 5YR3/1黒 掲色砂質土
4 Hue7 5YR2/2黒 褐色砂質土 地山ブロック混
5 Hue7 5YR4/2灰 褐色砂質土
6 Hue5YR5/2灰褐色砂質土 地山ブロック混
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10 HueYR3/4暗 褐色砂質土
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2 Hue10YR3/2黒 褐色砂質土
25Y4/2砂質土・10YR5/4砂質土混 (5%)
3 Hue10YR2/1黒 色砂質土
25Y4/2砂質土・10YR5/4砂質土混 (25%)
4 Hue10YR2/2黒 褐色砂質土
25Y4/2砂質± 10YR5/4砂質土混 (50%)
5 Hue10YR3/2黒 褐色砂質土
25Y4/2砂質土・10YR5/4砂質土混 (50%)
6 Hue7 5YR2/2黒 褐色砂質土
7 Hue10YR3/2黒 褐色シルト 25Y4/2砂 質土混 (5%)
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S A12柱穴

区画 1出土遺物 i S B14柱 穴

22～ 24珠枡|,

o                         15cm

(1土師器), S A12柱 穴 (2土師器), S X01(3～ 21土師器,

25金器系)縮尺1/3,25のみ縮尺1/4
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区画 1出土遺物 :S X01(26～ 34瀬戸美濃,35瓦器,36～ 38鉄製品), S D03(39～ 41土師器 ),

S P46(42瀬戸美濃), S P214(43土師器), S P218(44土師器),

S P229(45土師器), S P273(46土師器), S P296(47土師器), S P285(48土師器,49珠洲),

S P507(50瀬戸美濃), S P286(51瀬戸美濃)縮尺1/3
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o                         15cm

区画 1出土遣物 :遺構外 (52～ 57土師器,58・ 59珠洲,60・ 61瀬戸美濃,62白磁,63古銭)

1976～ 1978年度調査埋め戻 し上出土遺物 :(64～ 71土師器,72～ 81瀬戸美濃,82珠洲)

縮尺1/3,銭貨のみ縮尺1/2
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区画 2出土遺物 :S B15柱穴 (33土師器), S B16柱 穴 (84・ 85土師器), S B17柱 穴 (86～ 88土師器 ,

89青磁), S K13(90土師器,91瀬戸美濃,92珠洲,93～ 95鉄製品), S K15(96土師器),

S K17(97土師器), S P402(98土師器), S P408(99土師器), S P437(100古 銭 ),

S P405(101鉄 製品), S P410(102鉄 製品), S X08(103青磁,104珠洲)縮 尺1/3,銭貨のみ縮尺1/2
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区画 2出土遺物 i S K10・ ■ (105～ 110土師器,111青磁,112珠洲,
113石臼,114銅津)縮尺1/3
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区画 2出土遺物 :盛土 (115～ 118土師器,

127～ 129珠洲,130石白)

119白磁,120～ 124瀬戸美濃,125古銭,126査器系 ,

縮尺1/3,銭貨のみ縮尺1/2
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0                    1 5cm

区画 2出土遣物 :遺物廃棄ブロック1(131～ 144土師器,145～ 149青磁,150白磁,
151～ 154・ 156・ 157瀬戸美濃,155瓦器,158・ 160珠洲,159全器系)縮尺1/3
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0                                   1 5cm

区画 2出 土遣物 :遺物廃棄ブロック2(161～ 168土師器,169～ 171瀬戸美濃,172珠洲,173鉄製品),

遺物廃棄ブロック3(174・ 176土師器,175白 磁,177瀬戸美濃,178珠洲),

遺構外 (179～ 183土師器,184・ 185青磁,186瀬戸美濃,187珠洲)縮尺1/3
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区画 3出土遣物 :1ト レンチ (188～ 193土師器,194・ 195青磁,196自磁,197・ 198瀬戸美濃,199瓦器,

200全器系,201古銭), 2ト レンチ (202～ 203土師器,209青磁,210自磁,211～ 213・ 217瀬戸美濃,

214査器系,215・ 216珠洲), 3ト レンチ (218白磁,219α同製品)縮尺1/3,銭貨のみ縮尺1/2
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区画 1出土遣物 :S B14柱穴 (1土師器), S A12(2土 師器), S X01(3～ 21土師器,22～ 24珠洲,

25査器系)
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区画 1出土遺物 :S X01(26～ 34瀬戸美濃,35瓦器), S D03(39～ 41土師器), S P46(42瀬 戸美濃),
S P214(43土 師器), S P218(44土師器), S P229(45土 師器), S P273(46土 師器),
S P296(47土 師器), S P285(48土師器,49珠洲), S P507(50瀬 戸美濃), S P286(51瀬 戸美濃)
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区画 1出土遺物 :遺構外 (52～ 57土師器,58・ 59珠洲,60・ 61瀬戸美濃,62白磁)

1970～ 1978年度調査埋め戻 し上出土遺物 :(64～ 71土師器,72～ 81瀬戸美濃,82珠洲)
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区画 2出土遺物 :SB15柱穴 (83土師器),SB16柱 穴 (84・ 85土師器),SB17柱 穴 (86～ 88土師器,89青磁 ),
SK13(90土師器,91瀬戸美濃,92珠洲),SK15(96土 師器),SK17(97土師器),SP402(98土師器),
SP408(99土 師器),SX08(103青磁,104珠洲),SK10・ ■ (105～ 110土師器,111青磁,112珠洲)
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区画 2出土遺物 :S K10。 11(113石臼)



孔レ1ド■17亀
図
版
六
二
　
江
馬
氏
下
館
跡

一
九
九
六
年
度
調
査
出
土
遺
物
写
真
∩

り口

区画 2出土遺物 :盛土 (115～ 118土師器,119白磁,120～ 124瀬戸美濃,126奄器系,127～ 129珠洲)
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区画 1出土遺物 :S X01(36～ 38鉄製品),遺構外 (63古銭)
区画 2出土遺物 :S K13(93～ 95鉄製品), S P437(100古 銭), S P405(101鉄 製品), S P410(102鉄 製
品), S K10・ ■ (114鉄滓),盛土 (125古銭,130石臼),遺物廃棄ブロック2(173鉄製品)
区画 3出上遺物 :1ト レンチ (201古銭), 3ト レンチ (219銅製品)
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区画 2出土遺物 :遺物廃棄ブロック1(131～ 144土師器,145～ 149言磁,150白磁,

151～ 154・ 156。 157瀬戸美濃,155瓦器,158。 160珠洲,159査器系)
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区画 2出土遺物 :遺物廃棄ブロック2(161～ 168土師器,169～ 171瀬戸美濃,172珠洲),遺物廃棄ブロ

ック 3(174・ 176土師器,175白磁,177瀬戸美濃,178珠洲),遺構外 (179～ 183土師器,184・ 185青磁,

186瀬戸美濃,187畑 )



ilitil1202    Hlllllllil'::                    

慟

鞠                   205

R母

itilllll'I11

も

u
9

孤 '2 '爾私劉2
塊 ilill''を

10

を07

呵

伊

208

218

区画 3出土遺物 :1ト レンチ (188～ 193土師器,194・ 195青磁,196白 磁,197・ 198瀬戸美濃,199瓦器,

200全器系), 2ト レンチ (202～ 208土師器,209青磁,210白 蔵,211～ 213・ 217瀬戸美

濃,214資器系,215。 216珠洲), 3ト レンチ (218白磁)
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S101出土遺物 :1～ 16土師器,17～ 20青磁,22～ 24白磁
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S101出土遺物 :21中国製天目椀,25～ 38瀬戸美濃,39～ 41珠洲

S101周辺出土遺物 :42青磁,43～ 45白磁,46～ 50瀬戸美濃,51～ 53珠洲
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報告書抄録
ふ り が な ま ししょうかんあと

垂
日 名 江馬氏城館跡

副  書  名 下館跡南辺の調査

巻 次

シ リー ズ名

シ リー ズ 番

関

地鞘
在
編

所

神岡町教育委員会

〒50611岐阜県吉城郡神岡町大字東町378番地 TEL 0578-21271
富山大学人文学部考古学研究室

〒930富山県富山市五福3190 TEL 0764 45-6195

発 行 年 月 日 西暦 1997年 3月 31日

ふりがな

所収 遺 跡名

ぶりがな

所 在 地

コー ド
北緯 東 経

調査期間

調査面積
調査原因

市町村 遺跡番号

江馬氏城館跡

い
下
敵
館
凝
跡

晨卓紫讐島難絲甜鮮

大字殿字中通り

山越・馬場西

21625 (}07K00093 86°

19′

25″

137°

18′

43″

19960716

19960816

890m2

史跡保存整備

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

江馬氏城館跡

下  館  跡

城館跡 中世 掘立柱建物,柵列

竪穴住居,土坑,

盛土

土師器,瓦器,青磁, 白磁

瀬戸美濃,珠洲,入尾,

査器系陶器,鉄製品 (鉄釘)

石製品 (石自)



1997年 3月 25日  印用よ

1997年 3月 31日 ―発行

江 馬氏城 館 跡 Ⅲ
二下館跡南辺の1調査―
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江馬氏城館跡Ⅲ―下館跡南辺の調査- 1997年 3月 発行
神岡町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室編

江 馬 氏 城 館 跡 Ⅲ

―下館跡南辺の調査―

付図 1 江馬氏下館跡遺構平面図








